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総 合 目 標

　熱帯地域に存在する複雑多様な自然・社会環境が，熱帯病をはじめとする錯綜し

た健康問題を引き起こし続けている。国際交流の進展が著しい今日，これらの問題

は世界的視野に立って解決されなければならない。

　長崎大学熱帯医学研究所は，上述の認識に基づき，熱帯病の中でも最も重要な領

域を占める感染症を主とした疾病と，これに随伴する健康に関する諸問題を克服す

ることを目指し，関連機関と協力して以下の項目の達成を図るものである。

　 1．熱帯医学及び国際保健における先導的研究

　 2．研究成果の応用による熱帯病の防圧ならびに健康増進への国際貢献

　 3．上記に係る研究者と専門家の育成

研　　究　　所　　全　　景
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は じ め に

長崎大学熱帯医学研究所　　

所　長　森　田　公　一　

　長崎大学熱帯医学研究所は，昭和17年（1942）に長崎医科大学附属東亜風土病研究所とし

て開設され，昭和42年（1967）に長崎大学附置熱帯医学研究所となりました。日本におい

て熱帯医学研究を目的とする唯一の公的機関として活動しています。本研究所は平成元年

（1989）に全国共同利用研究所となり，平成 5 年（1993）には世界保健機関（WHO）から

WHO協力センター（熱帯性ウイルス病に関する資料と研究）に，平成 7 年度（1995）には

文部省から熱帯医学に関する国際的に卓越した研究拠点の指定を受けています。また，平成

21年度（2009）に文部科学省より全国共同利用 「熱帯医学研究拠点」の認定を受け，新たな

運営制度のもと全国の研究者コミュニティーに開かれた研究所として活動を強化しておりま

す。さらに，平成25年度（2013）には，医歯薬学総合研究科と共同して，文部科学省「博士

課程教育リーディングプログラム」事業に採択され，リーディング大学院「熱帯病・新興感

染症制御グローバルリーダー育成プログラム」を開設いたしました。平成26年度（2014）の

研究所の組織は 4 大部門（15研究分野，1 客員分野，1 外国人客員分野を含む），2 附属施設，

　1 診療科で構成されています。

　さて，熱帯地域に存在する複雑多様な自然・社会環境はそこに位置する開発途上国におい

て古典的熱帯病に加え，新興感染症から生活習慣病まで錯綜した健康問題を引き起こしてい

ます。また，国際交流の進展が著しい今日，これらの問題は温帯に位置する先進諸国にも重

大な影響を及ぼしており，世界的な視野に立って解決すべき課題であります。当研究所はこ

の課題克服を目指し，下記に掲げる総合目標（Mission Statement，平成11年 5 月策定）を掲

げてこの分野での研究，国際貢献，教育の各領域で関連機関と協力した活動を展開している

ところです。

　　 （熱帯医学研究所　総合目標）

　　 1 ．熱帯医学及び国際保健における先導的研究

　　 2 ．研究成果の応用による熱帯病の防圧ならびに健康増進への国際貢献

　　 3 ．研究者と専門家の育成

　この年次要覧は総合目標の達成を目指して，平成26年度に熱帯医学研究所が共同利用研究

所として実施した共同研究，研究所各分野と附属施設での研究，JST-JICAのSATREPS事業等

の外部資金による大型研究の実施状況，海外からの研究者の受け入れ状況，研究所が実施し

た教育活動，研究所の財務状況，研究成果出版物等を網羅的に記録したものです。本年は西

アフリカでエボラ熱の大流行があり，また東京では70年ぶりに国内でのデング熱の流行が発

生しました。本研究所への期待もますます大きくなっています。熱帯医学研究所のさらなる

発展の為，皆様のご意見とご協力をお願いする次第です。
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 1 　沿　　　革

昭和17年 3 月

昭和20年 8 月

昭和21年 4 月

昭和21年 5 月
昭和24年 5 月

昭和32年 7 月

昭和34年 3 月

昭和36年 3 月
昭和36年 4 月
昭和39年 4 月
昭和40年 4 月
昭和41年 4 月
昭和42年 2 月
昭和42年 6 月

昭和42年 6 月

昭和49年 4 月
昭和49年 4 月
昭和53年 3 月
昭和53年 4 月
昭和53年 4 月
昭和54年 4 月

昭和55年 3 月
昭和58年 4 月

昭和59年 4 月

長崎医科大学附属東亜風土病

研究所設立

原爆投下により研究所建物及

び研究資料消失

長崎医科大学風土病研究所に

改称

諫早市に移転し，研究活動再開

新制長崎大学に附置され，長崎

大学附置風土病研究所に改称

諫早大水害により，施設，機器，

研究資料等に壊滅的な被害

長崎市興善町の元長崎大学医

学部附属病院外来患者診療所

跡に移転

長崎市坂本町に新庁舎竣工

新庁舎に移転

疫学部門の増設

寄生虫学部門の増設

ウイルス学部門の増設

本館の第一次増築竣工

風土病研究所が熱帯医学研究

所に改称

熱帯医学研究所内科として，

医学部附属病院に設置

附属熱帯医学資料室設置

病原細菌学部門の増設

感染動物隔離実験棟竣工

防疫部門（客員部門）の新設

熱帯医学研修課程の新設

感染動物隔離実験棟が熱帯性

病原体感染動物実験施設に昇

格

本館の第二次増築竣工

国際協力事業団（JICA）の集

団研修コース「熱帯医学研究

コース」開設

原虫学部門の増設

昭和60年 8 月
昭和62年 4 月
平成元年 4 月

平成 3 年 4 月
平成 6 年 3 月
平成 6 年 4 月

平成 7 年 4 月

平成 8 年 4 月

平成 9 年 4 月

平成13年 4 月

平成15年 3 月

平成17年 9 月
平成18年 3 月
平成20年 4 月

平成21年  6月

平成23年 4 月

平成24年 3 月
平成25年 6 月

平成26年 4 月

本館の第三次増築竣工

病害動物学部門の増設

熱帯医学研究所は共同利用研

究所に改組

感染生化学部門の増設

本館の第四次増築竣工

大部門制に改組（ 3 大部門12

研究分野）

世界の最先端の学術研究を

推進する卓越した研究拠点

（COE）の研究所に指定

病原体解析部門に分子疫学分

野（外国人客員分野）の新設

附属熱帯医学資料室の廃止・

転換に伴い，附属熱帯病資料

情報センターの新設

附属熱帯病資料情報センター

の廃止・転換に伴い，附属熱

帯感染症研究センターの新設

本館の第五次増築（熱帯性病

原体集中研究管理棟）竣工

ナイロビ研究拠点　設置

本館の改修工事竣工

附属熱帯感染症研究センター

の廃止・転換に伴い，附属アジ

ア・アフリカ感染症研究施設及

び熱帯医学ミュージアムの新

設

共同利用・共同研究拠点「熱帯

医学研究拠点」に認定

臨床研究部門（ 3 研究分野）の

増設

「熱帯医学研究コース」終了

熱帯性病原体感染動物実験施設

廃止

附属熱帯医学ミュージアムの

移設



─ ─２

歴　代　所　長

（長崎医科大学附属東亜風土病研究所）

角 　 尾 　 　 　 晋 自　昭和17年（1942）   5 月 4 日
至　昭和20年（1945）   8 月22日

古 屋 野 　 宏 　 平 自　昭和20年（1945）12月22日
至　昭和23年（1948）   1 月23日

高 　 瀬 　 　 　 清 自　昭和23年（1948）   1 月24日
至　昭和23年（1948）   8 月31日

登 　 倉 　 　 　 登 自　昭和23年（1948）   9 月 1 日
至　昭和24年（1949）   5 月30日

（長崎大学風土病研究所）

登 　 倉 　 　 　 登 自　昭和24年（1949）   5 月31日
至　昭和33年（1958）   8 月31日

大 　 森 　 南 三 郎 自　昭和33年（1958）   9 月 1 日
至　昭和38年（1963）11月30日

福 見 秀 雄 自　昭和38年（1963）12月 1 日
至　昭和42年（1967）   5 月31日

（長崎大学熱帯医学研究所）

福 　 見 　 秀 　 雄 自　昭和42年（1967）   6 月 1 日
至　昭和44年（1969）11月30日

片 　 峰 　 大 　 助 自　昭和44年（1969）12月 1 日
至　昭和48年（1973）11月30日

林 　 　 　 　 　 薫 自　昭和48年（1973）12月 1 日
至　昭和52年（1977）11月30日

内 　 藤 　 達 　 郎 自　昭和52年（1977）12月 1 日
至　昭和54年（1979）11月30日

片 　 峰 　 大 　 助 自　昭和54年（1979）12月 1 日
至　昭和56年（1981）   4 月 1 日

松 　 本 　 慶 　 藏 自　昭和56年（1981）   4 月 2 日
至　平成 3 年（1991）   4 月 1 日

板 　 倉 　 英 　 卋 自　平成 3 年（1991）   4 月 2 日
至　平成 5 年（1993）   4 月 1 日

小 　 坂 　 光 　 男 自　平成 5 年（1993）   4 月 2 日
至　平成 9 年（1997）   4 月 1 日

五 十 嵐 　 　 　 章 自　平成 9 年（1997）   4 月 2 日
至　平成13年（2001）   3 月31日

青 　 木 　 克 　 己 自　平成13年（2001）   4 月 1 日
至　平成19年（2007）   3 月31日

平 　 山 　 謙 　 二 自　平成19年（2007）   4 月 1 日
至　平成23年（2011）   3 月31日

竹 　 内 　 　 　 勤 自　平成23年（2011）   4 月 1 日
至　平成25年（2013）   3 月31日

森 　 田 　 公 　 一 自　平成25年（2013）   4 月 1 日
至　現　　在
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 2 　組織及び規模

 2 ． 1 　組　　織
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 2 ． 2 　職　　員

平成26年 4 月 1 日

 1 ）定員内職員

区　 分
教　　　　　　　　　　　　　員 そ の 他

の 職 員
合　 計

教　 授 准 教 授 講　 師 助　 教 助　 手 計

現　 員 （3)13 (1) 5 3 (16)18 1 (20)40 (3) 1 (23)41

※（　）は有期雇用職員で外数

 2 ）その他の職員

　　非常勤講師　 1 名　外国人研究員（客員教授）　 2 名　客員教授　 4 名

　　客員准教授　 2 名　産学官連携研究員　 7 名　プロジェクト研究員　 0 名

　　科学研究費補助金研究支援員　 6 名　研究機関研究員　 0 名　研究支援推進員　 7 名

　　事務補佐員及び技能補佐員　30名　

 3 ）教職員・大学院学生等氏名 平成26年 4 月 1 日現在

所 長 （命）教 授 医 学 博 士 森 田 公 一

副 所 長 （命）教 授 医 学 博 士 金 子 　 修

（命）教 授 医 学 博 士 平 山 謙 二

ウ イ ル ス 学 分 野 教 授 医 学 博 士 森 田 公 一

（兼）教 授 医 学 博 士 長 谷 部 　 　 　 太

助 教 獣 医 学 博 士 井 上 真 吾

助教（有期雇用） 医 学 博 士 余 　 福 勲

助教（有期雇用） 農 学 博 士 鍋 島 　 武

助教（有期雇用） 獣 医 学 博 士 早 坂 大 輔

技術職員（有期雇用） 戸 　 田 　 み つ る

産学官連携研究員 医 学 博 士 ポサダス　ヘレラ　ギエルモ

産学官連携研究員 ミャ　ミャット　ヌグェ　トン

産学官連携研究員 髙 松 由 基

外国人研究員（客員教授） ブエラノ　コラソン　セリラ

客 員 教 授 中 　 谷 　 比 呂 樹

客 員 准 教 授 吾 郷 昌 信

客 員 准 教 授 M a t i l u  M w a u

客 員 研 究 員 久 保 　 亨

技 能 補 佐 員 城 臺 和 美

技 能 補 佐 員 千 　 葉 　 多 賀 子

大 学 院 生 吉 川 　 亮

大 学 院 生 内 田 玲 麻
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大 学 院 生 ウランダイ・ジーアン・エドワード･リンボ

大 学 院 生 アドゥンゴ　フェルドナード

大 学 院 生 嶋 田 　 聡

大 学 院 生 アウン　キョウ　キョウ

大 学 院 生 フ　リ　ミン　フォン

新 興 感 染 症 学 分 野 教 授 理 学 博 士 安 田 二 朗

助 教（TT） 薬 学 博 士 黒 﨑 陽 平

助 教（TT） 薬 学 博 士 浦 田 秀 造

助教（有期雇用） 医 学 博 士 坂 部 沙 織

客 員 教 授 R o g e r  H e w s o n

産学官連携研究員 宇 　 野 　 有 紀 子

研 究 支 援 員 岡 　 田 　 沙 弥 香

研 究 支 援 員 中 　 前 　 早 百 合

研究支援推進員 小 林 繭 子

技 能 補 佐 員 神 山 智 美

大 学 院 生 楢 原 知 里

大 学 院 生 弘 田 幸 子

細 菌 学 分 野 教 授 農 学 博 士 平 山 壽 哉

講 師 理 学 博 士 和 田 昭 裕

助 教（TT） 医 学 博 士 中 野 政 之

研究支援推進員 前 田 香 代

原 虫 学 分 野 教 授 医 学 博 士 金 子 　 修

講 師 薬 学 博 士 上 村 春 樹

助 教 医 学 博 士 中 澤 秀 介

助 教 薬 学 博 士 矢 幡 一 英

助教（有期雇用） 獣 医 学 博 士 麻 田 正 仁

客 員 研 究 員 キショール　パンディー

産学官連携研究員 タナション　キッティサク

研 究 支 援 員 宮 﨑 真 也

研 究 支 援 員 竹 田 美 香

研 究 支 援 員 ハ キ ミ 　 ハ ッ サ ン

技 能 補 佐 員 木 下 美 紀

技 能 補 佐 員 大 越 桃 子

技 能 補 佐 員 田 中 玲 子

大 学 院 生 ジョウ　キマンティ　ムトゥンギ
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大 学 院 生 アムザ　ビャルハンガ　ラッキ

大 学 院 生 外 川 裕 人

大 学 院 生 クワメ　クミ　アサレ

寄 生 虫 学 分 野 教 授 医 学 博 士 濱 　 野 　 真 二 郎

助 教 医 学 博 士 三 井 義 則

助 教（TT） 薬 学 博 士 加 　 藤 　 健 太 郎

助教（有期雇用） 獣 医 学 博 士 園 田 梨 沙

技術職員（有期雇用） 桝 田 京 子

客 員 教 授 S a m m y  M . N j e n g a

客 員 研 究 員 安 藤 圭 志

研究支援推進員 濱 　 崎 　 め ぐ み

技 能 補 佐 員 小 田 裕 美

技 能 補 佐 員 高 屋 知 子

技 能 補 佐 員 原 　 史 絵

技 能 補 佐 員 林 田 昌 子

大 学 院 生 神 戸 俊 平

大 学 院 生 ヨンボ　ダン　ジャスティン　カレンダ

大 学 院 生 凪 　 幸 世

大 学 院 生 延 末 謙 一

大 学 院 生 森 保 妙 子

大 学 院 生 シャルミナ　デロアール

分 子 疫 学 分 野 外国人研究員（客員教授） トーマス　ジェームズ　テンプルトン

免 疫 遺 伝 学 分 野 教 授 医 学 博 士 平 山 謙 二

講 師 医 学 博 士 菊 　 池 　 三 穂 子

助 教（TT） 医 学 博 士 マハムド　サマ　シェリフ

助教（有期雇用） 医 学 博 士 水 上 修 作

技術職員（有期雇用） 柳 　 哲 雄

客 員 教 授 一 盛 和 世

客 員 教 授 太 田 伸 生

客 員 教 授 金 子 　 明

客 員 教 授 北 潔

客 員 教 授 津 　 谷 　 喜 一 郎

客 員 教 授 ナーバンチャン　ケセラ

客 員 教 授 野 呂 伸 弘

客 員 研 究 員 片 上 幸 美
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客 員 研 究 員 ムバネフォ　エヴァリストゥヌ　チグンナ

技 能 補 佐 員 早 嶋 順 子

技 能 補 佐 員 下 田 邦 子

技 能 補 佐 員 近 俊 志 穂

大 学 院 生 ダ ン 　 ミ ニ

大 学 院 生 ダ オ 　 フ イ 　 マ ン

大 学 院 生 エレナ　アヴェリノ

大 学 院 生 ヴァスケス　ヴェラケス　クララ　アレハンドラ

大 学 院 生 アハメド　ウーマー　アリ

生 態 疫 学 分 野 教授（有期雇用） 医 学 博 士 金 子 　 聰

助教（有期雇用） 医 学 博 士 藤 井 仁 人

産学官連携研究員 理 学 博 士 三 浦 雅 史

技 能 補 佐 員 中 山 栄 美

大 学 院 生 星 　 友 矩

国 際 保 健 学 分 野 教 授 保 健 学 博 士
医 学 博 士 山 本 太 郎

准 教 授 保 健 学 博 士 奥 村 順 子

助 教（TT） 医 学 博 士 和 田 崇 之

助 教（有期） 市 川 智 生

客 員 研 究 員 ウ ビ ド ゥ ル 　 ハ ク

客 員 研 究 員 蔡 　 国 喜

客 員 研 究 員 秦 亮

産学官連携研究員 林 下 真 美

研 究 支 援 員 江 越 安 重

技 能 補 佐 員 岡 部 　 塁

事 務 補 佐 員 三 角 良 美

大 学 院 生 猪 飼 　 桂

大 学 院 生 高 橋 宗 康

大 学 院 生 高 山 義 浩

大 学 院 生 吉 　 田 　 志 穂 美

病 害 動 物 学 分 野 教 授 理 学 博 士 皆 川 　 昇

准 教 授 農 学 博 士
医 学 博 士 川 田 　 均

助 教 医 学 博 士 砂 原 俊 彦

助 教 医 学 博 士 比 　 嘉 　 由 紀 子

助教（有期雇用） 学 術 博 士 角 田 　 隆

助教（有期雇用） 農 学 博 士 二 見 恭 子
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助教（有期雇用） 医 学 博 士 都 築 　 中

助教（有期雇用） P h D チャベス　サナブリア　ルイス　フェルナンド

研究支援推進員 鶴 川 千 秋

技 能 補 佐 員 川 　 島 　 恵 美 子

技 能 補 佐 員 森 　 　 　 奈 緒 子

技 能 補 佐 員 皆 　 川 　 こ ご み

事 務 補 佐 員 酒 本 淳 子

大 学 院 生 山 田 晃 嗣

大 学 院 生 住 田 雄 亮

大 学 院 生 エウジェニオ　フォンツィ

大 学 院 生 フィン　ティー　トゥイー　チャン

大 学 院 生 今 西 　 望

大 学 院 生 オウオア　ガブリエル　オウイノ

大 学 院 生 サイ　ゾウ　ミン　ウー

臨 床 感 染 症 学 分 野 教 授 医 学 博 士 有 吉 紅 也

准 教 授 医 学 博 士 森 　 本 　 浩 之 輔

助 教（TT） 熱 帯 医 学 修 士 鈴 木 　 基

助教（有期雇用） 医 学 士 佐 藤 　 光

助 手 渡 　 邊 　 貴 和 雄

客 員 研 究 員 医 学 博 士 安 波 道 郎

客 員 研 究 員 森 　 正 彦

客 員 研 究 員 山 下 嘉 郎

技 能 補 佐 員 内 堀 京 子

技 能 補 佐 員 中 村 仁 美

技 能 補 佐 員 白 水 里 奈

事 務 補 佐 員 濱 﨑 由 美

事 務 補 佐 員 白 　 石 　 さ つ き

研 究 生 寺 　 田 　 真 由 美

研 究 生 原 田 義 高

研 究 生 高 木 理 博

大 学 院 生 小 笠 原 　 　 　 徹

大 学 院 生 濱 口 杉 大

大 学 院 生 高 橋 健 介

大 学 院 生 宮 原 麗 子

大 学 院 生 齊 藤 信 夫

大 学 院 生 島 崎 貴 治
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大 学 院 生 島 田 郁 美

大 学 院 生 柿 内 聡 志

大 学 院 生 石 藤 智 子

大 学 院 生 山 梨 啓 友

大 学 院 生 ドバデル　ビム　グッパル

大 学 院 生 泉 田 真 生

大 学 院 生 ン ゴ 　 ク オ ン 　 チ

大 学 院 生 北 庄 司 　 絵 　 美

大 学 院 生 林 　 　 　 健 太 郎

大 学 院 生 加 藤 隼 悟

大 学 院 生 藤 井 　 宏

大 学 院 生 大 澤 令 奈

小 児 感 染 症 学 分 野 教 授 医 学 博 士 橋 爪 真 弘

准 教 授 医 学 博 士 吉 田 　 レ イ ミ ン ト

研究支援推進員 岡 　 希 望

技 能 補 佐 員 平 倉 説 子

大 学 院 生 高 橋 法 子

大 学 院 生 今 井 智 里

大 学 院 生 吉 原 圭 亮

大 学 院 生 樋 泉 道 子

大 学 院 生 池 　 田 　 恵 理 子

臨 床 開 発 学 分 野 教 授 P h D ローサボーン　チャントラ

准教授（有期雇用） 学 術 博 士 グエン　フィ　ティエン

助教（有期雇用） 医 学 博 士 川崎　エドゥアルド　ホセ

技 能 補 佐 員 フ リ ッ ツ 郁 美

大 学 院 生 クーンランセソンブーン　ナット

ア ジ ア・ ア フ リ カ
感 染 症 研 究 施 設
（ ケ ニ ア 拠 点 ）

拠点長（命）教授 医 学 博 士 一 瀬 休 生

教 授 理 学 博 士 皆 川 　 昇

教 授 医 学 博 士 濱 　 野 　 真 二 郎

教 授 医 学 博 士 橋 爪 真 弘

教授（有期雇用） 医 学 博 士 嶋 田 雅 曉

教授（有期雇用） 獣 医 学 博 士 堀 尾 政 博

教授（有期雇用） 医 学 博 士 金 子 　 聰

准 教 授 農 学 博 士
医 学 博 士 川 田 　 均

助 教 獣 医 学 博 士 井 上 真 吾
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助教（有期雇用） 医 学 博 士 藤 井 仁 人

助教（有期雇用） 農 学 博 士 二 見 恭 子

助教（有期雇用） 学 術 博 士 シャー　モハマド　モニル

助教（有期雇用） P h D 竹 内 理 恵

助教（有期雇用） P h D ラーソン　ピーター　ション

技術職員（有期雇用） 戸 　 田 　 み つ る

産学官連携研究員 理 学 博 士 三 浦 雅 史

客 員 准 教 授 長 谷 川 　 　 　 慎

事務職員（有期雇用） 風 間 春 樹

事務職員（有期雇用） 齊 藤 幸 枝

事 務 職 員 小 谷 昌 之

事務職員（有期雇用） 俵 　 　 　 と も か

委 託 事 務 員 高 東 光 雄

大 学 院 生 神 戸 俊 平

大 学 院 生 ガブリエル　ディダ

大 学 院 生 アーネスト　アポンディ

ア ジ ア・ ア フ リ カ
感 染 症 研 究 施 設
（ ベ ト ナ ム 拠 点 ）

拠点長（命）教授 医 学 博 士 山 城 　 哲

（兼）教 授 医 学 博 士 長 谷 部 　 　 　 太

助教（有期雇用） 学 術 博 士 角 田 　 隆

助教（有期雇用） 人間・環境学博士 竹 　 村 　 太 地 郎

助教（有期雇用） 国際関係学修士 時 　 沢 　 亜 佐 子

事 務 職 員 中 尾 隆 宏

事務補佐員（熱研内） 福 　 岩 　 由 美 子

熱帯医学ミュージアム 館 長 理 学 博 士 皆 川 　 昇

教授（有期雇用） 獣 医 学 博 士 堀 尾 政 博

技 術 職 員 荒 木 一 生

技 能 補 佐 員 須 田 清 美

共 同 研 究 室 室長（命）教授 農 学 博 士 平 山 壽 哉

准 教 授 P h D リチャード　カレトン

准 教 授 保 健 学 博 士 奥 村 順 子

講 師 医 学 博 士 菊 　 池 　 三 穂 子

助 教 医 学 博 士
理 学 博 士 千 馬 正 敬

助 教 理 学 博 士 坂 　 口 　 美 亜 子

研究支援推進員 龍 原 梨 沙

研究支援推進員 外 　 間 　 沙 里 菜
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診 療 科
（ 熱 研 内 科 ）

科長（命）教授 医 学 博 士 有 吉 紅 也

副科長（命）准教授 医 学 博 士 森 　 本 　 浩 之 輔

講 師 古 本 朗 嗣

助 教 神 　 白 　 麻 衣 子

助 教 田 中 健 之

助 教 医 学 士 高 木 理 博

医 員 藤 井 　 宏

医 員 島 崎 貴 治

医 員 高 橋 健 介

医 員 加 藤 隼 悟

医 員 信 吉 正 治

医 員 平 岡 知 子

修 練 医 岩 田 知 真

修 練 医 山 本 優 美

事 務 補 佐 員 松 　 尾 　 亜 矢 子

非 常 勤 講 師 国 連 人 口 基 金
東京事務所・所長 佐 崎 淳 子
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 2 ． 3 　経　　費

年度別決算額（平成20年～平成26年度）

年度 区分 人　 件　 費 物　 件　 費 合　　　　計

平成20年 651,898,818  円 265,358,082  円 917,256,900 円

平成21年 605,260,738 271,544,815 876,805,553

平成22年 532,702,260 471,523,873 1,004,226,133

平成23年 607,943,166 483,626,501 1,091,569,667

平成24年 598,138,424 420,465,416 1,018,603,840

平成25年 489,567,605 476,723,671 966,291,276

平成26年 561,606,263 443,315,439 1,004,921,702

年度別決算額：外部資金等（平成20年～平成26年度）

年度 区分 人　 件 　費 物　 件 　費 合　　　　計

平成20年 262,345,094　円 658,352,116　円 920,697,210 円

平成21年 326,227,542 746,606,269 1,072,833,811

平成22年 296,164,175 850,841,443 1,147,005,618

平成23年 156,919,028 925,992,376 1,082,911,404

平成24年 208,595,480 608,765,460 817,360,940

平成25年 131,139,405 479,535,519 610,674,924

平成26年 169,608,636 439,383,221 608,991,857

 2 ． 4 　敷地と建物

所在地　長崎市坂本 1 丁目12－ 4 
敷　地　長崎大学医学部構内　3,305㎡
建　物

建 物 名 称 構　　　　　造 建面積(㎡) 延面積(㎡) 備　　　　　考

本 館
鉄筋コンクリート
 3 階 ， 一 部 4 階 建 1,763 6,454

昭和36． 3  建築
昭和42． 2  増築
昭和55． 3  増築
昭和60． 8  増築
平成 6 ． 3  増築
平成18． 3  改修

熱帯性病原体
集中研究管理棟

鉄筋コンクリート
 4  階 建

329 1,328 平成15． 3  建築

薬 品 庫 ブ ロ ッ ク 建 20 20 昭和47． 3  建築

計 2,112 7,802



─ ─13

 3 　熱帯医学研究拠点共同研究

 3 ． 1 　特定領域共同研究（◎は研究代表者）

 1 ． 熱帯地域，特にアフリカおよびベトナムで発生している真菌症・放線菌症の原因菌の収

集と形態学的，生理学的，分子生物学的解析

　　千葉大学・真菌医学研究センター・センター長　　　　　◎笹川　千尋

　　千葉大学・真菌医学研究センター・教授　　　　　　　　　亀井　克彦

　　千葉大学・真菌医学研究センター・教授　　　　　　　　　川本　　進

　　千葉大学・真菌医学研究センター・教授　　　　　　　　　五ノ井　透

　　千葉大学・真菌医学研究センター・准教授　　　　　　　　矢口　貴志

 2 ．アジア地区におけるHIV感染防止ワクチン及び新規抗HIV薬の開発のための基盤研究

　　熊本大学・エイズ学研究センター・センター長　　　　　◎滝口　雅文

　　熊本大学・エイズ学研究センター・教授　　　　　　　　　松下　修三

　　熊本大学・生命科学研究部・教授　　　　　　　　　　　　原田　信志

　　熊本大学・エイズ学研究センター・教授（客員）  　　　　　岡　　慎一

　　熊本大学・エイズ学研究センター・助教　　　　　　　　　阪井　恵子

 3 ．マラリアと結核に対するワクチン開発と臨床免疫学解析

　　琉球大学・熱帯生物圏研究センター・センター長　　　　◎酒井　一彦

　　琉球大学・熱帯生物圏研究センター・教授　　　　　　　　松﨑　吾朗

　　琉球大学・熱帯生物圏研究センター・教授　　　　　　　　渡部　久実

　　琉球大学・熱帯生物圏研究センター・准教授　　　　　　　新川　　武

　　琉球大学・熱帯生物圏研究センター・准教授　　　　　　　梅村　正幸

　　琉球大学・熱帯生物圏研究センター・ポスドク研究員　　　福井　雅之
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 3 ． 2 　一般共同研究（◎は研究代表者）

 1 ．バベシア原虫の赤血球侵入・発育メカニズムの解析：マラリア原虫との比較

　　帯広畜産大学・原虫病研究センター・教授　　　　　　　◎河津　信一郎

　　長崎大学・熱帯医学研究所・教授　　　　　　　　　　　　金子　　修

　　長崎大学・熱帯医学研究所・助教　　　　　　　　　　　　麻田　正仁

　　長崎大学・熱帯医学研究所・助教　　　　　　　　　　　　矢幡　一英

　

 2 ．一塩基多型プロファイリングによるサルモネラ属菌の迅速血清型別法の開発

　　帯広畜産大学・教授　　　　　　　　　　　　　　　　　◎倉園　久生

　　帯広畜産大学・助教　　　　　　　　　　　　　　　　　　山崎　栄樹

　　マヒドール大学・教授　　　　　　　　　　　　　　　　　Wanpen Chicumpa

　　Translational Health Science and Technology Institute・

　　Executive director　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   G. B. Nair

 3 ． ヘリコバクター・ピロリVacAによるオートファジー形成に関与するシグナル伝達機構

の解明

　　千葉大学・医学研究院・病原分子制御学・准教授　　　　◎八尋　錦之助

　　千葉大学・医学研究院・病原分子制御学・教授　　　　　　野田　公俊

　　長崎大学・熱研医学研究所・教授　　　　　　　　　　　　平山　壽哉

　　長崎大学・熱帯医学研究所・助教　　　　　　　　　　　　中野　政之

 4 ． ウイルス様粒子形成を可視化する新規FRETプローブを用いたラッサウイルス治療薬ス

クリーニング

　　京都大学・ウイルス研究所・特定助教　　　　　　　　　◎水谷　龍明

　　北海道大学・大学院医学研究科・准教授　　　　　　　　　南保　明日香

 5 ．ウイルス膜融合活性を制御する化合物の探索と抗デングウイルス剤への応用

　　会津大学短期大学部・食物栄養学科・教授　　　　　　　◎左　　一八

　　広島国際大学・薬学部・教授　　　　　　　　　　　　　　池田　　潔

　　立教大学・理学部・教授　　　　　　　　　　　　　　　　常盤　広明
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 6 ．補体抵抗性を付与した新型マラリアワクチンベクターの開発

　　金沢大学・医薬保健研究域薬学系・特任助教　　　　　　◎伊従　光洋

　　金沢大学・医薬保健研究域薬学系・教授　　　　　　　　　吉田　栄人

　　金沢大学・医薬保健学総合研究科創薬科学専攻・大学院生　中谷　大樹

　　金沢大学・医薬保健学総合研究科創薬科学専攻・大学院生　西浦　秀里

　　長崎大学・熱帯医学研究所・助教　　　　　　　　　　　　坂口　美亜子

 7 ．ベトナム自然環境由来コレラ菌のゲノム疫学的ヒト感染機構の解明

　　京都大学・大学院医学研究科・准教授　　　　　　　　　◎丸山　史人

　　北海道大学・人獣共通感染症リサーチセンター・助教　　　大西　なおみ

　　長崎大学・熱帯医学研究所・助教　　　　　　　　　　　　竹村　太地郎

 8 ．新しいウイルス検査装置のロタウイルス定量への応用

　　長浜バイオ大学・バイオサイエンス学部・教授　　　　　◎長谷川　慎

　　長崎大学・熱帯医学研究所・教授　　　　　　　　　　　　一瀬　休生

　　長崎大学・熱帯医学研究所・講師　　　　　　　　　　　　和田　昭裕

 9 ．内蔵型リーシュマニア症の臓器内感染拡大様式の解明

　　岐阜大学・大学院医学系研究科・教授　　　　　　　　　◎前川　洋一

　　長崎大学・熱帯医学研究所・教授　　　　　　　　　　　　濱野　真二郎

10． ベトナム小児から検出された薬剤耐性肺炎球菌の全ゲノムシークエンスとゲノム疫学へ

の応用

　　大阪大学・微生物病研究所・特任教授　　　　　　　　　◎飯田　哲也

　　大阪大学・微生物病研究所・助教　　　　　　　　　　　　中村　昇太

　　大阪大学・微生物病研究所・特任研究員　　　　　　　　　元岡　大祐

　　長崎大学・熱帯医学研究所・教授　　　　　　　　　　　　有吉　紅也

　　長崎大学・医歯薬学総合研究科・大学院生　　　　　　　　柿内　聡志

11．熱帯熱マラリア原虫の好適な地理的拡散経路の解明：アジアからアフリカへ

　　順天堂大学・大学院医学研究科・教授　　　　　　　　　◎美田　敏宏

　　東京女子医科大学・医学部・助教　　　　　　　　　　　　本間　　一

　　長崎大学・熱帯医学研究所・教授　　　　　　　　　　　　山本　太郎
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12．マラリア感染赤血球の機械的性質及び生物学的指標評価デバイスの構築

　　東海大学・工学部・講師　　　　　　　　　　　　　　　◎木村　啓志

　　東京大学・生産技術研究所・教授　　　　　　　　　　　　藤井　輝夫

　　東京大学・生産技術研究所・特任助教　　　　　　　　　　金　　秀炫

　　東海大学・工学部・特定研究員　　　　　　　　　　　　　中村　寛子

　　東海大学・工学部・学部 4 年生　　　　　　　　　　　　　額賀　正行

　　東海大学・工学部・学部 4 年生　　　　　　　　　　　　　小川　　陽

13．腸管感染症原因細菌の分子疫学解析法の開発とその活用

　　国立感染症研究所・細菌第一部・部長　　　　　　　 　 ◎大西　　真

　　国立感染症研究所・細菌第一部・第二室長　　　　　 　　 泉谷　秀昌

14．ケニア国における結核菌感染のリスク解析

　　新潟大学・大学院医歯学総合研究科・教授　　　　　　　◎松本　壮吉

　　長崎大学・熱帯医学研究所・教授　　　　　　　　　　　　濱野　真二郎

15．日本脳炎ウイルス感染における脳内浸潤特異的T細胞の生物学的意義の検討

　　国立感染症研究所・流動研究員　　　　　　　　　　　　◎北浦　一孝

　　長崎大学・熱帯医学研究所・助教　　　　　　　　　　　　早坂　大輔

16．Trypanosoma brucei AKB14-3-3-1 の下流シグナルの同定

　　久留米大学・医学部・感染医学講座・教授　　　　　　　◎井上　雅広

　　長崎大学・熱帯医学研究所・講師　　　　　　　　　　　　上村　春樹

　　長崎大学・熱帯医学研究所・教授　　　　　　　　　　　　森田　公一

17． Trypanosoma cruzi トランスシアリダーゼの基質結合に伴う変化を検出する物理化学的

システムの開発と阻害剤探索への応用

　　熊本大学・大学院生命科学研究部（薬学系）・教授　　　  ◎森岡　弘志

　　長崎大学・熱帯医学研究所・講師　　　　　　　　　　　　上村　春樹
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18．集団治療実施に関連するヒト・熱帯熱マラリア原虫の分子疫学的研究

　　～ビクトリア湖島嶼マラリア撲滅に向けて～

　　大阪市立大学・大学院医学研究科・講師　　　　　　　　◎五十棲 理恵

　　大阪市立大学・大学院医学研究科・教授　　　　　　　　　金子　　明

　　大阪市立大学・大学院医学研究科・講師　　　　　　　　　木俣　　勲

　　大阪市立大学・大学院医学研究科・准教授　　　　　　　　木村　政継

　　長崎大学・熱帯医学研究所・教授　　　　　　　　　　　　一瀬　休生

　　長崎大学・熱帯医学研究所・講師　　　　　　　　　　　　上村　春樹

19．赤痢アメーバのシスト形成を制御するコレステロール硫酸の解析

　　佐賀大学・医学部・分子生命科学講座・助教　　　　　　◎見市(三田村)文香

　　佐賀大学・医学部・分子生命科学講座・教授　　　　　　　吉田　裕樹

　　長崎大学・熱帯医学研究所・助教　　　　　　　　　　　　中村　梨沙

　　長崎大学・熱帯医学研究所・教授　　　　　　　　　　　　濱野　真二郎

20． 日本脳炎エンデミック地域に住む高齢者の抗ウイルス免疫反応の解析と今後のワクチン

接種のあり方に関する研究

　　日本赤十字社長崎原爆諫早病院・副院長　　　　　　　　◎福島　喜代康

　　日本赤十字社長崎原爆諫早病院・医師　　　　　　　　　　久保　　亨

21．ケニア・ビタ群病院における未分類熱性疾患入院症例の特性とレプトスピラ症の検索

　　国立感染症研究所・細菌第一部・主任研究官　　　　　　◎小泉　信夫

　　長崎大学・医歯薬学総合研究科・大学院生　　　　　　　　大澤　玲奈

　　長崎大学・医歯薬学総合研究科・大学院生　　　　　　　　濱口　杉大

　　長崎大学・医歯薬学総合研究科・大学院生　　　　　　　　北庄司　絵美

22．バングラデシュにコレラ流行をもたらす大気水文環境に関する疫学研究

　　香川大学・教育学部・教授　　　　　　　　　　　　　　◎寺尾　　徹

　　海洋研究開発機構・特任研究員　　　　　　　　　　　　　名倉　元樹

　　京都大学・防災研究所・准教授　　　　　　　　　　　　　林　　泰一

　　長崎大学・熱帯医学研究所・教授　　　　　　　　　　　　橋爪　真弘
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23．免疫複合体解析によるシャーガス病感染抵抗メカニズムの解明

　　長崎大学・医歯薬学総合研究科・准教授　　　　　　　　◎大山　　要

　　長崎大学・医歯薬学総合研究科・教授　　　　　　　　　　黒田　直敬

　　長崎大学・熱帯医学研究所・教授　　　　　　　　　　　　平山　謙二

　　長崎大学・熱帯医学研究所・准教授　　　　　　　　　　　グエン フィ ティエン

24．ケニア国における生活習慣病の疫学研究

　　順天堂大学・医学部・助教　　　　　　　　　　　　　　◎峰松　和夫

　　大阪教育大学・学校危機メンタルサポートセンター・准教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後藤　健介

　　順天堂大学・医学部・准教授　　　　　　　　　　　　　　湯浅　資之

　　福岡女子大学・国際文理学部・准教授　　　　　　　　　　水元　　芳

　　長崎大学・熱帯医学研究所・教授　　　　　　　　　　　　金子　　聡
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 3 ． 3 　研究集会

 1 ．医学研究のための倫理に関する国際セミナー

　　開催日：平成26年 5 月 8 日～平成26年 5 月10日

　　場　所：長崎大学医学部ポンペ会館（長崎市）

　　代表者：長崎大学病院・薬剤部長・教授　佐々木　均

　　参加者：63名

　　内　容： 「医学研究のための倫理に関する国際研修コース」との共催として，長崎大学医

学部ポンペ会館において平成26年 5 月 8 日から 5 月10日までの 3 日間，講師 9 名

（うち外国から 2 名）と参加者54名（うち外国人31名）を集めて開催した。

　　　　　　 本集会は，参加者が研究倫理についての基本的な考え方を学ぶと同時に，近年

の研究倫理に関する国内外における議論を把握することを目的として実施する

もので，主たる内容は，研究倫理の基本原則，インフォームド・コンセント，

リスク・ベネフィット評価，既存資料の利用，国際共同研究における倫理である。

これに加えて，子どもなど特別の配慮を必要とする人たちを対象とする研究の

倫理，コミュニティを対象とする研究の倫理，プラセボ対照試験の倫理，研究

と治療の区別，倫理審査委員会の構成や機能等についても学ぶ。

　　　　　　 今回も国内外の倫理関係の研究者を多数講師として招聘し，質の高い研修コー

スを運営することができた。また，アフリカ，アジア等各国から多数の参加者

があり，国際的な視野での討論が活発に行われ，この研究集会の特色が示された。
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4　研究活動

 4 ． 1 　ウイルス学分野

Ⅰ．熱帯ウイルス病の疫学研究

　 1 ）日本脳炎ウイルスの分子疫学解析

　　 　日本脳炎ウイルスの生態をより詳細に明らかにするため，前年度に引き続き東南アジア

と日本において分子疫学解析を実施した。日本脳炎ウイルスの一部は日本本土に土着して

いるが，多くは東南アジアから中国を経由して日本に飛来している。1990年以降には東ア

ジア全域で遺伝子型が入れ替わる現象（Genotype shift）が観察されたが，日本でも従来の

Ⅲ型が姿を消し，飛来しているウイルスは遺伝子型Ⅰ型のA群ウイルスのみであり，平成

26年度もこの状況が続いている。

　 2 ）デングウイルスとチクングニアの分子疫学解析

　　 　平成25年度に引き続き，アジア各国でウイルスを分離して分子疫学解析を実施した。ベ

トナム，フィリピン，バングラデシュ，ミャンマー，ケニアでのデングウイルスを分離し

て遺伝子解析を実施した。またベトナムでは脳炎患者の髄液からデングウイルスが分離さ

れ遺伝子レベルでの変異について解析している。また，ミャンマーではアフリカ由来のチ

クングニアウイルスの侵入が2010年に発生したことを後方視的研究で明らかにした。

　 3 ）ベトナムでのコウモリに生息するウイルスの調査

　　 　コウモリは多くのウイルスの保有動物として知られており，ベトナムの熱帯雨林に生息

するコウモリの調査を実施している。平成26年度は前年度に分離した新種のヘルペスウイ

ルスの解析を実施した。

　 4 ）重症熱性血小板減少症候群（SFTS）ウイルスの調査

　　 　平成25年 1 月，日本にSFTSウイルス患者が発生していることが明らかになり，長崎を

中心に，ヒト，野生動物，マダニの調査を継続した。現在まで，患者周辺には不顕性感染

者は発見されずマダニからもウイルスは分離されていない。しかしながら野生動物（イノ

シシ）およびイヌからは抗体陽性例が確認された。地域の感染リスクを明らかにするため

現在も調査を継続している。

Ⅱ．迅速診断法とウイルス同定手法の開発

　 1 ）重症熱性血小板減少症ウイルスの簡易検出法の開発

　　 　ELISA法によるSFTS特異的抗体検出法（IgG， IgM）を開発した。Nタンパク質に対する

単クローン抗体を樹立してイムノコロマト法による簡易検出キットの開発を開始した。
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　 2 ）黄熱病とリフトバレー熱の迅速診断法の開発

　　 　JICAとJSTとが共同して実施する国際研究事業である地球規模課題対応国際科学技術協

力事業（SATREPS）「ケニアにおける黄熱病およびリフトバレー熱に対する迅速診断法の

開発とそのアウトブレイク警戒システムの構築」を継続した。この事業は熱帯医学研究所

とケニア国立中央医学研究所とが共同して黄熱病とリフトバレー熱のイムノクロマト法を

用いたPoint of Care (POC) Testや携帯電話網を用いた早期警戒システムの構築のための研究

開発しmSOSと令名してその有用性をフィールド試験により確認した。

Ⅲ．ウイルス病原性の解析

　 1 ）日本脳炎ウイルスなどフラビウイルス脳炎の病態発現機序の解析

　　 　日本脳炎ウイルスおよびダニ媒介性脳炎ウイルス感染マウスモデルを用いて，病態発現

機序の解析を行っている。日本脳炎ウイルス感染において接種量と致死性に相関性がみら

れない現象に関して，ウイルス接種量に応じたインターフェロン応答により相殺される機

序が働くことを示した。ダニ媒介性脳炎ウイルス感染において，TNF-α，IL-10，IL-2が致

死感染に抑制的に働いていることを示した。また，ダニ媒介性脳炎ウイルスのエンベロー

プ蛋白におけるGlu122→Gly122のアミノ酸置換が致死性に関わっていることを明らかにし

た。

　 2 ）デングウイルス，西ナイルウイルスの病原性の解析

　　 　デングウイルスはヒトの体内では高い増殖性を示し，昨年までの研究でデングウイルス

がヒト細胞においてインターフェロンを抑制しており，これがウイルス特異的dsRNAが粗

面小胞体にウイルス特異的に形成される小胞内に隠されることにより，細胞内の自然免疫

系のRIG-I等のウイルス検知システムを回避する結果であることを証明したが，本年度は

西ナイルウイルスのヒト神経細胞内で同様のインターフェロン回避能力をもつことを証明

した。

Ⅳ.　 ワクチン，抗ウイルス薬の開発

　 1 ）フラビウイルス治療薬の開発

　　 　デングウイルスや日本脳炎ウイルスの治療薬開発を目指して，ウイルス粒子表面の細胞

接着に関与する糖鎖構造類似物質による感染防御の研究を中部大学鈴木博士と会津大学短

期大学部の左博士らと共同で開発している。さらに平成25年度から開始された，アステラ

ス製薬や東京工業大学とのコンソーシアム研究を開始してウイルスのプロテアーゼとポリ

メラーゼ等を標的とした抗ウイルス薬の開発を継続した。

　 2 ）西ナイルウイルスワクチンの開発
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　　 　阪大微研究会との共同で西ナイル熱ワクチンの開発を実施している。これまでに

ニューヨークで分離された西ナイルウイルス株を種株としてGMPを満たす環境下で活化

ワクチン候補を作成しその有効性をマウスを使った系で確認するとともにGLP試験を完了

して研究開発を継続している。

Ⅴ．WHO研究協力センターとしての活動

　アジアの開発途上国からフラビウイルスの診断に関する研修生を受け入れた。又，WHOの

デング対策会議へ専門家を派遣した。さらにエボラ出血熱熱対策を支援する為，WHO本部等

への人材派遣など行った。

 4 ． 2 　新興感染症学分野

　当分野では，エボラウイルス，マールブルグウイルス，南米出血熱ウイルスなどアフリカや

南米でアウトブレイクを繰り返す出血熱ウイルスや西アフリカで常在化しているラッサウイル

ス，世界的な流行を引き起こすインフルエンザウイルス，そして最近我が国でも発症者が報告

されて問題となっているSFTS（重症熱性血小板減少症候群）ウイルスなど重篤な疾患を引き

起こす高病原性ウイルスに注目し，これらのウイルスに対する抗ウイルス戦略の確立に資する

研究を進めている。また，農林水産省等からも競争的資金を獲得し，内在性レトロウイルスや

ウシのウイルス感染症に関する研究にも取り組んでいる。

Ⅰ．エボラウイルス検出法の開発

　RT-LAMP法を検出原理とする新規エボラウイルス検出法を開発した。本検出法は2014年以降

西アフリカで流行しているウイルス株およびこれまでに分離されたウイルス株双方を検出する

ことができ，ザイールエボラウイルス種特異的に遺伝子増幅することを確認した。実際に，ギ

ニア共和国コナクリ市の国立ドンカ病院での臨床サンプルを用いた検証も行い，現行の検査診

断法であるリアルタイムRT-PCR法と同等の感度，特異性でエボラウイルスを検出することが

できることを確認した（論文投稿中）。

Ⅱ．ウイルス出芽機構の解明

　2008年に新規のウイルス性出血熱の病原体として同定されたルジョウイルスの出芽機構の解

析を行い，出芽に重要なモチーフ配列を同定し，出芽に関連する宿主因子の関与も解析した（論

文投稿中）。
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Ⅲ．抗ウイルス活性をもつ細胞性因子Tetherin/BST- 2 の解析

　Tetherin/BST- 2（以下Tetherin）は様々なエンベロープウイルスに対して抗ウイルス活性をも

つインターフェロン（IFN）誘導性の細胞性因子である。重篤な出血熱を起こすクリミア-コン

ゴ出血熱ウイルスのモデル系として同じナイロウイルス属のハザラウイルスを用いて解析を進

め，Tetherinがこのウイルスに対しても抗ウイルス活性を示すことを明らかにし，更にⅠ型IFN

によるウイルスの増殖抑制に重要な役割を担っていることを英国PHEポートンダウン研究所と

の共同研究で明らかにした（論文投稿中）。この結果はTetherinがナイロウイルスの増殖を制御

する有用な細胞性因子であることを示唆する。

　また，より強力な抗ウイルス活性分子の人工デザインを目的としてTetherinの抗ウイルス活

性の強弱に影響する分子構造の同定も行った（論文準備中）。

Ⅳ．病態モデル・感染モデル動物の作出

　動物個体レベルでSFTSウイルスの感染・増殖機構や病態発現機序を解析するために，各種

近交系マウス，ノックアウトマウスやトランスジェニックマウスを用いてSFTSウイルスの感

受性と病態発現を解析し，感受性モデルおよび病態再現モデルの確立を進めている。このモデ

ルマウスを用いた抗ウイルス薬の検証も行っている。

Ⅴ．抗ウイルス剤の開発

　リバビリン，IFNα，S1P阻害剤，さらにファビピラビルがSFTSウイルスの増殖を抑制する

ことを明らかにした（論文投稿中）。

　また，ルジョウイルスのウイルス表面糖タンパク質の開裂に宿主プロテアーゼS1Pが関与し

ていることを明らかにし，S1P阻害剤がルジョウイルスの産生を阻害することも見出した（論

文投稿中）。

　更に，ラッサウイルスやエボラウイルスに対する抗ウイルス剤の候補となり得る化合物の探

索も進めており，in silicoスクリーニングや独自に開発したハイスループットスクリーニング

（HTS）系を用いて化合物ライブラリーからの抗ウイルス活性物質の同定を行っている。

Ⅵ．レトロウイルスに関する研究

　βレトロウイルスに分類されるMason-Pfizer Monkey Virus（M-PMV）は，Gagタンパク質に出

芽において中心的な機能を果たすL-ドメイン様の配列が 3 種類（PPPY，PSAP，YADL）存在する。

そこでこれらの配列の機能を解析した結果，PPPYはL-ドメインとして主要な役割を果たして

おり，PSAPは細胞種依存的にL-ドメインとして機能することが明らかになった。更に，YADL

はL-ドメインとしてではなく，Gagタンパク質の細胞膜への輸送に重要であることがわかった
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（Microbiol Immunol， 2015）。

 4 ． 3 　細菌学分野

　細菌学分野は熱帯地に蔓延または熱帯地から伝播される細菌感染症とその原因細菌に関する

研究，とくに感染成立に関与する種々の病原因子の研究を展開している。

 1 ） ヘリコバクター・ピロリ（Hp）は消化性潰瘍，MALTリンパ腫，胃癌などの原因細菌であ

り，熱帯地域を含む発展途上国においては20歳前に約80%のヒトが感染している。本菌の

病原性について，空胞化毒素VacAおよび 4 型分泌装置で宿主に注入されるエフェクター分

子 CagAに焦点を当ててこれらの病原因子の感染における役割を解析している。

　　 　VacAが胃炎や胃潰瘍などの胃粘膜障害を引き起こすためには受容体型チロシンフォス

ファターゼRPTPβとの結合が必須であることを明らかにした（Nat. Genet. 2003）。一方，

VacAのみならずCagAが宿主ホスファターゼを介して毒性発現に至る情報伝達を行ってい

るにもかかわらず，感染におけるこれら 2 つの主たる病原因子の相互の働きが明確では

ない。そこでHpが産生するこれら 2 つの主たる因子が及ぼす互いの影響を究明し，Hpの

持続感染が引き起こす広範多岐な疾患との関連を説明する分子基盤とすることを現在の

目的としている。その結果，VacAの新規な宿主受容体としてlow-density lipoprotein receptor-

related protein-1 (LRP1)を同定し，このLRP1を介してオートファジーを誘導することを明ら

かにした（J Biol Chem. 2012）。この知見はLRP1がオートファジー誘導に機能することを

示す初めてのものであった。一方，LRP1は腫瘍マーカーでもあるCD44と結合しているこ

とやCagAがVacA依存的なオートファジーによって分解され，加えて，ある種のCD44を発

現している胃がん幹細胞ではVacA依存オートファジーによるCagAの分解が抑制されてお

り，このような細胞から発癌へのプロセスが進められることを示した（Cell Host Microbe. 

2012）。CagA自体もVacAの細胞内移行を阻止することも明らかにしている（実に複雑巧妙

な仕組みと考えている。Dis Model Mech. 2010）。かかる事実は，ピロリ菌感染症でのVacA

が消化性潰瘍などの発症のみならず，発癌蛋白であるCagAの機能とも密接に関連してい

ることを示している。

 2 ） サルモネラエンテロトキシンStnについての構造と機能をしらべている（Dis Model Mech. 

2012）。
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図の説明：ヘリコバクター・ピロリが産生するVacA毒素の多様な毒性発現

 4 ． 4 　原虫学分野

　金子修が着任し 8 年目となった。4 月には外川裕人が，5 月にはクワメ・クミ・アサレが博

士課程教育リーディングプログラムに 2 期生として入学した。10月にはジョー・ムトゥンギが

大学院博士課程を修了し，研究支援員として当分野にて研究を継続した。5 月に技能補佐員の

松尾佳美が復職した。11月には高浜幸絵が，平成27年 1 月には松本菜奈が技能補佐員として分

野に参画した。一方，技能補佐員の大越桃子が12月に退職した。麻田正仁助教は 3 月に日本寄

生虫学会奨励賞を受賞した。

Ⅰ．マラリアに関する研究

　 1 ）マラリア原虫の赤血球侵入分子機構

　　 　矢幡一英とジョー・ムトゥンギは赤血球侵入中のネズミマラリア原虫を観察するために，

ネズミマラリア原虫のメロゾイトを精製する条件を検討し，論文投稿の準備を進めた。ま

た，超解像顕微鏡による侵入関連分子の局在解析を継続した。ムトゥンギはネズミマラリ

ア原虫の赤血球侵入関連分子RON5に関する解析結果を論文発表（Parasitol Int 63: 794-801, 

2014）するとともに，2014 (25th) Annual Molecular Parasitology Meeting（米国）やThe 13th 
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Awaji International Forum on Infection and Immunity（奈良）にて学会発表を行った。矢幡もこ

れらの研究成果を第22回分子寄生虫学ワークショップ／第12回分子寄生虫・マラリア研究

フォーラムにて報告した。金子はネズミマラリア原虫EBLについて，鳥取大学の大槻均博

士らとの共同研究による第 3 - 5 領域の機能解析結果を第84回日本寄生虫学会大会にて発

表した。また，熱研病理学分野のリチャード・カレトン博士らとの共同研究として，以前

に報告した系統とは異なるネズミマラリア原虫系統間の遺伝子交配実験によっても，EBL

遺伝子座が増殖速度や病原性と関連していることを示す結果を報告した（第84回日本寄生

虫学会大会等）。麻田助教と外川裕人はネズミマラリア原虫の赤血球侵入機構の解析に向

けたテトラサイクリン発現調節システムの開発を継続し，その成果の一部を第22回分子寄

生虫学ワークショップ／第12回分子寄生虫・マラリア研究フォーラムで報告した。金子は

ネズミマラリア原虫を三日熱マラリア原虫の赤血球侵入のモデルとする共同研究を韓国江

原大学校の韓銀澤博士と継続した。

　 2 ）マラリア原虫感染赤血球に発現する分子の機能解析

　　 　宮崎真也と加賀谷渉は熱帯熱マラリア原虫SURFINの赤血球内への輸送に関わる分子の

同定およびマラリア原虫分子がマウレル裂から赤血球膜に輸送される機序に関する研究

を継続し，研究成果を第 3 回マトリョーシカ型生物学研究会と第22回分子寄生虫学ワーク

ショップ／第12回分子寄生虫・マラリア研究フォーラムにて発表した。金子は走査型電子

顕微鏡を用いた熱帯熱マラリア原虫の連続断面観察について，熱研共同研究室電子顕微鏡

室の坂口美亜子博士らとの共同研究を行い，その成果を第84回日本寄生虫学会大会等で発

表した。マラリア原虫Rab5bと原虫分子の感染赤血球への輸送に関する，国立感染症研究

所の中野由美子博士との共同研究を継続した。矢幡は東海大学の木村啓志博士らと，マラ

リア原虫の赤血球の変形を定量解析できるマイクロデバイスの開発を行った。

　 3 ）三日熱マラリア原虫培養株の樹立およびサルマラリア原虫 Plasmodium knowlesi の培養

　　 　実用的な培養系が確立していない三日熱マラリア原虫の培養系の確立と肝細胞でレポー

ター分子を発現する組換え三日熱マラリア原虫の作製を目的に研究を進めた。タナション

は三日熱マラリア原虫の非翻訳領域のクローニングと機能検討を継続し，また，蛍光タン

パク質とルシフェラーゼを発現するための三日熱マラリア原虫用プラスミドを構築した。

これらのプラスミドを米国国立アレルギー・感染症研究所のトーマス・ウェレムズ博士ら

との共同研究としてサルに適応した三日熱マラリア原虫への遺伝子導入を試みた。一方，

ラッキ・アムザはハーバード大学のマノジ・デュライシン博士からヒト赤血球での培養に

適応した P. knowlesi 株を得，長期培養の条件を確立および遺伝子導入実験に成功した。獨

協医科大学の川合覚博士から得た培養系に適応したことのない P. knowlesi  2 株について，

同じ条件を用いることにより長期培養系を確立することに成功した。P. knowlesi に関する
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これらの研究成果は第84回日本寄生虫学会大会にて発表した。さらに，ヒト肝細胞を有す

るキメラマウスを用いる三日熱マラリア原虫の肝細胞ステージに関する研究にも着手した。

　 4 ）マラリア原虫のカルシウムシグナル

　　 　キショール・パンディーとペドロ・フェレイラは，カルシウムセンサータンパク質を発

現する遺伝子組換え熱帯熱マラリア原虫を用いて，細胞内カルシウム濃度に影響を与える

薬剤の本原虫への効果をより深く検討し，第13回あわじしま感染症・免疫フォーラム等に

て発表した。

　 5 ）マラリア原虫ガメトサイトの解析

　　 　中澤秀介はベトナム・カンホア省カンフー地域およびラオス・サワナケット地区セポン

郡におけるマラリアの伝播の実態解明に向けて，ヒト並びサルサンプル，そして媒介蚊か

らマラリア原虫を検出するとともにガメトサイトの解析を継続した。サルマラリア伝播研

究や媒介蚊調査に対してドローン活用を開始した。矢幡はマラリア原虫ガメトサイト期に

おけるカルシウム分布と酸性オルガネラに関して国立感染症研究所の永宗喜三郎博士と共

同研究を継続している。

　 6 ）人獣共通感染症サルマラリアのヒトとサルでの感染ダイナミクス

　　 　中澤は川合覚博士らとの共同研究として，マラリア原虫が感染したサルの尿と糞便中か

ら原虫DNAをPCR検出する方法を論文報告した（Malaria J 13, 373, 2014）。

　 7 ）マラリアに対する創薬と薬剤耐性の研究

　　 　上村春樹は大阪市立大学の五十棲理恵博士らとの共同研究として，ケニアの熱帯熱マラ

リア原虫集団におけるアルテミシニン耐性遺伝子K13の多型について論文報告した（Emg 

Infect Dis 21, 490-492, 2015）。また，インドネシア・カリマンタン島の熱帯熱マラリア原虫

の pfdhps  遺伝子に見つかった新しいアミノ酸置換K504TとI588Fの広がりを調べ，限られ

た地域でのみ認められる変異であることが明らかになった。

　 8 ）マラリア原虫抗原の抗原性と多様性に関するフィールド調査研究

　　 　タイ・ナレスワン大学のティッパワン・スンカポン博士との共同研究として，熱帯熱及

び三日熱マラリア原虫の感染赤血球表面に発現している原虫分子に対するタイ人における

血清疫学研究を継続した。さらに，韓国江原大学校の韓銀澤博士らとの共同研究として，

韓国とミャンマーの三日熱および熱帯熱マラリア原虫感染患者に対する解析を開始した。

ケニアにおける熱帯熱マラリア原虫抗原の抗原性と多様性に関する研究のため，金子は 8　

月にケニアに10日間出張し，大阪市立大学の金子明博士らと共同で30弱の熱帯熱マラリア

感染赤血球の凍結保存バイアルを作製し，これら全てのバイアルから培養株の樹立に成功

した。ケニアから論文博士候補者であるマウント・ケニア大学のジェッセ・ギタカが平成

27年 1 月初旬から 6 週間来日し，ケニア株の培養とSURFINの多型解析に従事した。
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Ⅱ．トリパノソーマ原虫に関する研究

　上村は東京大学創薬オープンイノベーションセンターの所有する化合物ライブラリーを用

いて Trypanosoma cruzi トランスシアリダーゼの阻害剤スクリーニングを行い，安定して阻害の

認められる6種類の候補化合物を確認した。これら化合物とトランスシアリダーゼの物理化学

的結合定数測定，原虫の生活環における効果，影響を調べる。上村は久留米大学の井上雅広

博士と共同で，Trypanosoma brucei 14-3-3（Tb14-3-3）分子の原虫増殖，細胞周期の制御への役

割を調べている。このTb14-3-3との結合タンパク質としてその新しいタンパク質リン酸化酵素

（AKB1）を同定し，その局在と生化学的解析を行って原虫の細胞周期においての重要性を示

した結果を報告した (J Biochem 158, 46-60, 2015)。

Ⅲ．バベシア原虫に関する研究

　麻田らはバベシア原虫が赤血球から放出される際に見られるカルシウムイオンの動態につい

ての共同研究について論文発表した（J Vet Med Sci 77: 53-8, 2014）。麻田は Babesia bovis の新た

な遺伝子導入法を確立し，第157回日本獣医学会学術集会や第84回日本寄生虫学会大会等にて

発表した。ハサン・ハキミは Babesia ovata の遺伝子導入に関する研究を推進した。

Ⅳ．その他の国際活動

　上村は熱研のケニア拠点およびインドネシア・アイルランガ大学と，中澤はベトナム・カン

ホア省のカンフーマラリア研究センターやラオスの国立公衆衛生研究所等，金子はタイのマヒ

ドン大学や米国南フロリダ大学，米国国立アレルギー・感染症研究所，韓国江原大学といった

種々の国外研究機関とマラリアに関する海外共同研究を継続した。麻田，パンディー，ハキミ

は 8 月にメキシコで開催されたICOPA会議にて成果発表を行った。ラッキは 8 月から約 1 カ月

間米国国立アレルギー・感染症研究所のチンシュアン・スー博士の下で研究を行った。その後，

　9 月中旬に矢幡とムトゥンギに合流し，米国ウッズホールで開催されたMolecular Parasitology 

Meetingに参加・発表するとともに，ハーバード大学を訪問し研究について討論した。金子は

平成27年 1 月に日本熱帯医学会の監事に着任し，米国国立アレルギー感染症研究所が進めてい

るInternational Centers of Excellence for Malaria Research （Southwest PacificおよびSoutheast Asia地区） 

の科学諮問委員会委員や学術誌PLOS ONEの編集委員を継続して務めた。
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 4 ． 5 　寄生虫学分野

　本分野は世界的に重要な住血吸虫症・フィラリア症ならびに腸管寄生虫症などの蠕虫疾患，

多くの人々を苦しめているにもかかわらず顧みられることの少ないアメーバ赤痢・リーシュマ

ニア症・トリパノソーマ症などの原虫疾患に対してフィールド・ラボ双方向からのアプローチ

を試みている。

　平成26年 4 月から小田裕美が技能補佐員として本分野配属となった。7 -12月の期間，岡山大

学・医学部 3 年生の西野貴大が「医学研究インターンシップ」の一環として本分野に学外配属

され，本間季里先生の指導の下，医学研究を行った。医歯薬学総合大学院博士課程 4 年生・凪

幸世が日本学術振興会の特別研究員（DC1）に採用され，また 3 月には医学博士の学位を授与

された。熱帯医学修士課程の学生として本分野へ配属されていたケニアの Maurice Amulundu が

修士を取得した。技術職員・桝田京子が任期満了に伴い 3 月31日付で退職した。平成27年 3 月，

一盛和世客員教授を室長とするフィラリアNTD室を立ち上げた。

Ⅰ．住血吸虫症に関する研究

　 　平成26年度は，日本学術振興会・頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラ

ム『住血吸虫症の多角的な調査を通したフィールド志向型熱帯感染症専門家の強化育成事業

（平成25-27年度）』に基づき，当分野・凪幸世，病害動物学分野・二見恭子，免疫遺伝学分野・

Lam Bao Quocが頻繁にケニアと英国を訪問し研究を進めると共に，ケニア・マセノ大学やロ

ンドン大学との連携を進めた。ケニア中央医学研究所KEMRIにおいて承認されている研究

計画に基づき，Mbitaでの研究を進めると共に，Prof. Njenga （ESACIPAC, KEMRI）の研究グルー

プ，新潟大・松本（結核）グループ，国立感染症研究所などとの共同研究体制を維持・強化

した。またさらに，疫学調査の結果を解析し，論文を発表すると共に，生態疫学分野と連携

してマンソン住血吸虫の診断用抗原の探索・構築を進めた。

　 　ラボではマンソン住血吸虫の感染モデルを用いた研究を進め，肝臓内にユニークな免疫細

胞集団が誘導され，その増加にIL-18が関与することを見いだした。また，福岡大学との共

同研究によりマンソン住血吸虫感染が糸球体腎炎の病態を修飾することを見出し，それぞれ

に関して論文を発表した。

　 　平成27年 2 月 5 - 6 日にかけてWHO本部（ジュネーブ，スイス）において開催された 

Meeting on Diagnostic Tools for Schistosomiasis Control に参加・討議した。

Ⅱ．フィラリア症ならびにその他の蠕虫疾患に関する研究と国際貢献
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　 　ラボでは，マレー糸状虫 Brugia malayi  ，パハン糸状虫 Brugia pahangi  および糸状虫の媒介

蚊であるネッタイシマカ Aedes aegypti  を継代維持している。

Ⅲ．アメーバ赤痢およびリーシュマニア症に関する研究

　 　バングラデシュはダッカのICDDR, B.と共にアメーバ赤痢に関する研究を継続すると共に，

ムクタガサにおいて ポスト カラ・アザール皮膚リーシュマニア症PKDLの共同研究を展開し

た。

 4 ． 6 分子疫学分野―外国人客員

　My (Professor Thomas J. Templeton) interests include a broad range of molecular and cellular studies 

of the malaria parasite, Plasmodium , as well as comparative genome annotations of related protozoan 

pathogens.  A general focus centers on parasite-encoded cell surface proteins which confer recognition of 

and interaction with host tissues and cells.  In this past year I participated in a whole genome sequence study 

for two non-parasitic, “free-living” protozoans, Chromera  and Vitrella , which are models for the transition to 

parasitism in related pathogens such as Plasmodium .  This effort was recently published ( Elife  15, 4; 2015), 

as well as a companion review which I wrote in collaboration with Dr. Arnab Pain (in press, Parasitology ).  

My contributions for both manuscripts were the annotation of Chromera  and Vitrella  and comparison with 

related protozoans, with respect to cell surface proteins which might interact with the external environment 

and promote the evolutionary transition to parasitism.  We have made progress on another comparative 

project, to characterize erythrocyte modifications induced in the host human or Rhesus  erythrocyte by the 

malaria parasite, Plasmodium knowlesi .  Specifically, we have identified by bioinformatics two parasite 

protein markers conserved between P. falciparum  and P. knowlesi ; and via indirect immunofluorescence 

microscopy have shown that they localize to parasite-induced cleft-like structures in the erythrocyte 

cytoplasm, similar to P. falciparum .  These markers thus unite erythrocyte modification strategies by P. 

knowlesi , with the human malaria parasite, P. falciparum .
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 4 ． 7 　免疫遺伝学分野

　2014年に出版された主要な論文を紹介し，関わった教室員や学生の情報を加える。

Ⅰ．住血吸虫症

　○　 Mbanefo EC, Kikuchi M, Huy NT, Shuaibu MN, Cherif MS, Yu C, Wakao M, Suda Y, Hirayama K.  

Characterization of a gene family encoding SEA (sea-urchin sperm protein, enterokinase and agrin)-

domain proteins with lectin-like and heme-binding properties from Schistosoma japonicum. PLOS 

Negl Trop Dis. 2014 Jan 9;8(1):e2644. doi: 10.1371/journal.pntd.0002644. eCollection 2014. PMID: 

24416467 

　　　 　ナイジェリアからの留学生（文科省奨学金）のEvaristus Mbanefoは，すでに前年にシ

グナルトラップ法を用いた住血吸虫虫卵mRNAライブラリーからのクローニングにより

得られた膜あるいは分泌タンパクをコードする遺伝子群のかなりの遺伝子が共通のシグ

ナル配列を有することから，共通のシグナルを有する遺伝子ファミリーが存在すること

をBMCgenomics誌に発表したが，今回はその遺伝子ファミリーが共通のSEA相同構造を

有することを発見した。この構造は興味深いことに，特定の糖鎖に結合し，またヘムに

対する強力な結合活性を有するという生物学的な機能を有することを実験的に示した。

この研究を含む一連の住血吸虫症に関する研究に対して，平山に日本寄生虫学会小泉賞

が授与された。

　○　 Mbanefo EC, Huy NT, Wadagni AA, Eneanya CI, Nwaorgu O, Hirayama K. Host determinants of 

reinfection with schistosomes in humans: a systematic review and meta-analysis. PLOS Negl Trop 

Dis. 2014 Sep 11;8(9):e3164. doi: 10.1371/journal.pntd.0003164. eCollection 2014.

　　　 　上記の学生による住血吸虫症の再感染抵抗性を決定する要因に関するメタ解析論文で

ある。今後ナイジェリアの大学でさらに研究活動を開始するための準備として，現地

で大きな問題となっている住血吸虫症の制御法開発に関するプロジェクトの提案のた

め，このようなメタ解析を修得し，要因について整理することを目的とした。その結果，

IgEあるいはIgG4特異抗体レベルがその要因として最も顕著な影響を与えることを明ら

かにした。

Ⅱ．マラリア

　○　 Cherif MS, Shuaibu MN, Kodama Y, Helegbe GK, Kikuchi M, Ichinose A, Yanagi T, Sasaki H, Yui 

K, Tien NH, Karbwang J, Hirayama K. Nanoparticle formulation enhanced protective immunity 

provoked by PyGPI8p-transamidase related protein (PyTAM) DNA vaccine in Plasmodium yoelii 
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malaria model. Vaccine. 2014 Apr 7; 32 (17):1998-2006. doi: 10.1016/j.vaccine.2014.01.005.

　　　 　長崎大学病院薬剤部佐々木均教授グループとの共同研究で，ナノボールと称するDDS

を利用したDNAワクチンの有効性について一連の研究を論文として発表しているが，

本論文では赤内期をターゲットとした新たな候補分子としてERから細胞膜へのGPIアン

カータンパクの修飾輸送に重要なトランスアミナーゼの第 8 タンパクを同定し，ほぼ

100%の防御効果を認めたことを報告した。この論文によって，マウスモデルによる赤

内型防御ワクチンの探索におけるナノボールDNAワクチンの有効性の証明を終了し，本

方法の更なる応用の可能性を提示することと，今回新規に同定したTAMのヒトワクチン

への研究開発への発展を期することになる。

　○　 Bao LQ, Nhi DM, Huy NT, Kikuchi M, Yanagi T, Hamano S, Hirayama K. Splenic CD11c (+) 

cells derived from semi-immune mice protect naïve mice against experimental cerebral malaria. 

Malar J. 2015 Jan 28; 14(1):23. [Epub ahead of print]　PMID: 25626734 [PubMed - as supplied by 

publisher] 

　　　 　COEプログラムの特別奨学生であったBao Lamの一連のマラリア研究の成果である。

繰り返し感染治療を 3 回繰り返すと，脳マラリアに感受性であったマウスは抵抗性へと

転換するが，この処理マウスの脾臓を分離し，樹状細胞分画をソーターにより分離し，

ナイーブマウスに移植すると，このマウスはやはり抵抗性となった。このことから，樹

状細胞レベルで何らかの抵抗性を付与する機構が存在することが示された。

Ⅲ．デング熱

　○　 Mangione JN, Huy NT, Lan NT, Mbanefo EC, Ha TT, Bao LQ, Nga CT, Tuong VV, Dat TV, Thuy 

TT, Tuan HM, Huong VT, Hirayama K. The association of cytokines with severe dengue in children. 

Trop Med Health. 2014 Dec;42(4):137-44. doi: 10.2149/tmh.2014-09. Epub 2014 Jul 31.　PMID: 

25589878 [PubMed] 

　　　 　2013年にオランダのライデン大学から医学部間の相互交換学生として来日し，約半年

間本教室に滞在し，研修を行ったJulia Mangioneの研修中に行った研究をまとめて報告し

た論文である。Huy助教が直接に指導し，実際にベトナムの病院にも数日滞在しデング

熱患者を診療するトレーニングも行った。本論文では各重症度の患者の血漿中のサイト

カインレベルを測定し，数種のサイトカインで，重症度により異なるパターンをとるこ

とを発見した。

Ⅳ．その他

　○　 Fujii Y, Kaneko S, Nzou SM, Mwau M, Njenga SM, Tanigawa C, Kimotho J, Mwangi AW, Kiche 
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I, Matsumoto S, Niki M, Osada-Oka M, Ichinose Y, Inoue M, Itoh M, Tachibana H, Ishii K, Tsuboi 

T, Yoshida LM, Mondal D, Haque R, Hamano S, Changoma M, Hoshi T, Kamo K, Karama M, 

Miura M, Hirayama K. Serological surveillance development for tropical infectious diseases using 

simultaneous microsphere-based multiplex assays and finite mixture models. PLOS Negl Trop Dis. 

2014 Jul 31;8(7):e3040. doi: 10.1371/journal.pntd.0003040. eCollection 2014 Jul.

　　　 　2010年に当時ケニア拠点の特任教授であった金子聰教授と所長の平山の二人で発想し

具体的な方法論と戦略をまとめ，顧みられない感染症の一括診断疫学調査プロジェクト

として，振興調整費の支援により始まったのがマルチプレックスプロジェクトである。

その記念すべき最初の論文である。これまで活動性の疾患に特異的に反応すると報告さ

れた抗原分子を調査し，これを組換えタンパクとして大量に調製し，マルチプレックス

マイクロビーズにコーティングすることにより，少量の血液サンプルによる各個人の多

数の感染症の活動性感染状況を瞬時にとらえることができる。本論文ではケニア西部の

熱研の拠点地域を中心にサンプリングを行い，この方法が実際に血清疫学による感染症

流行状況の把握に有効であることを証明した。このプロジェクトはさらに発展し，アフ

リカの各地域の研究者を巻き込んで用途を拡大しつつある。

　○　 Huong VT, Ha N, Huy NT, Horby P, Nghia HD, Thiem VD, Zhu X, Hoa NT, Hien TT, Zamora J, 

Schultsz C, Wertheim HF, Hirayama K. Epidemiology, clinical manifestations, and outcomes of 

Streptococcus suis infection in humans.  Emerg Infect Dis. 2014 Jul;20(7):1105-14. doi: 10.3201/

eid2007.131594.

　　　 　新興感染症として特に畜産国で恐れられているスイス連鎖球菌感染症のすべての報告

論文を集め，その流行様式，臨床症状，病気の帰結についてメタ解析しその特徴を総括

した。Master of Tropical Medicineの学生による学位論文を契機として，数年の歳月をか

けて完成させた労作である。

　○　 Eikawa S, Mizukami S, Udono H. Monitoring multifunctionality of immune-exhausted CD8 T cells 

in cancer patients. Methods Mol Biol. 2014;1142:11-7. doi: 10.1007/978-1-4939-0404-4_2.

　　　 　長崎大学医学部出身で，医歯薬学総合研究科新興感染症病態制御学系専攻修了しその

後理研，岡山大学で免疫学を専攻した水上修作が，特任助教として平山研に参加するこ

ととなった。それまでの癌免疫におけるCTLに関する研究を発展させ，熱帯感染症領域

での更なる研究の発展を期している。
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 4 ． 8 　生態疫学分野

　本分野では，実態把握と実態の把握から始まる新たな研究への展開を目指し，分子生物学や

最新の情報技術も駆使しつつ，広く疾病・健康状態を監視するシステムとそのツールの開発，

さらには得られた新たな知見からの次世代研究へと繋げる活動を行っている。

 1 ） 貧困層を中心とする複数感染症の一括・同時診断技術開発と広域的監視網の構築に関する

研究：

　　 　アフリカにおいては，顧みられない熱帯病（Neglected Tropical Diseases: NTDs）が蔓延し，

その実態把握もままならない。幾つかのNTDsは，感染分布も重複していることから，複

数のNTDsを同時に監視する事が出来れば，効率よくその実態の把握と対策の評価を行う

ことができる。本分野では，Multiplex技術を用いた複数の感染症に対する抗体価の同時一

括測定技術の開発を展開しており，さらには，その技術を用いたサーベイランス(監視網)

の整備にむけての研究も展開している。（PLoS NTD; 8(7): e304014）

 2 ）ラオスにおけるHDSSの運営：

　　 　開発途上国では，住民登録が未整備な地域も多く，疫学調査を展開するに当たり，地域

住民の基礎統計も算出できない。そこで，調査地域に居住しているすべての住民を登録し，

その出生，死亡，移動，健康関連情報などを定期的に更新し，長期に追跡しるための仕

組み（HDSS：人口登録動態追跡システムという）を展開している。本研究分野では，ラ

オスのラハナム地区，セポン地区の 2 箇所において，このHDSSの技術支援をすると共に

同地域における健康問題に関する研究も行っている。（医学のあゆみ 2014; 249(6): 557-63，

民族衛生 2014; 80(1): 54-9）

 3 ）アフリカにおける地域特性を考慮した乳幼児の健康改善モデル構築に関する疫学研究：

　　 　ケニアの地方（辺縁地域）であるクワレ地区は，ケニア国内においても最も貧困である

地域の一つであり，乳幼児死亡も高く，また，子供の栄養状態が悪いことから，stunting（月

齢に対する標準に比べて，身長が低い）の割合も高い。そこで，妊婦登録と乳幼児登録に

より，新生児の把握とその追跡，さらには，乳幼児の健康に関する疫学研究を展開し，新

生児死亡やstuntingを予防するための要因の把握に関する研究をタブレットPCや指静脈認

証装置を導入し，展開している。（月刊自動認識. 2014）

 4 ）スリランカにおける居住地の衛生環境改善によるデング熱予防に関する研究：
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　　 　スリランカのデング熱は，endemic状態にあり，その対策が急がれている。本分野では，

スリランカ・クルネーガラ県，ケラニア大学，大阪教育大学との協力により居住地の衛生

環境改善（屋外に放置された容器の回収による清掃活動）によるデング熱予防効果の評価

に関する研究を行っている。

 5 ）陸前高田市における乳幼児を抱える家族の困難に関するエスノグラフィー研究：

　　 　東日本大震災で甚大な被害を受けた陸前高田市の乳幼児を抱える家族が被災後直面した

困難やその経過・支援ニーズを災害エスノグラフィーの手法により普遍化し，防災共有財

産とすることを目指している。

 6 ）住民主導による総合的な公衆衛生（CLTS）のアフリカ型のモデルを構築する研究：

　　 　住民主導による総合的な公衆衛生活動（CLTS）によるアフリカ型健康改善モデルの構

築について研究している。

 7 ）JICAスリランカ国・非感染性疾病対策強化プロジェクト：

　　 　スリランカでは，経済発展にともない，寿命が伸び，それとともに生活習慣病の増加と

医療費の増加が社会的問題となっている。しかし，その実態を把握する仕組みが存在せず，

医療政策策定のための基礎資料に事欠く事態が発生している。本分野では，スリランカに

おける生活習慣病患者の実態把握のための仕組みの構築に向けて，JICA事業に協力してい

る。

 4 ． 9 　国際保健分野

　当分野は， 1 ）「生態系と感染症」に関する研究， 2 ）「環境や気候変動と感染症」に関する研究，

　3 ）「時間軸の中での感染症」の再構築に関する研究， 4 ）「歴史感染症学」に関する研究を行っ

ている。各研究において“空間軸”と“時間軸”の 2 つのキーワードを共通の概念することで

感染症の流行の様相や多様性を理解し，且つ微生物の遺伝的多様性を適応や進化といった側面

から理解することを目指している。具体的には，実地疫学，分子疫学，統計・数理モデリング，

分子生物学的手法を用いた解析，次世代シークエンサー，バイオインフォマティクス，分子進

化学を駆使し，多種多様なアプローチによって解決の糸口を探る。これらに加えて，文献資料

に基づく歴史学的アプローチも行うことで生物と社会の関係性を広く理解することが可能にな

ると考えている。
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　もう 1 つの柱である社会貢献は，分野の特性から国際貢献を行うことを目指す。企業に「企

業の社会的貢献（CSR: Corporate Social Responsibility）」という言葉があるように，大学にも社

会的責任があると考える。そこで，当分野における社会的責任の 1 つに国際貢献が挙げられ，

それを実施するために，①政策の提言，②現場における開発協力，③緊急援助の 3 項目を通じ

て国際社会への貢献をする。

【研究活動について】

Ⅰ．病原体の分子進化と感染自然史

 1 ）STLV-1の感染自然史

　 　ヒトT細胞白血病ウイルス（HTLV-1）に近縁なサルT細胞白血病ウイルス（STLV-1）の感

染自然史の解明を目指している。これまでに得られた疫学情報の分析によりサルが生活する

集団（＝群）には，STLV-1の感染陽性率が50%を超える群も存在し，且つHTLV-1とは異な

り母子感染よりも性成熟以降の水平伝播により高い陽性率が維持されている可能性が示唆さ

れている。宿主の変化により病原体の伝播や拡散戦略は大きく変化し，ウイルスが保持する

病原性さえも変化することもある。本課題では，HTLV-1とSTLV-1をそうした変化を理解す

るためのモデルウイルスと捉え，詳細に解析を進める。

 2 ）動物感染症，人畜共通感染症の循環と生態学的理解

　 　本課題では，抗酸菌種や下痢原性大腸菌群の病原遺伝子や宿主スペクトル，さらにそれら

の病原体の病原性を研究対象とし，途上国との連携やフィールド調査に加えて，患者からの

病原体の分離・同定や分離した病原体の遺伝的多様性の解析を行っている。

 3 ）日本における結核菌の遺伝的特性とその来歴

　 　結核菌には複数の系統群が，地域特異的に定着している。東アジア地域では「北京型」と

呼ばれる系統群が定着しており，日本での臨床分離株の約 8 割が同群に分類される。この中

で，「祖先型」と細分化された亜系統群は本邦にて優先的に分離されることが知られているが，

周辺国を含めて分離例が少ないことから，日本固有の疫学的背景や適応進化が生じていると

考えられている。

　 　そこで本課題では，現在株の比較ゲノムと分子進化，過去の結核患者の古病理標本を材料

とした微量DNAの調査分析，歴史学的調査といった多角的なアプローチによる解析を行うこ

とで日本における結核菌のルーツと履歴を検証し，現在に及ぼす影響を探る。

 4 ）文献史料を用いた感染症の流行史
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　文献史料から得られるデータを用いて過去数百年における日本の感染症流行状況の再現を行

う。対象となるのは，江戸時代の天然痘，明治時代のコレラ，戦前から戦後にかけての結核，

戦後直後の三日熱マラリアなど，日本社会に多大な影響をもたらした事例である。過去の感染

症流行については，これまでに歴史学や社会経済学史などの領域で文献史料のみを用いた人文・

社会科学的手法により研究されてきた。本課題では，天然痘については数理疫学による伝播パ

ターンの追求，結核については遺伝子型別に基づく結核菌の分子疫学研究などを文献史料の分

析と合わせて用いることで，過去の感染症流行の実態に迫ることを目指している。

Ⅱ．寒冷高地への適応と生活習慣病に関する疫学研究

　中国西北部（四川省，青海省，チベット自治区），およびネパール北部の海抜3500mを超え

る高地居住者で問題となっている生活習慣病（肥満，糖尿病，高血圧など）が，どのような原

因に基づくものであるのかを疫学的に解明することを目的とする。そこで長期的な視野に基づ

き，次の 2 点からの解析を行っている。第一に，伝統的な塩分多量摂取する食文化が歴史文化

的適応において生活習慣病を増加させる要因となっているのではないかという点である。第二

に，数千年に及ぶ高地居住で蓄積された遺伝的変化，すなわち身体的適応と生活習慣病との関

係である。これらについて，現地住民の食生活調査や身体計測などのデータを採取する。

　本課題では，高地居住者が歴史文化的および遺伝的適応をどのように行ってきたのかを踏ま

え，このような状況が生活習慣病を増幅させる要因となっていないかを疫学的に明らかにし，

これらを基に高地居住者の健康増進法について検討する。

Ⅲ．結核分子疫学に基づく伝搬経路推定

　結核分子疫学は，結核菌の遺伝的多様性を指標として患者由来株の異同，または相同を判定

し，感染源や伝搬経路を推定することを目的とする。本邦では，東アジア地域の定着化部で

ある北京型結核菌において分解能が高いJATA(12)-VNTR型別分析が標準法として有効であり，

地方衛生研究所（地衛研）を中心に普及が進められている。しかしながら，数十年にわたる潜

伏や患者の長距離移動などなどの様々な要因のために遺伝子多型解析のみでは結核の伝搬経路

の正確な追跡は難しく，患者情報をはじめとした多様な疫学情報を付しすることが不可欠であ

る。

　そこで当分野では，1 ）地衛研との連携に基づく実地疫学や遺伝子多型情報の集積と各用の

模索，2 ）次世代シークエンサーの活用と菌株間比較ゲノム解析による超精密な異同判定手法

の確立，3 ）統計数理モデリングによる実地疫学情報の高度活用を柱とし，結核菌伝搬経路の

正確な推定と結核公衆衛生への還元を目指している。
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Ⅳ．ピロリ菌の病原性に関する研究

　本邦では，男女問わずに毎年数多くの胃ガン患者や胃ガンに起因した死亡者が報告されてい

る。胃がんを誘発する要因は多岐にわたるが，それらの中でピロリ菌が最も重要な因子である

ことが広く知られている。現状では抗生物質を用いた化学療法でピロリ菌を除去することが一

般的に行われているが，他の病原細菌同様にピロリ菌も薬剤耐性菌が増加傾向にあり，抗生物

質に頼らない治療法の確立が求められている。新たな治療法や予防法などを確立するには，ピ

ロリ菌がどのように胃ガンなどの疾患を引き起こすのかを理解し，同時にピロリ菌の病原因子

が疾患形成における役割などを明らかにすることが重要である。

　そこで本課題ではピロリ菌の病原因子であり，胃ガンなどの疾患の形成に重要な役割を担っ

ていることが示唆されるVacAに着目し，ピロリ菌感染におけるVacAの役割を分子生物学的な

手法を用いて解析する。特に，ピロリ菌感染によって誘発される主病態の 1 つであるガンの形

成におけるVacAの役割を明らかにすることで，VacAの標的とした新たな治療法や予防法など

の確立を目指し，臨床面での応用も視野に入れている。

Ⅴ．特殊環境下に居住する住民の腸内細菌叢の解析

　ヒト腸管内には膨大な数や種類の微生物が存在し，常在細菌叢と呼ばれる微生物の集団を形

成しており，ヒトの健康の維持に重要な役割を担っていることが報告されている。常在細菌叢

は各人固有の構成を有しており，生活する環境や摂取する食事などに応じて細菌種の構成が変

化することが知られている。近年では，microbiomeと呼ばれる次世代シークエンサーを用いた

解析により，ヒトの腸管内や皮膚に存在する細菌種の構成が明らかになりつつある。

　当分野では，特殊環境下（高地や砂漠など）で生活する住民の常在細菌叢を明らかにするこ

とで，環境適応に特徴付けられる細菌種の構成が認められるのかを検証するということを計画

している。また同時に，それら特殊環境下で生活する住民から回収した糞便サンプルを適切に

保存する方法の確立も目指す。

 4 ．10　病害動物学分野

　当分野では，主に感染症を媒介する昆虫の生理，生態，分類及び防除について，フィールド

を重視した研究を行なっている。特にケニアと南アフリカでは，マラリア原虫媒介蚊の生態と

その防除について，東南アジア，東アフリカ各地においては，デングウイルス媒介蚊を対象と

する研究を実施している。また，25年度から，ケニアにおいて，住血吸虫症の中間宿主である

貝の生態に関した研究も開始している。
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Ⅰ．マラリア媒介蚊研究

　 　マラリア媒介蚊の研究は，主に，西ケニアにあるフィールドで実施している。西ケニアでは，

住友化学と共同研究で 1 万2000人を対象とした，2 種類の新型蚊帳（オリセットプラスと天

井型オリセット蚊帳）の効果試験を実施し，それぞれの新型蚊帳により，マラリア感染を半

減できるなどの成果を上げている。上記試験を実施するにあたって，現地の状況を調べたが，

子供は床で寝る傾向があり，床では蚊帳が張りにくく，感染リスクが高くなるなど，新たな

知見を得ている。さらに，殺虫剤付き蚊帳の普及後，急速に殺虫剤抵抗性が媒介蚊に広まっ

ているとともに，殺虫剤の影響を受け易い屋内吸血性の媒介蚊の割合が減少し，屋外性の蚊

の割合が増加していることを明らかにした。 

　 　また，気候変動とマラリア感染への影響について，小児感染症分野と共同で研究を進めて

おり，気候をもとにした流行予測を目指している。同様の研究を南アフリカでも実施してお

り，海洋研究開発機構が開発中の気候変動予測モデルをもとに感染症流行の予測と警報シス

テムの開発を目指している。

Ⅱ．デング熱媒介蚊研究

　 　デングウイルスを媒介する蚊の生態研究においては，東南アジアおよびアフリカ各地で，

媒介蚊の種構成，殺虫剤抵抗性，ウイルス感受性など，感染に重要なリスク因子について分

析を行なっている。現地の防蚊対策および日本への侵入を防ぐための有益な情報が世界各地

から集まりつつある。これらのデータは，媒介蚊の起源およびグローバル化に伴う蚊の移動

などを推測する上でも重要な情報である。

Ⅲ．住血吸虫中間宿主研究

　 　西ケニア・ビクトリア湖周辺の村では住血吸虫の感染が非常に高く，重大な健康問題となっ

ている。そこで，寄生虫学分野と共同で，住血吸虫症を対象としたプロジェクトを実施して

いる。病害動物学分野では，中間宿主の貝の生態研究を担当し，湖内では，浮遊しているホ

テイアオイに貝が付着して移動している等の新たな知見が得られている。

 4 ．11　臨床感染症学分野（熱研内科）

　当分野では，熱帯地および国内の臨床現場で最も問題となる呼吸器感染症，エイズ，結核，

熱帯感染症等の臨床研究を推進している。基盤となる病院ベースおよびコミュニティ・ベース

の臨床疫学フィールドを立ち上げ，適正な研究デザインに基づき体系的に収集した質・量とも
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にレベルの高い情報と検体を蓄積させ，これらを核とし，患者とサイエンスをつなぐ学際的研

究を実施してきた。当分野の最大の特徴は，長崎大学病院にて診療科（呼吸器・感染症内科）

として日常的に診療を行っていることにある。国際医療センター 1 階内科病棟で，年間約250

症例の入院患者を診療する他に，院内感染症内科コンサルタント業務を充実させた結果，平成

26年度の年間院内紹介症例は459症例まで増加した。その殆どは，当該診療科では手に負えな

くなった重症の感染症患者である。

Ⅰ．呼吸器感染症に関する研究

　1　）ナノテクノロジーを応用し50種類の主要な肺炎球菌血清型を多検体同時に同定・定量でき

る検査法を確立した（Dhoubhadel, J Med Microbiol. 2014）。本検査法は，マイナー群として

存在する肺炎球菌血清型を高感度で定量的に検出できるため，異なる血清型に重複して定

着している患者を容易に同定できる。これを用いて，ベトナム人小児の鼻咽頭拭い液を調

べた結果，肺炎球菌血清型特異的菌量が，血清型頻度と相関していること，複数の血清型

に感染している割合が，急性呼吸器感染症患者の方が健康小児に比べて高いこと，重複感

染している場合の菌量は，優位な血清型の方がマイナーな血清型に比べて200倍高いこと

が判明した（Dhoubhadel, PLOS ONE 2014）。

　2　）高齢化の進む国内において，成人の肺炎の疫学情報は非常に重要であるが十分ではない。

そこで，高知県の近森病院で2008年から市中肺炎の前向きコホート研究を行い，日本で初

めて成人市中肺炎の発生率を推定した。これによると高知市における市中肺炎の発生は

9.6/1000人・年と推定され年齢とともに増加していた（Takaki, Jpn J Infect D. 2014）。この研

究をもとに，我が国における医療介護関連肺炎も含めた市中発生肺炎（COP）の疫学の重

要性を考え，北海道，千葉県，高知県，長崎県の四病院において2011年9月から順次前向

きサーベイを開始し，各病院において 2 年間の症例登録を行った。これにより，日本にお

けるCOPの発生率を年齢別，原因微生物別に算出した。この中では肺炎球菌やインフルエ

ンザ菌，ウイルス感染と並んで，高齢化社会において誤嚥の関連する肺炎が重要であるこ

とを明らかにした（Morimoto, PLOS ONE 2015）。また，肺炎球菌性肺炎は高齢者において

も重要な肺炎の起炎菌であるが，これによる高齢者介護施設における集団発生事例を調査

し，論文として報告した（Kuroki, J Am Geriatr. 2014）

Ⅱ．呼吸器病学に関する研究

　　 長崎大学病院においては，希少疾患の一つである肺胞蛋白症の診療を積極的に行っており，

H27年度から始まるGM-CSF吸入療法の医師主導治験の九州で唯一の拠点施設として準備

も行ってきた。H26年度は自己免疫性肺胞蛋白症に対するGM-CSF吸入治療後の効果持続
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期間について35名の患者で検討し，23名は30か月以上持続することを確認した（Tazawa, 

Chest 2014）

Ⅲ．エイズに関する研究

　　 タイ国立衛生研究所との共同研究として立ち上げた北タイのランパン病院におけるHIV

感染者およびその配偶者を対象にしたコホート研究は，これまで3,706名の患者が登録さ

れた。2010年12月に追跡を終了した後も，これまでに蓄積された臨床データや検体を用

いた学際的研究が推進されている。本年度は，CRF01_AEサブタイプが流行する北タイの

抗HIV薬治療前の患者群（n=557）おいて，HLA B*57に加え，HLA B*3505が低ウイルス

量と有意に相関し，HIV感染症に対して防御的に働いていることを発表した（Mori, AIDS 

2014）。さらに抗HIV薬治療を開始した患者コホート（n=914）を用いて第一選択薬である

ジェネリック合剤（d4T/3TC/NVP）からの薬剤変更リスクを解析し，HLA*B3505が薬疹を

原因とする薬剤変更のリスクを有意に高めていることを発表した（Tsuchiya, BMC Infect Dis. 

2014）。

Ⅳ．免疫・炎症関連疾患の宿主要因に関する研究

　　 全国実態調査を実施したメンデル性遺伝性疾患である家族性地中海熱の国内症例につい

て，その原因遺伝子であるMEFVの遺伝子型と症状の特徴をまとめた（Migita, Medicine 

2014）。また，国立病院機構長崎医療センターならびに佐世保市立総合病院との共同研究

として家族性地中海熱と別の周期性発熱疾患であるTRAPSの重複症例や，新しい疾患単位

とされるIMAM（inflammatory myopathy with abundant macrophages）の症例において，家族

性地中海熱の原因遺伝子であるMEFVやTNF受容体遺伝子に変異を認めることを明らかに

した（Fujikawa, Clin Exp Immunol. 2014）。

Ⅴ．その他

　　 小児感染症分野とのベトナムでの共同研究成果についての説明は，重複する為，ここでは

割愛する。（Yoshida, Trop Med Health. 2014）（Le, Influenza Other Respir Viruses. 2014）（Flasche, 

Vaccine 2014）（Toizumi, Pediatrics. 2014）。
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 4 ．12　小児感染症学分野

Ⅰ．臨床疫学に関する研究

　1　）ベトナム・カンホア県ニャチャン市における小児感染症研究（J-GRID）

　 　ベトナム国立衛生疫学研究所（NIHE）との共同研究。2006年，2010年にカンホア県全住民（人

口約35万人）を対象としたセンサスをおこない，人口・社会経済状態の他，急性呼吸器感染

症（ARI），下痢症など小児感染症罹患に関する情報を収集した。また，2007年よりカンホ

ア総合病院においてMultiple PCR法を用いてARI入院患者の病原ウイルスを同定するARIサー

ベイランスシステムを構築した。これらデータをもとに小児感染症データベースを作成した。

平成26年度には以下の研究結果を発表した。

　 　これまで中部ベトナムで行った大規模コホートおよび病院を基盤にした臨床疫学研究活動

の概要を発表した。（Trop Med Health. 2014 Jun;42 (2 Suppl):47-58.）

　 　病院サーベイランスデータを用いて，B型インフルエンザ桿菌（Hib）ワクチン導入による

急性呼吸器疾患・肺炎罹患に対する効果を数理モデルにより推定した。肺炎患者数の季節性

と年々変動を考慮したモデルを用い，Hibワクチン導入後に全細菌性肺炎が31%減少したこ

とを明らかにした。（Vaccine. 2014 Nov 1;32 (51):6963-6970.）

　 　 5 歳未満小児の主要死因の一つである肺炎球菌の複雑な疫学を明らかにするため，また肺

炎球菌ワクチンの効果を評価するため，肺炎球菌の血清型別定量化を可能とする流体素子リ

アルタイムPCRを応用して新しい分析方法を確立した。1 回の分析で45サンプルを29血清型

について定量化することが可能であり，肺炎球菌の大規模疫学研究の実施が可能となった。

（Journal of Medical Microbiology. 2014 Apr;63 (Pt 4):528-39.）

　 　肺炎球菌の90以上の血清型の重複常在と臨床症状との関連を明らかにするため，新しく確

立した流体素子リアルタイムPCRシステムを用いて，ARI罹患小児および健康小児において

解析を行った。ARI罹患小児だけでなく健康小児においても，血清型特異的な菌量がその保

菌率と相関していることが明らかとなった。複数の血清型の常在は健康小児よりARI罹患小

児で多く認められた。（PLoS ONE. 2014 Oct 31;9(10):e110777.）

　 　急性下気道感染症の主要な病因の一つであるRSウイルス（RSV）の新しい遺伝子型である

ON1が近年出現した。遺伝子型ON1とその祖である遺伝子型NA1でRSVの糖タンパク(G）遺

伝子の包括的な遺伝子解析をおこなった。ON1の進化速度はNA1のそれよりも速く，ON1が

抗原を変化させ速やかに進化し，多くの国でRSV感染の流行を引き起こしていることが示唆

された。（論文投稿中）

　2　）他の共同研究プロジェクト
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　 　臨床医学分野との共同プロジェクトとして，日本の老年人口での市中肺炎発生率，疾病

負荷，病因を調査した。（Jpn J Infect Dis. 2014;67(4):269-75， PLoS One. 2015 Mar 30;10(3): 

e0122247.）

　 　病害動物学分野との共同プロジェクトとして，都市人口における移住とデング熱入院の

関連について，ベトナム北部でケースコントロール研究をおこなった。（Trop Biomed. 2014 

Dec;31(4):698-708.）

　 　ケニア拠点との共同プロジェクトとして，熱帯感染症の血清学的調査のため，simultaneous 

microsphere-based multiplex assaysとfinite mixtureモデルを開発した。（PLoS Negl Trop Dis. 2014 

Jul 31;8(7):e3040.）

Ⅱ．環境疫学に関する研究

　1　）バングラデシュにおける洪水災害・気候変動と感染症流行

　　①　 首都ダッカのスラム地区における小児呼吸器感染症サーベイランスデータを用いて，

気候変動と小児呼吸器感染症の疫学的関連を明らかにした。(Global Health Action 2014) 

バングラデシュ国際下痢症研究センター（icddr,b）との共同研究。

　　②　 エルニーニョやインド洋ダイポールなど気候変動とダッカのコレラ患者数の関連を調

べ，両者の間に有意な関連を見いだした（論文投稿中）。さらに，数値シミュレーショ

ン結果を用いてバングラデシュ沖海面水温の変動過程を調べ，エルニーニョやインド

洋ダイポールがバングラデシュ沖の水温変動を引き起こしていること，河川水流出の

影響がこの海域の水温の変動メカニズムに本質的な影響を与えていることを明らかに

した（J. Climate 2015）。香川大学，海洋研究開発機構との共同研究。

　2　）東アフリカの高地マラリア再流行と海洋・気候変動，ビクトリア湖の生態環境

　 　衛星観測によるビクトリア湖の生態環境情報を用いた予測モデルの開発に関する研究を開

始した。宇宙航空研究開発機構（JAXA），長崎大学工学部，ケニア拠点との共同研究。

　3　）東アジア，WHO西太平洋地区（WPRO），日本における気候変動および越境大気汚染の健

　　康影響

　　①　 東アジアの気候変動および黄砂をはじめとする越境大気汚染の健康影響に関する疫学

研究を進める目的で，ソウル国立大学（韓国），国立台湾大学（台湾），复旦大学（中国），

筑波大学との共同研究プロジェクトを継続した。日本，韓国，台湾の複数都市データ

を用いて黄砂と死亡数との関連を解析した結果，日本と韓国において黄砂と死亡数増

加，台湾において死亡数減少のエビデンスが得られた（Atmospheric Environment 2014）。
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　　②　 ロンドン大学衛生熱帯医学大学院など12カ国の研究機関が加わる研究ネットワークに

参加し，日本を含む13か国の気温と死亡者数に関する時系列データベースを構築した。

今後，気温と死亡の関連に関する時系列統計解析を共同で進める予定である。

　　③　 WPROのプロジェクトに参加し，西太平洋地域数か国の感染症サーベイランスデータ

を収集し，気候変動との関連を解析した（論文投稿中）。

　　④　 環境省「黄砂の健康影響に関する疫学研究等を行うワーキンググループ」において国

内の既存疫学データの統計解析をおこなった（エアロゾル研究 2014）。

　　⑤　 環境省環境研究総合推進費「S-8」の研究として，筑波大学，国立環境研究所，長崎

大学医学部保健学科と共同で，五島市における熱中症予防ランダム化地域比較介入研

究をおこなった（Int. J. Environ. Res. Public Health 2015）。

　4　）感染症と気象因子の時系列解析に関する理論疫学研究

　 　日毎死亡数と気温との関連について，季節性などの交絡因子を調整した時系列解析研究が

数多くなされており，同様の方法を用いて種々の感染症と気象因子との関連も解析されてき

たが，感染症データに同法を用いる際の方法論的な検証はこれまでなされていない。コレラ

およびインフルエンザサーベイランスデータを用いてシミュレーションを行い，感染症デー

タに特異的な留意点の整理を行った。ロンドン大学との共同研究（Trop Med Health 2015）。

　5　）節電による超過死亡数の推定

　 　東日本大震災後の節電政策による東京都の超過死亡数の推定を，人口動態統計，気温，電

力使用量データ等を解析して明らかにした。ロンドン大学（LSHTM）との共同研究。

 4 ．13　臨床開発学分野

　臨床開発学分野は世界保健機関WHO決議事項（WHA61.21）である公衆衛生とイノベーショ

ンと知的財産権におけるグローバル戦略に応えるべく2011年度より新設された。この決議は実

際に公衆衛生上のニーズに見合った医薬品の研究開発を促進することで,特に開発が遅れてい

る発展途上国に偏ってみられる病気に対する医薬品開発を適正な規模で行うようにという趣旨

でなされた。また,本分野は日本の文部科学省（MEXT）の特別の援助によって設置され,この

分野の研究開発プロジェクトや人材育成プログラムが軌道に乗るまで継続して特別の支援を受

けることとなった。

　2014年 6 月に技能補佐員としてディラーニーさゆりが当分野に加わる。客員教授Kesara 
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Na-Bangchang（タイ）が共同研究者として度々長崎大学を訪れている。2013年 2 月より准教

授Nguyen Huy Tien（ベトナム）が加わる。また 4 月から客員研究員としてTullyakorn Plengsuriyakarn

（タイ）が加わり，ヒト胆管癌異種移植ヌードマウスモデルを用いたβ-eudesmol の抗がん作

用のPET-CTによる研究を行った。12月には協力研究員としてWiriyaporn Sumsaku（ l タイ）が

加わりPEC/SPECT/CTイメージングシステムを用いたPlumbangin の薬物動能研究を行っている。

【研究活動】

Ⅰ． Double blinded randomised placebo controlled phase II trial of Shiunko Ointment local 

application twice a day for 4 weeks in Ethiopian patients with localized cutaneous 

Leishmaniasis.  

Activities completed:

The study and data analysis were completed.  The paper of this study has been sent to the Journal for 

publication, awaiting decision of  the Journal.

Ⅱ． Evaluating anticancer activity of β-eudesmol in Human Cholangiocarcinoma (CCA) using 

hamster model

The study has been completed and the resulted has been published 

Ⅲ． A randomized Clinical trial to assess the subject's understanding of the informed consent 

for phase I clinical trial.  

The following tasks were completed:

　 1 ． The first paper : "Understanding of Essential Elements Required in Informed Consent Form among 

Researchers and Institutional Review Board Members" has been published. 

　 2 ． The second paper : "SIDCER methodology for developing ICF" was written and sent to Journal for 

Publication, awaiting  the decision of the Journal

　 3 ． The third paper: The study on A randomized Clinical trial to assess the subject's understanding of the 

ICF for healthy volunteer is completed.  The paper was written and will be submitted in September 

2015

Teaching Activities （2014-2015）

Ⅰ．In collaboration with  the Department of Immunogenetics

　 1 ．A 3-day Research Ethics Workshop in May 2014 

　 2 ．A 2-week course on Product Development in Oct  20-30, 2014 
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Ⅱ．MTM course

　 1 ．A  one week course on Conducting Responsible Research （March 30-April 2）

　 2 ．Supervised MTM student 

　 3 ．Teaching one session on WHO/TDR research

Ⅲ．Leading program PhD course

　 1 ．Mentored Mr. Ernest

　 2 ．Supervised Dr. Nut Koonrungsomboon

　 3 ．Provided guidance in development of new tool for the informed consent process （Dr. Nut's research）

　 4 ．Provided guidance in development of herbal medicine for malaria （Dr. Martha）

　 5 ． Accompanied Dr. Nut to present his research and attend the FERCAP conference in November 23-

25, 2014 in Tagaytay, Manila.

　 6 ．Lectured two sessions for Communication class on writing scientific paper.

Ⅲ．In collaboration with  SIDCER – FERCAP (2014-2015)

　 1 ．A 3-day training course for Ethics committee Surveyors 

　　a．China: 

　　b．Thailand   

　　c．Philippines

　　d ．Chair and speaker, at the 14th FERCAP Annual International Conference （Nov 23, 2014, Tagaytay, 

　Philippines） on informed consent session

Network activities （2014-2015）

　 1 ． Initiated a collaborative network (three medical schools in Thailand Chulalongkorn 

University, Siriraj Medical School, Mahidol University and Khon Khaen University, School 

of Public Health in USA – University of Washington and the Middleton Foundation for 

Ethics Studies – a non profit organization in Olympia, USA) to develop curriculum for 

international fellow-ship program for Research Ethics.   This curriculum is a six month 

training individuals on theory and practical aspects of ethical review in biomedical research. 

The first course started in October 2014.  The first batch of training has completed the course 

successfully.  There were 5 participants for this first course, all from Thailand. 

　 2 ． Initiated a collaborative network with Thammasat University (TU, The International College 

of Medicine) and the Thai Government Pharmaceutical Organization (GPO) for research and 

development of an Herbal Medicine for Cholangiocarcinoma.  The MOU between TU and GPO was 

signed on January 2015.
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Social activities （2014-2015）

　 1 ．Coordinator of Strategic Initiative for Developing Capacity in Ethical Review (SIDCER) 

　 2 ． Secretariat team Member for the FERCAP (Forum of Ethical Review Committee in Asia and 

western Pacific) 

　 3 ． Chair and a speaker, International Annual FERCAP Conference in Tagaytay, Philippines (November 

2014) 

　 4 ．An examiner, the PhD proposal defend examination at Thammasat University, Thailand (2014)

Publications: （2014-2015）

　 1 ． Nut Koonrungsesomboon, Kesara Na-Bangchang, Juntra Karbwang. (2014) Therapeutic potential 

and pharmacological activities of Atractylodes lancea (Thunb.) DC.  Asian Pacific Journal of 

Tropical Medicine, 412-420    Doi:10.1016/s1995-7645(14)60069-9

　 2 ． Wiriyaporn Sumsakul, Tullayakorn Plengsuriyakarn, Wanna Chaijaroenkul, Vithoon Viyanant, 

Juntra Karbwang and Kesara Na-Bangchang (2014)  Antimalarial activity of plumbagin in vitro and 

in animal models, 14:15    http://biomedcentral.com/1472-6882/14/15

　 3 ． Mahamoud Sama Cherif, Mohammed Nasir Shuaibu, Yukinobu Kodama, Tomoaki Kurosaki, 

Gideon Kofi Helegbe, Mihoko Kikuchi, Akitoyo Ichinose, Tetsuo Yanagi, Hitoshi Sasaki, Katsuyuki 

Yui, Nguyen Huy Tien,  Juntra Karbwang, Kenji Hirayama (2014) Nanoparticle formulation 

enhanced protective immunity provoked by PYGPI8p-transamidase related protein (PyTAM) DNA 

vaccine in Plasmodium yoelii malaria model.  http://dx.doi.org/10.1016/j.vaccine.2014.01.005

　 4 ． Long NP, Huy NT, Trang NT, Luan NT, Anh NH, Nghi TD, Hieu MV, Hirayama K, Karbwang 

J.  Scientific Productivity on Research in Ethical Issues over the Past Half Century: A JoinPoint 

Regression Analysis.  Trop Med Health. 2014 Sep;42(3):121-6. doi: 10.2149/tmh.2014-12. Epub 

2014 Jul 17.

　 5 ． Tullayakorn Plengsuriyakarn, Juntra Karbwang‡ and Kesara Na-Bangchang. (2015) Anticancer 

activity using positron emission tomography-computed tomography and pharmacokinetics 

of b-eudesmol in human cholangiocarcinoma xenografted nude mouse model. Clinical and 

Experimental Pharmacology and Physiology. doi: 10.1111/1440-1681.12354

　 6 ． Tam NT, Huy NT, Thoa le TB, Long NP, Trang NT, Hirayama K, Karbwang (2015).  Participants' 

understanding of informed consent in clinical trials over three decades: systematic review and meta-

analysis. Bull World Health Organ. Mar 1;93(3):186-98H. doi: 10.2471/BLT.14.141390. Epub 2015 

Jan 22.
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 5 　附属施設

 5 ． 1 　アジア・アフリカ感染症研究施設拠点

 5 ． 1 ． 1 　ケニアプロジェクト拠点

　ケニアプロジェクト拠点は文部科学省の特別教育研究経費（連携融合事業）「新興・再興感

染症研究ネットワークの構築」（平成17年 9 月～平成22年 3 月）に引き続き，平成22年 4 月か

らは文部科学省特別経費（全国共同利用・共同実施分）「熱帯病・新興感染症臨床・疫学研究

プログラム－アフリカと日本を結ぶ教育研究体制の構築－」で運営する海外教育研究拠点であ

る。当拠点はケニア中央医学研究所（Kenya Medical Research Institute, KEMRI）内に設置されて

いる。

　この事業はアフリカに開設したケニア教育研究拠点を充実強化し，これを活用しながら熱帯

医学・臨床疫学研究の日本の中心として公募研究者と協力して熱帯病・新興感染症の予防治療

に資する研究を行うと同時に人材育成を行うものである。

　平成22年 3 月には熱研ケニアプロジェクト拠点に長崎大学・アフリカ拠点が併設され，この

アフリカ拠点をプラットフォームとして長崎大学歯学部，水産学部，工学部および医学部保健

学科が研究活動を開始した。

　ケニアプロジェクト拠点は連携融合事業に引き続き，下記の三つの柱を中心に研究教育活動

を展開している。

 1 ． ナイロビの微生物病研究センター（CMR, KEMRI）内の病原微生物を扱う高度安全レベル 

　3 実験施設（P3ラボ）を始めとした実験室およびKEMRIの製造部門における実験室の整

備と運営

 2 ． ビタ県及びクワレ県の 2 か所の人口静態動態サーベイランスシステム（HDSS: Health and 

Demographic Surveillance System）の構築と運営

 3 ．ビタ県及びクワレ県の病原体媒介生物（蚊，貝）のモニタリングシステムの構築と運営

【研究活動】

　ビクトリア湖畔のビタ県で長期にわたり，特定した地域内の全人口，疾病，出生，死亡に関

する情報を定期的に収集・集約するシステム（Health and Demographic Surveillance System, HDSS, 

人口静態動態調査システム）及びマラリア伝搬蚊を定期的に収集・分析するシステム（Mosquito 

Surveillance System）を稼働させている。同地域では平成21年 1 月から 3 年間実施してきたJICA
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草の根技術協力事業に引き続き，新たな学校保健に焦点を当てた草の根技術協力プロジェクト

を実施している。海岸地域のクワレでも平成22年から寄生虫学研究と人口静態動態調査システ

ム（HDSS）を稼動させている。

　ビタにおけるマラリア媒介蚊とマラリア撲滅研究，ブシアにおける蚊媒介性ウイルス性出

血熱の研究並びに下痢症と敗血症の研究をナイロビの研究室とKEMRIHQの生産部門で行って

いる。クワレにおいてもビルハルツ住血吸虫症の疫学研究などを行っている。平成24年　3 月，

JST-JICAプロジェクト（SATREPS）を開始し，KEMRI 生産部門およびブシア KEMRIの研究室

整備を行い，研究を実施している。平成24年 4 月に開始したNTD（顧みられない熱帯病）を対

象とした血清疫学プロジェクト（科学技術戦略推進費）は，拠点の研究室の整備を行い，研究

を実施している。長崎大学歯学部はビタで歯科保健研究を継続し，長崎大学水産学部および工

学部は 8 月に正式にカウンターパートファンドとして採択されたビクトリア湖畔の水純化およ

び水産資源開発プロジェクトを2014年 2 月に開始した。

　KEMRIのISO取得に向けたQuality Management Procedureの申請及びP3ラボを含めた拠点研究

施設のKMLTTB（Kenya Medical Laboratory Technician & Technologist Board）認証の申請を行い，

それぞれ認可を受けた（ISO 9001:2008， KMLTTB Reg. No. G373）。

　拠点におけるすべての研究活動はケニア人研究者との共同研究として行われている。KEMRI

（ケニア中央医学研究所），KNH（ケニヤッタ国立病院）のScience Steering Committee （SSC）

およびEthical Review Committee （ERC） およびマセノ大学のERCで承認され，平成26年度中に継

続中の研究は下記の通りである。

KEMRI関連

No 承認
番号

承認
年　 研究タイトル 日本主任研究者 所属

1 1088 2006

Establishment of demographic surveillance system in 
Kenya (Suba and Kwale): A platform for development 
of demographic health information system to support 
research and control of infectious diseases and health –
related problems 

金子　聰，
N. Wamae 

生態
疫学

2 1323 2008 The study on the diarrheagenic agents as intestinal and 
invasive infection in Nairobi and Western Kenya

一瀬休生
S. Kariuki

ケニア
拠点

3 1981 2011 The seroprevalence and risk factors for dengue 
infection in selected facilities in the Kenyan coast

森田公一，
M. Mwau ウイルス

4 1304 2009 The Serosurveillance survey for yellow fever virus 
exposure in humans at selected facilities in Kenya

森田公一，
M. Mwau ウイルス

5 1698 2009 Novel approaches to the diagnosis， characterization 
and surveillance of priority infectious diseases

森田公一，
M. Mwau ウイルス

6 2084 2012
Polyparasitism and Other major infectious diseases in 
rural settings: Prevalence surveys in school children in 
Kwale and Mbita， Kenya

濱野真二郎，
Summy Njenga 寄生虫

7 1775 2010 Monitoring of pyrethroid resistance in malaria vectors 
in Kenya

川田　均，
C. Mwatele

病害
動物
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8 2016 2011
Detection of gene(s) involved in pyrethroid resistance 
in the mosquito vector Culex quinquefasciatus  in Suba 
district， Western Kenya

川田　均，
C. Mwatele

病害
動物

9 2522 2013

Small scale field trial of new bed-nets containing 
insect growth regulator， pyriproxyfen ， against 
malaria vectors in western Kenya vector Culex 
quinquefasciatus in Suba district， western Kenya

川田　均，
G. O. Dida

病害
動物

8 2126 2011
Geographical distribution and population genetic 
structures of Aedes aegypti aegypti and Ae. Aeg. 
Formosus in Kenya

二見恭子，
S. Jenga

病害
動物

9 2131 2011
Effect of two different new mosquito nets on malaria 
vectors and anemia in children: A randomized field 
trial in western Kenya

皆川　昇，
S. Jenga

病害
動物

10 2012 2012 Epidemiological malaria survey on island in Lake 
Victoria

金子　明，
W. Akwale

大阪
市大

11 1934 2011
Development of a Concurrent Detection method for 
a wide range of Pathogens of Neglected Tropical 
Diseases (NTDs) in Africa

金子　聰，
M. Mwau

生態
疫学

12 1964 2011

A cohort study on child health in Mbita and Kwale: 
A study Nested on the established Health and 
Demographic Surveillance system to determine co-
morbidity and potential risks for high morbidity and 
mortality

金子　聰，
M. Karama

生態
疫学

13 2680 2014 Utility of Multiplex Technology for Disease Diagnosis 
in Laboratory and Field Settings

金子　聰，
M. Mwau

生態
疫学

14 2483 2013
Detection and molecular Characterization　of 
diarrheal viruses isolated from children admitted to 
selected health facilities in Kenya

一瀬休生，
J. Nyanmgao

ケニア
拠点

KNH関連

1
P328/
09/
2010

2010 Oral health Survey in an area with limited access to 
dental services in Mbita District， Kenya 林　善彦 長崎大

歯学部

マセノ大学関連

1 000037
/13 2013

The effect of environmental variability on malaria and 
diarrhea transmission in the Winam bay region lake 
Victoria

橋爪真弘
E. Ondari

小児感
染症学

【教育活動】

　米国ミネソタ大学学生（ 5 名，10月10日）の拠点見学，および長崎大学国際健康開発研究科        

（ 3 名）のインターンシップおよび研究活動支援を受け入れる一方，ケニア人の学部学生（ 5 名）

の実習受け入れや修士学生（12名）博士課程（ 2 名）の研究指導を行った。また長崎大学国際

健康開発研究科，熱帯医学研修所熱帯医学研修課程の講義を行った。
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【社会貢献】

①　 ビタ地区の小学校28校で，県教育局，保健局およびコミュニティーヘスルワーカーの協力

を得て学校保健活動の一環である児童の身長，体重の測定を行い，草の根技協の活動を開

始した。なお，現在では事業実施地域の全校の100校にまで広がっている。（ 5 月）

②　 ケニア教育省主催，サイエンスウイーク活動の一環であるロボットコンテストへ工学部喜

安千弥教授が参加（ 5 月18日）

③　JICA教師海外研修の受け入れ（ 8 月 3 日～ 5 日）

④　日本人会・ふれあい祭りに参加（かまぼこの披露）（ 9 月20日）

【その他】

運営：

①　Lavicord Project Operational Agreement 署名取得完了（ 5 月）

②　 一瀬拠点長，Mr Paul Gondi （Kenbright NBC/Group Chairman） と共にGreat Lake University of 

Kenya (GLUK)を訪問し，学長のKaseje 教授と意見交換（ 5 月16日）

③　Scientific Symposiumへの参加（ 7 月 3 日）

④　3rd JICA-JST SATREPS PROJECT Joint Coordinating Committee Meetingの開催（ 7 月 8 日）

⑤　 Kisumu Agricultural ShowにてKMFRIのブースでナイルパーチ，テラピアで製造した蒲鉾の

試食会を実施（ 7 月31日）

⑥　楽映社，ナイロビ大学との覚書の締結（ 8 月13日）

⑦　ナイロビ大学での三池崇史監督講演会（ 9 月10日）

⑧　バイオセーフテイーワークショップ（P3セミナー）開催（10月 7 ，8 日）

⑨　NHK特番のための調整会議（JICA， 道祖神，楽映社，ナイロビ大）（10月 9 日）

⑩　KEMRIとの学術交流協定更新（Dr Mpoke KEMRI 所長，長崎大学長表敬）（10月21日）

⑪　 VHF 小冊子，mSOS Ebolaシステム，WHOのPersonal Protective Equipment（個人用保護具）

の引き渡し式（12月 9 日）

⑫　 マルチプレックスプロジェクトはエジプト，アレクサンドリアで開催されたJSTの途上国

イノベーションプログラム参画機関による合同シンポジウム（文科省主催）に参加（ 1 月

10，11日）

⑬　ケースマネジメントシステム構築のための関係者会議の開催（ 2 月26日）

⑭　ケニア教育省とのMOU締結に向けた協議（ 3 月 3 日）

⑮　ナクル会開催（ 3 月21日）

⑯　JICAとの定例会開催（ 5 月 9 日，7 月21日，10月14日，1 月29日）

⑰　Lavicord Project Task Force Meetingの開催（ 4 月 4 日，6 月23日，10月 1 日，1 月14日，5 月12日）
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⑱　 Lavicord Project Administrative Meetingの開催（ 4 月 2 日，6 月 9 日，7 月23日，9 月16日，1　

月 5 日，5 月 5 日）

【主な訪問者】

＊ 4 月 3 日　「風に立つライオン」三池崇史監督およびプロデユーサー一行の拠点訪問

＊ 4 月17日　在ケニア寺田達志日本大使のビタリサーチサイトの訪問

＊ 5 月　　　Dr. Doris Njomo (ESACIPAC)ビタリサーチサイト訪問（学校保健研究準備）

＊ 6 月30日　Satreps Project 評価団（金井要団長，北潔教授他）のケニア拠点表敬訪問

＊ 7 月 4 日　Africa-ai-Japan Project の角田学チーフアドバイザー，塩見慎次郎岡山理科大教授，

　　　　　　田中規明調整員ケニア拠点表敬訪問

＊ 8 月　　　琉球大学小林潤教授並びに長野県看護大学秋山剛講師のビタリサーチサイト訪問

＊ 9 月11日　 東京大学工学部北森武彦教授（浜田総長懇談会座長），田端和仁東京大教授，禍

副裕，馬渡和真東京大教授，渡慶次学北大教授，永井健治阪大教授一行の拠点訪

問

＊ 3 月　　　東京学芸大学朝倉隆司教授，信州大学友川幸助教訪問（学校保健クラブ導入）

 5 ． 1 ． 2 　ベトナムプロジェクト拠点

　平成22年度から開始された「感染症研究国際ネットワーク推進プログラム（J-GRID）」も本

年度で最終年度に入る。平成17年度から 5 年間実施されたベトナム拠点形成プログラムの第二

期にあたるプログラムであり，第三期へむけての節目の年度となる。フレンドシップ研究室を

中心に，中部ベトナムにあるニャチャンフィールド，北部ベトナムにあるナムディン省フィー

ルド，南部ベトナムにあるドンナイ省フィールド等で，下痢症研究グループ，蚊媒介性ウイル

ス感染症研究グループ，臨床研究グループ，そして人獣共通感染症研究グループが実施する合

計16研究課題が順調に進んでいる。本年度で各研究班の論文等の具体的な成果が期待された。

プロジェクトの運営に関する事項

 1 　長崎拠点スタッフ人事

平成26年 4 月　事務補佐員　グエン・ティー・トゥイ・チャン　退職

平成26年 5 月　事務補佐員　ブー・トゥー・チャ　復職

平成26年 9 月　研究補助員　ドゥアン・チー・ハン採用

平成27年 3 月　時沢亜佐子助教　長崎大学熱帯医学研究所　退職
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平成26年 4 月　技能補佐員　小川　真由美　長崎大学熱帯医学研究所　採用

平成26年 8 月　産学官連携研究員　岩下　華子　長崎大学熱帯医学研究所　採用

（平成27年 3 月　退職）

平成26年 8 月　技能補佐員　佐野　直美　長崎大学熱帯医学研究所　採用

（平成27年 3 月　退職）

平成26年12月　技能補佐員　谷山　沙也加　長崎大学熱帯医学研究所　採用

（平成27年 3 月　退職）

平成26年12月　技能補佐員　金子　美保　長崎大学熱帯医学研究所　採用

（平成27年 3 月　退職）

平成26年12月　技能補佐員　早坂　智子　長崎大学熱帯医学研究所　採用

（平成27年 3 月　退職）

平成26年12月　産学官連携研究員　胡　錦萍　長崎大学熱帯医学研究所　採用

（平成27年 3 月　退職）

 2 　長崎大学拠点訪問者及び受け入れ

　平成26年度は合計104人の研究者及び学生（内訳：長崎大学内より40人，他の国立大学より

31人，私立大学より 6 人，公的研究機関より11人，民間機関より 4 人，外国機関より 1 人，そ

の他11人）が長崎大学ベトナム拠点を活用した。いずれも拠点プログラムに関連する研究等を

実施し，若手研究者の育成を推進する中で，拠点研究活動全体の包括的な活性化が図られるよ

う努めた。

 3 　長崎大学ベトナム拠点で主催した学会・講演会

　平成27年 1 月12日には，プログラムを主催する長崎大学熱研と国立衛生疫学研究所（NIHE）

との間でJ-GRIDのベトナム拠点における研究活動評価会を開催し，日越合計で約100人程度の

研究者が参加し，合計13の研究演題が発表されて活発な討議がなされた。平成27年 2 月 8 日に

は，ハノイ在留邦人を対象とした市民公開講座を開催し，熱帯医学研究所の砂原俊彦先生，安

田二朗先生に，それぞれ「東京のデング熱流行を数理モデルで再現する」，「人類はエボラ出血

熱を克服できるか？」という演目でご講演をいただいた。邦人約40人が参加した。

 4 　プロジェクト運営会議（Steering Committee Meeting, SCM）

　本年度は，5 月，8 月，10月，11月，1 月，3 月の合計 6 回SCMを開催し，プロジェクト運営

上重要な議事の審議を行った。参加者はプロジェクト代表者，拠点長，個別課題研究代表者，

NIHE所長，プロジェクト関係NIHE各部長であった。



─ ─54

 5 　共同研究

　当拠点をはじめとする長崎大学とNIHEとの間で，本年度は合計16研究課題が共同研究とし

て実施されている。詳細は後述する。

研究活動に関する事項（抜粋）

下痢症研究グループ

　　急性小児下痢症における臨床介入による下痢症病原体変動に関する研究

　　 　ロタウイルスワクチンの導入によって，重症下痢症の疾病負担が減るのか，下痢症の起

因病原体にどのような変化が起こるのかを知ることを最終目的とする研究を行い，以下の

成果を得た。第一に，ニャチャンコホートでのロタウイルス下痢症罹患率の再評価を行い，

罹患率が1000人年あたり33入院であること，第二に，単価ワクチン導入後に増加が予想さ

れるG2ロタウイルス株は，そのVP7遺伝子がIVa-3系統に進化しているほか，動物由来の遺

伝子分節を獲得している可能性が示されたこと，第三に，ハノイでの症例対照研究により，

単価ワクチンが77%－79%というニャチャンでの 5 価ワクチンの臨床試験結果を上回る高

い有効性を示していること，第四に，ニャチャンでの 5 価ワクチンの臨床試験で示された

低い有効性の原因を探るため，同一地域で流行した優勢野生株について解析を行ったとこ

ろ，先進国に同一系統に属する株があることが分かり，原因が流行株の違いによるもので

はないことが分かった。

　　環境中におけるコレラ菌等下痢原性細菌の疫学的研究

　　 　ベトナム北部ナムディン省から定期的に環境水サンプルを収集し，Vibrio choleraeと

線状ファージの選択培養法による分離とPCR法による検出を行った。分離されたO1型V. 

cholerae株の全ゲノム解析を，平成26年度に環境水より分離されたV. cholerae O1型保存株，

実験室保存病原株とともに行った。結果，前述のとおりコレラ毒素遺伝子は保有されてい

なかったが，欠損パターンに多様性がみられた。この欠損パターンはコレラ毒素遺伝子獲

得に複数のファージ感染が段階的に起こることが必要であるという説を支持し，環境中に

その中間体とも考えられる菌株が循環していることを示唆するものであった。さらに，ベ

トナム環境由来V. cholerae O1株ではtcpA遺伝子が既報の分離株のクラスターとは異なる独

特なクラスターを形成することが示され，同地域における病原因子の多様性解明の糸口が

得られた。

　　アジア諸国での急性下痢症の積極的動向調査

　　 　ベトナム北部のナムディン省小児病院，南部のドンナイ省小児病院にて急性下痢症で入

院した患者から下痢検体及び疫学情報を収集し，下痢原性細菌，胃腸炎ウイルス及び下痢

原性原虫を含む25 カテゴリー以上の微生物の広範な検出，同定を実施した。平成27年 2 月
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現在で，北部ベトナムナムディン小児病院より1006検体，南部ベトナムドンナイ小児病院

より1254検体，合計2260検体を採取し解析した。病原微生物は南北ともにロタウイルス40

～ 50%，ノロウイルス35～ 45%，下痢原性大腸菌11～ 14%，赤痢アメーバ8.3 ～ 10.4%と

いう結果であった。コレラ菌の分離は南北ベトナムともに見られなかった。嫌気性菌であ

るクロストリジウム菌は 6 ～ 9 %の患者から分離された。北部ベトナムではロタウイルス

感染症に季節性がみられたものの，南部ベトナムではその傾向はみられなかった。以上よ

り，ベトナムの小児下痢症の特徴としていわゆる先進国と発展途上国の混合型であること

が示唆された。

蚊媒介性ウイルス感染症研究グループ

　　デングウイルス準種のヒト及び媒介蚊での生態と病原性の関連に関する研究

　　 　近年にベトナムで分離されたDENV-1株及びDENV-2株の遺伝子配列を基に，DENV-1と-2

の全塩基配列をそれぞれ網羅するようにプライマーを設計 （増幅領域1500～4000bp） した。

RT-PCR診断でウイルス遺伝子陽性が確認されたDENV-1感染患者血漿16検体，DENV-2感

染患者血漿15検体からTotal RNAを抽出し，ランダムプライマーを用いてcDNA合成を行っ

た後，各種プライマーの組み合わせで遺伝子領域の増幅を行った。DENV-1患者血漿では

Core，PreM/M，及びEnvelopeの構造タンパク遺伝子領域 （nt 57-2464） とEnvelope遺伝子の

後半からNS-1，NS-2A，NS-2B，NS-3の 1 部非構造タンパク遺伝子の領域（nt 1936-4456）

の　2 つの遺伝子領域 （PCR産物） が 3 人の患者検体から増幅された。一方DENV-2患者血漿

からは，Core，PreM/M，及びEnvelopeの構造タンパク遺伝子領域 （nt 83-1861） とNS-5の3’

末端から非翻訳領域3’-UTR （nt 8855-10349） とNS-4Aの3’末端からNS-5の3’末端，3’-UTR （nt 

8855-10349） の 3 つの遺伝子領域が 5 人の患者検体から増幅された。それぞれのPCR産物

を，次世代シーケンサーを用いて網羅的に解析した。これまでの解析結果から，ベトナム

中部で2013年に流行したDNNV-1，及び，DENV-2流行株のドミナントなウイルス遺伝子の

配列 （Genotype及びSub-genotype） が確認された。DENV-2の解析結果からNS-5タンパク遺

伝子の3’末端の終止コドンの配列が変化し，NS-5の3’端に更に27アミノ酸が付加される塩

基配列が確認された。

　　ベトナムにおけるアルボウイルス脳炎の研究

　　 　不明脳炎患者の血清診断を行い，デングウイルス感染が確認（IgM抗体陽性）された。

CSFから分離されたウイルスの全塩基配列決定し系統樹解析した結果，この脳炎の起因と

なったデングウイルス 3 型はこれまでベトナムでは確認されていないGenotypeⅢに属する

ウイルスであることが判明した。この症例の臨床所見と血清診断及び分離ウイルスの解析

結果を論文にまとめ投稿中である。
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　　 　平成25年にベトナム北部でウイルス性脳炎疑いの患者から採取された血清（急性期血清

155検体，回復期血清58検体）と脳脊髄液（CSF）329検体について日本脳炎に対する抗体

検査を行った結果，日本脳炎陽性率は8.9%という結果であった。不明脳炎患者の急性期に

採取されたCSF検体に472検体ついて網羅的なウイルス遺伝子検出，及び，ウイルス分離

を行ったところ，Echovirus 6　3 株，Echovirus E30　3 株，Coxasackievirus B1　1 株が分離

された。ベトナムにおける不明脳炎患者の起因ウイルスにはエンテロウイルスの占める割

合が高いことが示唆された。

　　 　日本脳炎ウイルスは特定のゲノム配列・構造に誘導され，リボゾームフレームシフト

を起こしNS1’タンパク質を発現する。ハムスターや鳥由来の培養細胞を用いた感染実

験により，NS1’タンパク質の機能について解析し，NS1”発現がトリ細胞におけるウイ

ルス維持とウイルス伝播に貢献する可能性が示唆され論文に発表した（J Gen Virol. 2014 

Feb;95:373-83.）。

　　デング熱流行の発生メカニズムの解明と対策

　　 　採集したすべての地域のヒトスジシマカにおいてデングウイルスⅠ型への感受性個体の

割合はⅡ型に対する感受性個体の割合に比べて高かった。さらに，デング熱患者の多い地

域から採集したヒトスジシマカのデングウイルスⅠ型に対する感受性と患者の少ない地域

から採集した系統に感受性に違いはみられなかった。

　　 　平成22年～平成25年にわたりベトナム 9 ～ 15省で蚊のモニタリング調査を行った。4 年

間を通して，全国的なデング熱媒介蚊種構成の傾向（南部はネッタイシマカが多く北部ヒ

トスジシマカが多い）は同じであった。ハノイでネッタイシマカから初めてピレスロイド

系殺虫剤に対する抵抗性遺伝子を持つ個体が確認された。

　　 　実験室内で殺虫剤抵抗性試験を行った結果，ベトナムの他の地域と同様にニャチャンの

ネッタイシマカは殺虫剤（パーメトリン）に抵抗性であること確認されたが，同時に共力

剤としてpiperonyl butoxidaeを添付することにより殺虫剤の効果が増強されることが示唆さ

れた。また，ニャチャン市内で平成24年から 2 年間実施した野外試験の結果から，殺虫剤

抵抗性のネッタイシマカが発生する地域においても共力剤を添付した網戸の使用により媒

介蚊密度を低減できる可能性が高いことが示唆された。

　　蚊媒介性感染症の地域横断的研究

　　 　ベトナムにおけるデングウイルスの調査を継続し平成25年にハイフォン市のデング熱患

者から分離したデングウイルス 3 型のスゲノム解析から，この分離株はこれまでベトナム

で報告されていないGenotype-Ⅲ型に属する亜型のウイルスであることが判明した。この亜

型ウイルスによる脳炎患者もみつかっており，この症例の臨床所見と血清診断，及び，分

離ウイルスの解析結果を論文にまとめ投稿中である。さらに，アジア・アフリカの各拠点
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や協力機関から提供されるサンプルを，次世代シークエンサーを用いて，ウイルス全ゲノ

ム解析，トランスクリプトーム解析を実施しデータベースに登録した。

　　 　東南アジアにおいては，一般的に温度や都市化などはデングイウルス媒介蚊の分布に影

響を与えており，特に，都市部では，ネッタイシマカが成虫で越冬できる環境が存在する

ことが明らかになった。一方，フィリピンでは，船舶の移動が媒介蚊の移動に影響を与え

ていること，また，アフリカでは，内陸部と海岸部の集団で遺伝構造が違うことが明らか

になった。また，東南アジアにおいては，広い地域においてネッタイシマカがピレスロイ

ド系殺虫剤に対して高い抵抗性を持っていることがわかった。各地から採集したヒトスジ

シマカにおいては，デングウイルスⅠ型とⅡ型ともに一般的に高い増殖力を示し，日本産

のヒトスジシマカでも高い感受性を示した。一方，フィリピン産のネッタイシマカでは，

Ⅱ型よりもⅠ型に対して高い感受性を示すなど新しい知見が得られた。

臨床研究グループ

　　大規模コホートに関する研究

　　 1 ） 平成21年 5 月から平成22年 5 月の約 1 年間にベトナム中部ニャチャン市の16コミュー

ンに出生した1999名の新生児を観察集団としてリクルートし，生後48か月間の重症疾

患の発症捕捉と48か月齢での健康調査を実施した。1494名（74.7%）の追跡調査に成

功し，そのうち1348名から末梢血検体を採取した。この1348名を対象とした分析から

①B型肝炎の感染状況とHBV感染児の感染症抵抗性，並びにワクチン応答性を規定す

るHLA多型，②急性呼吸器感染（ARI）の遺伝要因と環境要因の相互作用，③デング

ウイルス曝露状況について，以下のような結果を得ることができた。

　　　① HBV抗原抗体を測定可能であった1347名のうち26名 （1.9%） が満 2 歳時にHBs抗原陽

性であった。母親の妊娠中のHBV抗原についての情報がある対象児に限ると，母親

がHBs抗原陽性であった場合の感染率は13.8% （167名中23例），母親がHBe抗原陽性で

あった場合の感染率は30.9% （68名中21例） にのぼった。これらの多くは新生児ワクチ

ン接種プログラムの対象となっていたが，推奨される計 4 回接種を何らかの事情で完

遂できなかった際に感染率が有意に高く，ワクチンは曝露後の持続感染の防止にある

程度有効と考えられた。

　　　② 生後48か月間に162名 （12.0%） に急性下気道感染症 （肺炎または細気管支炎） での入院

歴があった。重症急性下気道感染症の発症リスクとして家族内受動喫煙が有意に発

症を促進していた （50%発症増加，p=0.017）。また宿主遺伝要因としてTLR10-TLR1-

TLR6遺伝子領域の遺伝子多型に重症急性下気道感染症発症を40%減少 （p=0.0016） さ

せる効果があることが判明した。また，受動喫煙の効果はTLR10-TLR1-TLR6遺伝子
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のリスク遺伝子型の集団でより強く顕れる傾向を示した。

　　　③ 48か月齢でのデングウイルスに対する抗体を抗原捕捉ELISA法により検出し，10.5% 

（1347名中141名） にIgGクラス抗体を検出した。デングウイルス感染後の発症率は 1　

-10%と推測されているが，今回の調査では，生後 2 年までにデング熱で入院した患児

はこのうちの 5 例であり，発症率は3.6%と算定された。また，中和抗体価の測定から，

流行していた血清型はDenv-1，Denv-2であることが判明した。

　　 2 ） インフルエンザ桿菌B型（Hib）ワクチン導入後の急性呼吸器疾患/肺炎に対する効果

を調査するため，ニャチャンにあるカンホア総合病院ではARI研究が継続されてい

る。平成26年度に964症例が登録されて平成19年度から平成26年 3 月までに，6414症

例が登録された。このうち5825検体がウイルス病原体について検査され，ライノウイ

ルス（26%），RSV（22%），インフルエンザウイルス（10%）が主要な病原体だと判

明した。

　　ホーチミンでのデング熱重症化の免疫遺伝学解析

　　 1 ）ベンチェ総合病院でのデング熱重症化早期予測因子解析研究

　　　 　ショック症候群および対照となるデング熱の患者各 4 名の発熱初期血漿タンパクの比

較プロテオーム解析をiTRAQ （isobaric tags for relative and absolute quantification）法を用い

て行い，その結果アンチトロンビンⅢ，アンジオテンシノーゲンが重症化に関与すると

の結果を得た。また，約100名のデング熱入院患者の血液サンプルを用いたリンパ球分

画動態及び血漿中サイトカイン解析の結果，両者は急性期→ショック前後→慢性期と病

期に応じて大きく変化することがわかった。加えて，その過程で重症度によって差が生

じる病期も存在した。これらの結果については，現在学術雑誌への投稿を準備中である。

　　 2 ）HLA遺伝子アレルとデング熱抵抗性との関連に関する分子基盤研究

　　　 　HLA-A*24;02背景抗原提示細胞による抗原提示のLC-MS解析のための予備実験を行っ

た。本研究には大量のMHCクラスⅠエピトープが必要になり，通常同様の研究では，

末梢血由来樹状細胞にデングウイルスを感染させたものからエピトープの回収を行う。

しかし今回はより簡便により均一な樹状細胞を得るために，iPS細胞由来の前駆細胞株

から樹状細胞を誘導し使用することとし，始めにこれらがウイルスの標的細胞となり得

るかを検討した。その結果，これらの細胞が十分標的細胞となり得ること，及び分化・

活性化段階によってウイルスの感染効率が大きく異なることがわかった。今後これらの

感染細胞を用いてLC-MS解析を行うが，現在までに得られた結果については，現在学術

雑誌への投稿を準備中である。
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人獣共通感染症研究グループ

　　コウモリ伝播ウイルス疫学に関する研究

　　 　培養上清中のDNAの塩基配列を網羅的に解読した。その結果，3 株ともHerpesvirusに

特有のアミノ酸配列モチーフ，UL31（Pfam:PF02718），またDNAポリメラーゼ（UL30）

をコードするcontigが得られた。これらのcontigの塩基配列から，コウモリの尿に含ま

れていたウイルスは，Alphaherpesvirinae亜科，Simplexvirus属に属する事が明らかとなっ

た。SimplexvirusはHuman herpesvirus 1，Human herpesvirus 2等，人を含む哺乳類に感染す

る種を含む，重要な分類群である。DNAポリメラーゼ（UL30）のコーディング領域の

塩基配列を比較した結果，今回ベトナムで分離されたSimplexvirusは，平成16年にカンボ

ジアで同じ種のコウモリ，ライルオオコウモリから分離されたウイルスと近縁であった 

（Razafindratsimandresy et al, 2009）。現在，全ウイルスゲノムの解析を進めている。

　　狂犬病中和抗体迅速診断系を用いた狂犬病ウイルス不顕性曝露の可能性調査

　　　（再委託先：国立大学法人大分大学）

　　 　ハノイ市内のイヌ肉加工作業場 2 か所をフィールドとし，イヌ肉の食肉加工する作業者

を対象に質問紙法と血清調査を行い，狂犬病ウイルスによる曝露の危険性と，不顕性曝

露の可能性を探った。血清中の狂犬病ウイルスに対する抗体価を大量に測定するために，

我々がこれまでに開発し，その有用性を国際的に広めてきた迅速狂犬病中和抗体測定法

（RAPINA法）を用いることで検討を行った。ハノイ周辺の187例のイヌ肉食肉加工者を含

む214例について血中のウイルス中和抗体価をRAPINA法と国際標準法のウイルス中和試

験であるRFFIT法で測定し，その一致率，相関を検討した。RAPINA法は鋭敏度100%，特

異度98.34%，偽陰性率0%，偽陽性率1.66%で中和抗体保有の有無を検知することができ，

標準法であるRFFIT法との一致率は98.6%であった。またRAPINA法による陽性的中率は

91.7%，陰性的中率は100%であり，迅速，簡便に狂犬病ウイルスに対する中和抗体価の測

定が可能であった。聞き取り調査と本法を用いることで，イヌ肉の加工作業者中に狂犬病

ウイルスへの曝露が作業中に起こっている可能性が明らかになった。

　　ハンタウイルス感染症に関する研究（再委託先：国立大学法人北海道大学）

　　 　平成26年 3 月および 6 月に，ハノイ市内のマーケットおよびバスステーションで合計74

匹のげっ歯類を捕獲し，血清を採取した。これまで調査してきたマーケットが閉鎖された

ため，類似のマーケットで調査を実施した。イムノクロマト（ICG）法により，ハンタウ

イルス抗体保有状況を調査した結果，これまでと同様にマーケットにおいて高い抗体陽性

率が認められた。このことから，他のマーケットでもハンタウイルスに感染したげっ歯類

が多く存在する可能性が示された。NIHE関連病院であるバックマイ病院にて収集された

リケッチア疑陽性患者の回復期血清274例を，ICG法により調査したが，ハンタウイルス
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抗体は検出されなかった。

　　野鳥の調査（再委託先：学校法人京都産業大学）

　　 　平成26年 9 月から26年12月にかけて数回に分けて，ベトナム北部のハノイ市，Nha Trang

省，Quang Ninh省及びベトナム南部のLong An省において267羽の野鳥を捕獲し，咽頭およ

び総排泄腔から拭い液を採取し，同一鳥 1 羽から採取したスワブ試料を混合し，ウイルス

分離用試料とした。また，抗体調査のための血液試料を採取した。上記267のウイルス分

離用試料については，10日齢発育鶏卵に接種しウイルス分離を行った。いずれも，ハノイ

市のカルガモから採取した試料からA型インフルエンザウイルスが 5 株分離され，H3N2

亜型が 1 株，H3N8亜型が 2 株，H4N6亜型が 2 株であった。また，鳥類パラミクソウイル  

ス 3 株も分離されている。しかしながら，H5亜型高病原性鳥インフルエンザウイルスは，

分離されなかった。さらに，野鳥の血清中から抗インフルエンザウイルス抗体は検出され

なかった。

文責：山城　哲

熱帯医学研究所　アジア・アフリカ感染症研究施設　教授

感染症研究国際ネットワーク推進プログラム長崎大学ベトナムプロジェクト拠点　拠点長

 5 ． 2 　熱帯医学ミュージアム

　熱帯医学ミュージアムは1974年に設置された熱帯医学資料室を前身とする。1997年，熱帯医

学資料室の廃止・転換に伴い，熱帯病資料情報センターが新設され，その業務の一部として 3　 

階の資料室の業務を継承。2001年，熱帯病資料情報センターは熱帯感染症研究センターに改組，

同様に資料室も継承される。2008年，熱帯感染症研究センターの廃止・転換に伴い，資料室の

機能が独立し，熱帯医学研究所の付属施設として熱帯医学ミュージアムが新設された。この時，

展示スペースも 3 階から 1 階に移動，パネル等も刷新された。

　2014年 4 月，展示スペースが熱帯医学研究所内から隣接する旧原研 2 号館 1 階部分に移転し

た。エントランスが顕著になり外部からの来訪者に一目でわかるようになった。また，展示面

積は従来の1.5倍になり，パネル，展示ケースの数も増え，これに伴い新たな見学動線が考え

られた。展示はプロローグ，寄生虫学，細菌学，ウイルス学に大別され，熱帯地域で頻繁に興

る疾病について，概説パネル，顕微鏡病原体映像，モニターの動画，媒介動物（昆虫）の標本，

模型などを使って，それぞれの疾病について詳細に解説している。また，病原体を安全に取り

扱うコーナーでは，高度安全実験（BSL-4）施設の模型やそこで使われる防御服を展示している。
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この年，4 月30日に行われたリニューアルオープンのセレモニーには多くの人々が来場し，新

たに整備・拡張され，一般により開かれた熱帯医学ミュージアムを見学した。

 5 ． 3 　共同研究室

 5 ． 3 ． 1 　エコヘルスユニット

　当ユニットは，感染症を人間の生活を取り巻く「環境:Eco-system」の問題として捉え，分野

横断的に影響要因を明らかにし，人々の健康推進に資するため，1 ）河川等の水環境中の多剤

耐性菌，2 ）大規模災害および紛争時における結核治療の在り方，3 ）少数民族を取り巻く急

速な環境変化と疾病罹患等に関する研究を行っている。

【研究活動】

　2013年10月より，ラオス人民民主共和国中南部のサワナケート県にて少数民族を対象に 5 歳

未満児の健康を阻む危険因子に関する前向きコホート研究を開始し，疾病罹患の有無，症状，

治療状況，栄養摂取等につき対象を 2 週間毎に追跡している（科学研究費補助金基盤研究B：「ラ

オス中南部における少数民の健康希求行動は乳児死亡の地域間格差をもたらすか」研究代表　

奥村順子　研究期間：平成25年度～ 29年度）。

 5 ． 3 ． 2 　病理実験ユニット

陰茎癌におけるヒトパピローマウイルス感染と生体内反応因子に関する研究

　感染に起因している癌死の比率は，発展途上国では，20%から25%，先進国では，7 %から

10%であると推測されている。慢性炎症と癌化との関連性は，広く受け入れられている。特に，

腫瘍ウイルスとヒト癌との関連性に強い相関性がある。例えば，B型肝炎ウイルス （HBV） お

よび C 型肝炎ウイルス （HCV） 感染と肝細胞癌，Epstein-Barrウイルス （EBV） 感染とバーキット・

リンパ腫およびホジキン・リンパ腫，ヒト T 細胞白血病ウイルスタイプ-1 （HTL V-1） 感染と成

人 T 細胞白血病，カポジ肉腫関連ヘルペスウイルス感染とカポジ肉腫，ヒトパピローマウイル

ス感染と子宮頸癌， 陰茎癌，肛門癌，口腔癌，皮膚癌などが報告されている。　熱帯地域の

発展途上国においては先進諸国と異なり，発癌ウイルス感染が関与した，子宮頸癌，陰茎癌，
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悪性リンパ腫，肝細胞癌などの悪性腫瘍の頻度が高い。高温多湿な熱帯地域の自然環境，住民

の栄養状態などは，ウイルスがヒトへ感染し，また，ウイルス由来の遺伝子によりヒトの癌抑

制遺伝子の変異が発現しやすい条件を与えていると考えられる。HPVによる腫瘍は，社会およ

び衛生状態の劣悪な熱帯地域の発展途上国では重要な疾患である。我々は，タイ国北部におけ

る陰茎癌中のHPVのジェノタイプの解析を行い報告した。研究では，南米などの他地域に多い

HPV-16と異なり，HPV-18の感染が多く見られた。今後，更に亜熱帯・熱帯地域の国々におけ

るヒトパピローマウイルスのジェノタイプの解析を続けて行く。

　 　HPV関連腫瘍は，先進国である日本では，比較的少ない腫瘍である。社会および衛生状

態が劣悪な熱帯地域の開発途上国では重要な疾患であり，我々のタイ国北部における研究

では，多くの陰茎癌にHPV-18の感染が見られた。今後，更に亜熱帯・熱帯地域の国々に

おける陰茎癌においてHPV感染と転写因子，サイトカインの活性との関連性を検索する。

陰茎癌の多い地域および民族では，子宮頸癌の頻度も高く，両腫瘍に対してHPVの持続感

染が関与していることが強く推測される。亜熱帯・熱帯地域におけるHPV感染と陰茎癌発

生のメカニズムの解明を検索する。

　 　慢性炎症と腫瘍の間の原因的関連性は，広く認知されていて，転写因子 NF-κB が慢性

炎症から腫瘍化を起こすことで重要な役割を担っていると確認されている。また，多数

の癌細胞で，NF-κB の活性化は，発癌，進行，転移において重要な役割を果たしている。

この転写制御因子は，さまざまな炎症細胞と関連して形質変換細胞を作り悪性進行のため

の分子に合図するネットワークのために不可欠である。多数のサイトカイン，ケモカイン，

成長因子と生存因子の発現と機能は，NF-κB に依存的である。NF-κB の活性化は，変換

と腫瘍形成に関連した種々のプロセスに関係している。そして，形質変換，脈管形成と

アポトーシスの予防を含んでいる。NF-κBの 活性は，癌細胞の成長と侵襲性のための脈

管形成方法の調節に関与している。故に，NF-κB，Toll-like receptor，サイトカイン，ケモ 

カインなどの因子の発現をHPV感染と陰茎癌発生との関連性を検索する。

 5 ． 3 ． 3 　電子顕微鏡ユニット

　電子顕微鏡室では，感染症を引き起こすあらゆる病原体自体の微細構造解析のみならず，免

疫組織学的手法を含む新しい技法を取り入れて，電子顕微鏡を駆使して病原体と宿主との相互

作用を超高倍率までの直接観察で解析を行っている。現在の主な機器は透過および走査電子顕

微鏡，超ミクロトーム，高圧急速凍結装置，真空蒸着装置，臨界点乾燥装置，オスミウムプラ
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ズマコーター，超音波固定装置などで，広範な電子顕微鏡レベルでの研究を行っている。

Ⅰ．電子顕微鏡を用いた主な共同研究

　●　精製ウイルスのネガティブ染色法による解析（ウイルス学分野）

　●　ウイルス感染細胞の超微形態解析（ウイルス学分野）

　●　ネズミマラリア原虫及び感染赤血球の免疫電顕法による局在解析（原虫学分野）

　●　サルマラリア原虫及び感染赤血球の免疫電顕法による局在解析（原虫学分野）

　●　遺伝子ベクター（ナノ粒子）のネガティブ染色法による解析（長崎大学病院薬剤部）

　●　バキュロウイルスのネガティブ染色法による解析（金沢大学）

　●　バキュロウイルスの免疫電顕法による局在解析（金沢大学）

　●　ヒトマラリア原虫及び感染赤血球の三次元微細構造解析（生理学研究所）

　上記のように，透過型電子顕微鏡を用いたネガティブ染色，試料ブロックの薄切の観察や免

疫染色による局在解析が主な作業となっている。

Ⅱ．電子顕微鏡室での研究

　熱帯熱マラリア原虫は宿主赤内期において寄生胞膜に包まれた状態で増殖するが，その際原

虫によって感染赤血球内にマウレル裂と呼ばれる膜状構造が形成され，その後赤血球表面にノ

ブと呼ばれる突起構造が出現する。電子顕微鏡室ではこのような感染赤血球の微細構造の変化

について，電子顕微鏡を使用した超微形態学的研究を行っている。

　熱帯熱マラリア原虫の感染赤血球内での形態変化及び感染赤血球の内部や外部で形成される

原虫由来の構造について，Serial block face-scanning electron microscopy（SBF-SEM）を用いて各

発育ステージにおける感染赤血球全体の三次元像を再構築し，原虫及び赤血球の微細構造の

形態や細胞及びオルガネラの体積の変化について定量解析を行った（生理学研究所との共同研

究）。

 5 ． 3 ． 4 　マラリア研究ユニット

　The Malaria Unit published a total of 11 peer-reviewed scientific papers in between April 2014 and 

March 2015, in journals such as the International Journal for Parasitology, Acta Tropica, Parasites & 

Vectors,  Trends in Parasitology and PLoS Pathogens. We published on a wide range of topics, including 

drug resistance in malaria parasites, Plasmodium knowlesi in travellers, malaria genomics, epidemiology, 

and the ecology and evolution of malaria. 
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　We were joined by Dr Abdulraheem from Nigeria, who performed an epidemiological study of 

asymptomatic malaria parasites amongst adolescents in Nigeria; by Dr. Carol Hunja from Kenya, who 

worked on a novel way to induce immunity against the pre-erythrocytic stages of malaria parasites; and by 

Abhinay Ramaprasad from the King Abdullah University of Science and Techology in Saudi Arabia, who is 

working on the genomics of rodent malaria parasites.

　Hussein Abkallo published his PhD work in the prestigious journal Plos Pathogens, and will graduate 

with his PhD this year.

　This year has seen the establishment of many exciting collaborative projects with overseas researchers, 

including scientists from the London School of Tropical medicine and Hygiene in the UK, the University of 

Melbourne in australia, and the Jiangsu Institute of Parasitic Diseases in China. 

　2014年度，当研究室では マラリア原虫の薬剤耐性から旅行者における Plasmodium Knowlesi

（サルマラリア），マラリアゲノミクス，疫学，生態学，マラリアの進化と幅広いトピックに

おいて，International Journal for Parasitology, Acta Tropica, Parasites & Vectors, Trends in Parasitology 

and PLoS Pathogens等の学術誌に11論文を発表。

　MTMコースのAbdulraheem（ナイジェリア）が研究に参加，ナイジェリアにおける青年の無

症候性マラリアの疫学研究を行った。Carol Hunja（ケニア）はマラリア原虫の前赤内期に対

する免疫を誘発するための新しい方法の発見に取り組み，Abhinay Ramaprasad（サウジアラビ

ア）はネズミマラリア原虫のゲノミックスの研究を行った。大学院生のHussein AbkalloはPLoS 

Pathogensに博士課程のプロジェクトを発表した。

　ロンドン大学衛生学熱帯医学大学院やメルボルン大学，江蘇省寄生虫病研究所等の海外研究

者との共同研究を複数立ち上げることのできた年となった。
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 6 　特別事業費による事業

 6 ． 1 　熱帯医学研修課程

　平成26年度（第37回）熱帯医学研修課程は，平成26年 4 月 2 日から 6 月27日まで 3 ヵ月間に

わたり16名の参加者で実施された。

　受講者の職種内訳は医師 2 名，看護師/保健師/助産師 9 名，薬剤師 2 名，臨床検査技師 1 名，

検疫所 2 名（計女性14名，男性 2 名）であり，昭和53年度の第 1 回から平成26年度までの修了

生の総数は471名となった。

Ⅰ．カリキュラム 

　本年度カリキュラムは，前年度同様，分野横断的な理解を促す目的で，熱帯医学分野（総論・

各論，実習，臨床医学）と実務的分野（国際保健・国際協力等の専門家による講義）を織り交

ぜながら配置した。

　今年度のカリキュラムの特徴としては以下の 3 点があげられる。

 1 ．安全管理対策講義の実施

　 　昨年度は，海外での安全管理について同業務の経験をもつ研修生を講師に自主学習会を

行った。同課題の必要性に鑑み，本年度は新たに「国際活動における安全管理対策」（講師：

大阪大学　塚本俊也特任教授）の講義をカリキュラムに加えた。

 2 ．合同講義

　 　熱帯医学専攻（修士課程）との合同講義は 9 講義（うち 8 講義は英語）実施した。合同講

義では，8 講義中 2 講義では留学生および日本人学生が国別チームを作り，各国の予防接種

スケジュール，肝炎対策を事前にまとめ発表する形式を取った。

 3 ．開始時間等の変更

　 　全学の時間割との調整から，講義開始時間を10分早めた 8 時 50 分とし，講義間の休憩を 

15分間から10分間，昼休みを90分間から50分間に短縮した。

Ⅱ．試験

　平成17年度（第28回）より導入した学科試験を今年度も実施した。所内の各分野に 4 ～ 6 問

の作成を依頼し，計50問の選択試験問題を出題した。全体の平均得点は68.7点であった。なお

問題作成に際しては，過去の試験問題難易度等の学生アンケートを参考にした。
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Ⅲ．研修生による評価 

　全講義及び試験終了後の 6 月25日に研修課程研修生による評価をワークショップ 形式で

行った。

　カリキュラム構成，授業及び実習内容，時間数，難易度について多くのコメントが出された。

英語講義での国別発表で理解が深まった，シラバスを予習復習に活用できたなど，その多くは

良好な評価であった。

Ⅳ．フォロアップ研修「第 4 回リフレッシャー講座」開講

　同研修課程修了者の再研修を目的に，第 4 回リフレッシャー講座を，平成26年12月13日と14

日に，東京で開催した（受講61名）。エボラ出血熱の講義及び現場活動報告を含め，熱研及び

研修課程外部講師等 9 名によるそれぞれ 1 時間の各分野のアップデート講義が行われた。今回

も前回と同様，短期間で定員を超す応募があり，熱帯医学学習に対する需要の高いことが伺わ

れた。

（文責：佐藤　光）
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 7 　外部資金による研究

 7 ． 1 　文部科学省科学研究費補助金（平成26年度）

研究種目 職名・研究者名 研究経費
（千円）

間接経費
（千円） 研　究　課　題 備　考

新学術領域
研 究 教　授・金　子　　　修 14,200 4,260 共生非依存的に進化したオルガネ

ラによるマトリョーシカ化機構 23～27年度

基盤研究（A）教　授・有　吉　紅　也 4,400 1,320
ベトナム中部に確立した出生コ
ホートの拡充による小児重症疾
患の総合的なリスク評価

25～29年度

基盤研究（A）教　授・金　子　　　聰 6,100 1,830
アフリカにおける地域特性を考
慮した乳幼児の健康改善モデル
構築に関する疫学研究

25～29年度

基盤研究（B）教　授・皆　川　　　昇 2,300 690
南東アフリカへの感染症ウイル
スと媒介蚊の侵入と拡散:大地溝
帯と気候の影響

23～26年度

基盤研究（B）教　授・濱　野　真二郎 4,700 1,410 南アジアにおける赤痢アメーバ
症の免疫学的コホート研究 26～28年度

基盤研究（B）教　授・金　子　　　修 4,000 1,200 三日熱マラリア原虫感染赤血球
表面分子に対する血清疫学 24～26年度

基盤研究（B）教　授・山　本　太　郎 3,400 1,020
中国雲南省の静注薬物常用者の
HIV感染リスクの評価と対策構
築に関する研究

24～26年度

基盤研究（B）准教授・奥　村　順　子 3,300 990
ラオス中南部における少数民族
の健康希求行動は乳児死亡の地
域間格差をもたらすか

25～29年度

基盤研究（B）助　教・早　坂　大　輔 4,300 1,290
インドシナ地域におけるマダニ
媒介性人獣共通感染ウイルスの
分布調査

25～27年度

基盤研究（B）教　授・森　田　公　一 4,400 1,320 熱帯地域に潜む未知の蚊媒介性
ウイルスの網羅的探索 25～27年度

基盤研究（B）教　授・安　田　二　朗 3,800 1,140
ナイジェリア南東部で流行する
ラッサ熱の分子疫学・病態解析
と迅速診断法の開発

25～27年度

基盤研究（B）教　授・山　城　　　哲 4,500 1,350
北部ベトナムにおけるコミュニ
ティを基盤とした網羅的下痢症
の疫学的研究

25～27年度

基盤研究（B）教　授・金　子　　　修 3,900 1,170 マラリア原虫の赤血球侵入時に
おけるシグナル伝達経路の解明 25～27年度

基盤研究（B）教　授・橋　爪　真　弘 3,400 1,020 衛星観測による環境情報を用い
たコレラ流行予測モデルの開発 26～28年度

基盤研究（B）客員研究員・安波　道郎 4,100 1,230
HLA多型が規定する血液細胞の
表現型分析による感染・免疫関
連疾患発症リスクの予測

26～29年度

基盤研究（B）准教授・川　田　　　均 1,900 570
ピレスロイドの空間忌避効果を
利用した新しい手法によるマラ
リア防除試験

26～28年度
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研究種目 職名・研究者名 研究経費
（千円）

間接経費
（千円） 研　究　課　題 備　考

基盤研究（C）助　教・坂　口　美亜子 1,400 420 熱帯熱マラリア原虫のマウレル
裂の構造及び形成過程の解明 24～26年度

基盤研究（C）助　教・矢　幡　一　英 900 270 マラリア原虫の赤血球侵入関連
分子の時間・空間的動態解析 24～26年度

基盤研究（C）助　教・鈴　木　　　基 1,200 360
ベトナムにおける小児Hibワク
チンの臨床的効果と罹患率の推
移に関する研究

24～26年度

基盤研究（C）准教授・森　本　浩之輔 1,200 360 肺の炎症終息と組織修復におけ
る小胞体ストレスのインパクト 24～26年度

基盤研究（C）講　師・上　村　春　樹 1,300 390 トランスシアリダーゼを標的と
したシャーガス病治療薬の探索 26～28年度

基盤研究（C）助　教・千　馬　正　敬 1,300 390
陰茎癌におけるヒトパピローマ
ウイルス感染と生体内反応因子
に関する研究

24～26年度

基盤研究（C）客員研究員・久保　亨 700 210
リアルタイムPCR法を用いた肺
炎迅速鑑別・薬剤耐性診断系の
構築と地域医療への応用

25～27年度

基盤研究（C）客員研究員・駒形　朋子 1,100 330
陸前高田市における乳幼児を抱
える家族の困難に関するエスノ
グラフィー研究

26～28年度

研 究 活 動
スタート支援 助　教・坂　部　沙　織 900 270 SFTS病態モデルマウスの探索と

病態発現メカニズムの解明 25～26年度

挑戦的萌芽
研 究 助　教・早　坂　大　輔 1,500 450 フラビウイルス脳炎重症化機序

のin vivo分子イメージング解析 25～26年度

挑戦的萌芽
研 究 教　授・金　子　　　修 1,500 450

超加速変異型サルマラリア原虫
を用いたヒト赤血球への適応進
化の解析

25～26年度

挑戦的萌芽
研 究 教　授・濱　野　真二郎 1,500 450

多光子顕微鏡ならびにP E T /
SPECTを用いた住血吸虫症の病
態解明

25～26年度

挑戦的萌芽
研 究 教　授・金　子　　　聰 2,300 690

開発途上国における静脈認証を
用いた地域保健医療情報システ
ム構築に向けての基礎研究

26～26年度

挑戦的萌芽
研 究 教　授・橋　爪　真　弘 1,300 390 気象情報をもとにした小児肺炎

患者数予測モデルの検討 26～27年度

挑戦的萌芽
研 究 助　教・和　田　崇　之 1,300 390 古標本から紐解く結核史と結核

分子疫学へのフィードバック 26～27年度

若手研究（A）助　教・和　田　崇　之 2,500 750
結核菌臨床分離株における宿主
定着・適応因子の究明と遺伝子
型別技術の補完

24～26年度

若手研究（B）助　教・浦　田　秀　造 1,600 480 可視化技術を利用した出血熱ウ
イルスの集合・出芽機構解析 25～26年度

若手研究（B）客員研究員・森　正彦 1,100 330
アジア発の抗HIV免疫情報は既
存のアフリカ・欧米情報と相同
するか？

25～27年度
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研究種目 職名・研究者名 研究経費
（千円）

間接経費
（千円） 研　究　課　題 備　考

若手研究（B）助　教・鍋　島　　　武 500 150 日本脳炎ウイルスの系統地理学 25～26年度

若手研究（B）准教授・ 
 カレトン　リチャード 1,300 390

A g e n o m i c  a p p r o a c h  t o  t h e 
identification of transmission 
blocking antigens of malaria parasites

25～26年度

若手研究（B）助　教・麻　田　正　仁 1,300 390 バベシア原虫赤血球侵入機構の
可視化 25～27年度

若手研究（B）准教授・モイメンリン 1,100 196
Determination of the role of Fcgamma 
receptor in antibody-dependent 
enhancement of dengue virus in fection

26～27年度

若手研究（B）助　教・二　見　恭　子 319 0
ネッタイシマカにおける亜種特
異的産卵場所選好性の崩壊：同
所的分布による行動変化

24～26年度

新学術領域
研 究 教　授・金　子　　　修 50 15 マトリョーシカ型進化原理（総

括班） 研究分担

基盤研究（A）教　授・金　子　　　修 1,500 450
ビクトリア湖島嶼マラリア撲
滅：プリマキン使用による集団
治療とヒト・原虫多様性

研究分担

基盤研究（A）教　授・皆　川　　　昇 200 60
ビクトリア湖島嶼マラリア撲
滅：プリマキン使用による集団
治療とヒト・原虫多様性

研究分担

基盤研究（A）教　授・平　山　謙　二 200 60
ビクトリア湖島嶼マラリア撲
滅：プリマキン使用による集団
治療とヒト・原虫多様性

研究分担

基盤研究（A）准教授・ 
 カレトン　リチャード 800 240 アジア霊長類と病原体の宿主寄

生体関係史の探索 研究分担

基盤研究（A）客員研究員・安波　道郎 800 240 アジア霊長類と病原体の宿主寄
生体関係史の探索 研究分担

基盤研究（A）客員研究員・久保　亨 300 90
熱帯・災害感染症におけるマト
リセルラー蛋白質の臨床的意義
に関する研究

研究分担

基盤研究（B）助　教・二　見　恭　子 300 90 分子情報に基づく熱帯起源生物
の移動ルートの解明 研究分担

基盤研究（B) 教　授・平　山　謙　二 200 60
住民負担の少ない尿診断と媒介
蚊調査による糸状虫症根絶の確
認と再燃の早期発見

研究分担

基盤研究（B） 教　授・濱　野　真二郎 200 60
住民負担の少ない尿診断と媒介
蚊調査による糸状虫症根絶の確
認と再燃の早期発見

研究分担

基盤研究（B） 助　教・砂　原　俊　彦 200 60
住民負担の少ない尿診断と媒介
蚊調査による糸状虫症根絶の確
認と再燃の早期発見

研究分担

基盤研究（B）客員研究員・安波　道郎 800 240
原発性胆汁性肝硬変の疾患感受
性遺伝子による病態の解明と新
しい分子標的治療法の開発

研究分担

基盤研究（B）教　授・金　子　　　聰 150 45
デング熱の実態把握と環境負荷
のない地域対策の無作為化比較
試験による評価

研究分担
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研究種目 職名・研究者名 研究経費
（千円）

間接経費
（千円） 研　究　課　題 備　考

基盤研究（B）助　教・藤　井　仁　人 850 255
デング熱の実態把握と環境負荷
のない地域対策の無作為化比較
試験による評価

研究分担

基盤研究（B）教　授・濱　野　真二郎 2,350 705
バングラデシュにおけるポス
ト・カラ・アザール皮膚リーシュ
マニア症の発症機序の解明

研究分担

基盤研究（B） 助　教・市　川　智　生 720 216 ドイツにおける対日外交文書の
収集と利用可能性 研究分担

基盤研究（B） 助　教・比　嘉　由紀子 900 270
東南アジアにおける吸血節足動
物媒介性ウイルスの網羅的探索
とリスクマップ作製

研究分担

基盤研究（B） 教　授・濱　野　真二郎 700 210
潜在性結核の検出と，結核の発
症予知技術の確立を目指した，
ケニア国における調査研究

研究分担

基盤研究（C）助　教・中　澤　秀　介 400 120
なぜ特定の集団だけにサルマラ
リア感染を含めたマラリア感染
が集中しているか

研究分担

基盤研究（C） 助　教・和　田　崇　之 100 30
大阪府に蔓延する多剤耐性結核
菌を用いた結核菌感染症マー
カーの開発

研究分担

合　計 59件 113,539 33,832
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 7 ． 2 　厚生労働科学研究費補助金（平成26年度）

研究事業名 職名・研究者名 研究課題名 研究経費
（千円） 区分

新型インフルエン
ザ等新興・再興
感染症研究事業

教　授・森　田　公　一 SFTSの制圧に向けた総合的研究 5,000 分担

新型インフルエン
ザ等新興・再興
感染症研究事業

教　授・安　田　二　朗
防疫上緊急対応を要する一類感染症や
新興・再興感染症に対する予防・診断・
治療法に関する研究

1,700 分担

新型インフルエン
ザ等新興・再興
感染症研究事業

助　教・和　田　崇　之 結核の革新的な診断・治療及び対策の
強化に関する研究 2,000 分担

新型インフルエン
ザ等新興・再興
感染症研究事業

助　教・浦　田　秀　造 細胞内脂質合成を標的とした抗高病原
性ウイルス療法の分子基盤 2,250 代表

新型インフルエン
ザ等新興・再興
感染症研究事業

助　教・黒　崎　陽　平 細胞内脂質合成を標的とした抗高病原
性ウイルス療法の分子基盤 1,350 分担

新型インフルエン
ザ等新興・再興
感染症研究事業

助　教・早　坂　大　輔 細胞内脂質合成を標的とした抗高病原
性ウイルス療法の分子基盤 900 分担

新型インフルエン
ザ等新興・再興
感染症研究事業

教　授・安　田　二　朗 病原体及び毒素の管理システムおよび
評価に関する総括的な研究 750 分担

地球規模保健課
題推進研究事業 教　授・平　山　謙　二

ポスト国連開発ミレニアム開発目標に
おける熱帯アフリカマラリア根絶可能
性に関する研究

400 分担

地球規模保健課
題推進研究事業 教　授・皆　川　　　昇

ポスト国連開発ミレニアム開発目標に
おける熱帯アフリカマラリア根絶可能
性に関する研究

400 分担

新型インフルエン
ザ等新興・再興
感染症研究事業

助　教・早　坂　大　輔
近隣地域からの侵入が危惧されるわが
国にない感染症の発生予防に関する研
究

300 分担

合　計 10件 15,050
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 7 ． 3 　受託研究費等（平成26年度）
 7 ． 3 ． 1 　受託研究

委　託　者 事業名 職名・氏名 研　究　課　題 直接経費
（千円）

間接経費
（千円） 備　考

University of 
South Florida 教　授・金　子　　　修

Long-term continuous culture 
of Plasmodium vivax blood 
stages

16,715
（1,074） 2,727

() 内は
前年度
繰越額

独立行政法人
科 学 技 術
振 興 機 構

地球規模課題
対応国際科学
技 術 協 力
プログラム

教　授・皆　川　　　昇

南部アフリカにおける気
候予測モデルをもとにし
た感染症流行の早期警戒
システムの構築

9,377 3,923

独立行政法人
国際協力機構

地球規模課題
対応国際科学
技 術 協 力
プログラム

教　授・皆　川　　　昇

南部アフリカにおける気
候予測モデルをもとにし
た感染症流行の早期警戒
システムの構築

13,560 0

国立大学法人
東 京 大 学

環 境 研
究 総 合
推 進 費

教　授・山　本　太　郎

保健・健康・衛生に関す
る分野におけるポスト・
ミレニアム開発目標と指
標の提示

4,131 1,239

株 式 会 社
東 芝

農林水産省・
食 品 産 業
科学技術研究
推 進 事 業

教　授・安　田　二　朗 普及型オンサイト家畜感
染症検査システムの開発 4,153 1,246

国立大学法人
東 京 大 学

農林水産省・
食 品 産 業
科学技術研究
推 進 事 業

教　授・安　田　二　朗

インターフェロンとその
関連因子による妊娠補助
剤と抗ウイルス療法の開
発

14,461 4,338

国立大学法人
帯広畜産大学

農林水産省・
食 品 産 業
科学技術研究
推 進 事 業

助　教・麻　田　正　仁
家畜ピロプラズマ病予防・
治療法の開発に向けたゲ
ノム改変技術の開発

8,100 2,430

国 立
感染症研究所

厚生労働
科学研究
委託事業

教　授・森　田　公　一
国内侵入・流行が危惧さ
れる昆虫媒介性ウイルス
感染症に関する研究

1,500 0

国立大学法人
東 京 大 学
医科学研究所

厚生労働
科学研究
委託事業

教　授・平　山　謙　二 アジア地域にまん延して
いる疾病に関する研究 8,900 0

学 校 法 人
聖 路 加
国 際 大 学

厚生労働
科学研究
委託事業

教　授・安　田　二　朗
エボラ出血熱に対する治
療薬，診断薬の開発に関
する研究

39,078 0

文部科学省 科学技術
試験研究 教　授・森　田　公　一

ベトナムにおける長崎大
学感染症研究プロジェク
ト

270,849 81,254

独立行政法人
科 学 技 術
振 興 機 構
（ J S T ）

地球規模課題
対応国際科学
技 術 協 力
プログラム

教　授・森　田　公　一

ケニアにおける黄熱病およびリフ
トバレー熱に対する迅速診断法の
開発とそのアウトブレーク警戒シ
ステムの構築プロジェクト

26,492
（4,861） 7,947

() 内は
前年度
繰越額

独立行政法人
国際協力機構
（ J I C A ）

地球規模課題
対応国際科学
技 術 協 力
プログラム

教　授・森　田　公　一

ケニアにおける黄熱病およびリフ
トバレー熱に対する迅速診断法の
開発とそのアウトブレイク警戒シ
ステムの構築プロジェクト

16,000
（4,186） 0

() 内は
前年度
繰越額

独立行政法人
科 学 技 術
振 興 機 構

国際科学技術共同研
究推進事業（戦略的
国際共同研究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）
e-ASIA共同研究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

教　授・長谷部　　　太

e-asia革新的なデング流行
対策と治療法開発に資する
デングウイルス準種と血管
透過性因子の網羅的解析

8,200
（879） 2,460

() 内は
前年度
繰越額

学 校 法 人
聖 路 加
国 際 大 学

厚生労働
科学研究
委託事業

教　授・安　田　二　朗 バイオセキュリティの向
上に資する基盤的研究 800 0

合　計 15件 608,132 161,190
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 7 ． 3 ． 2 　受託事業費

委　託　者 事業名 職名・氏名 研　究　課　題 直接経費
（千円）

間接経費
（千円） 備　考

独立行政法人
日 本 学 術
振 興 会

平成26年度
論文博士号取
得希望者に対
する支援事業

教　授・有　吉　紅　也 論博事業（有吉）
ID No.VAST-11221 1,130 0

独立行政法人
日 本 学 術
振 興 会

平成26年度
論文博士号取
得希望者に対
する支援事業

教　授・平　山　謙　二 論博事業（平山）
ID No.KEN-11202 1,031 0

独立行政法人
日 本 学 術
振 興 会

平成26年度
論文博士号取
得希望者に対
する支援事業

教　授・金　子　　　修 論博事業（金子修）
ID No.KEN-11303 1,200 0

グローバルリンク
マネージメント
株 式 会 社

教　授・金　子　　　聰
スリランカ国　非感染症
疾患対策強化プロジェク
ト

5,621 1,803

独立行政法人
国際協力機構
九 州 国 際
セ ン タ ー

草 の 根
技術協力
事 業

教　授・嶋　田　雅　暁 健康な地域社会をつくる
学童支援プロジェクト 21,529 0

イディオリンク
株 式 会 社

JICA-イン
ドネシア
共和国円
借款事業

教　授・山　本　太　郎

JICA-インドネシア共和国円借
款事業　インドネシア大学整備
事業　－医学部附属病院整備と
教育拡充のための技術支援－

150 0

合　計  6 件 30,661 1,803

 7 ． 3 ． 3 　その他の補助金

補助金名 職名・氏名 プログラム名 直接経費
（千円）

間接経費
（千円） 備　考

研究開発施設
共用等促進費
補 助 金

教　授・平　山　謙　二
病原微生物の収集・保存・提供
体制の整備
（病原性原虫の収集・保存と提供）

4,400 0

若 手 研 究 者
戦略的海外派遣
事業費補助金

教　授・濱　野　真二郎
住血吸虫症の多角的な調査を通
したフィールド志向型熱帯感染
症専門家の強化育成事業

27,290 0

外国人招へい
研 究 者 事 業
（ 短 期 ）

教　授・橋　爪　真　弘 外国人招へい研究者事業（短期） 50 0

合　計  3 件 31,740 0
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 7 ． 3 ． 4　民間等の共同研究

民間等機関名 職名・氏名 研　究　題　目 民  間  等
（千円）

大　　学
（千円） 備　考

住 友 化 学
株 式 会 社 教　授・皆　川　　　昇 殺虫剤デリバリー技術の性能評

価及び評価系の構築 15,000 0

アステラス製薬
株 式 会 社 教　授・平　山　謙　二 抗寄生原虫薬のスクリーニング

に関する共同研究 13,650 0

アステラス製薬
株 式 会 社 教　授・森　田　公　一 抗デングウイルス薬のスクリー

ニングに関する共同研究 6,000 0

株 式 会 社
パナソニック 教　授・皆　川　　　昇 新型マラリア感染簡易検査装置

の実地評価 4,200 0

株 式 会 社
西 日 本 ビ ル
サ ー ビ ス

教　授・皆　川　　　昇 ベトナムの環境に適した害虫防
除手法の検討（PhaseⅡ） 1,050 0

有 限 会 社
T.Mエ ン タ ー
プ ラ イ ズ

准教授・川　田　　　均 蚊幼虫の発生抑制剤およびその
方法の開発研究 250 0

久 光 製 薬
株 式 会 社 教　授・平　山　謙　二 マイクロニードルワクチン製剤

の可能性評価・検討 1,000 0

株 式 会 社
ニ コ ン イ ン
ス テ ッ ク

教　授・金　子　　　修 イメージングによる感染症成立
メカニズムの理解 525 0

独立行政法人
宇 宙 航 空
研究開発機構

教　授・橋　爪　真　弘 衛星データの健康保健分野での
利用に関する研究 0 0

独立行政法人
海 洋 研 究
開 発 機 構

教　授・皆　川　　　昇
南部アフリカにおける気候予測
モデルをもとにした感染症流行
の早期警戒システムの構築

0 0

合　計 10件 41,675 0
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 8 ．海 外 活 動
渡　　航　　者

渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分
職　名 氏　　　名

教　授 皆 川 　 昇
新型蚊帳のマラウイにおける現地試
験（マラウイ），デング熱を媒介する
蚊の採集調査打合せ（モザンピーク）

マ ラ ウ イ
モザンビーク

H26. 4. 1
～

H26. 4.13

受託研究費等
収 入

助　教 比　嘉　由紀子
マラウイ及びモザンピークにおいて
デング熱を媒介する蚊の採集調査を
実施する

マ ラ ウ イ
モザンビーク

H26. 4. 3
～

H26. 5. 2

受託研究費等
収 入

技　術
職　員

戸　田　みつる
黄熱病及びリフトバレー熱に係る早
期警戒システム構築のため

ケ ニ ア
H26. 4. 4

～
H26. 7.16

受託研究等
収 入

講　師 菊　池　三穂子
研究打合せ, 住血吸虫症の調査・診
断及びサンプル収集

フィリピン
H26. 4. 5

～
H26. 4.12

自 己 収 入
（交付金対象）

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

SIDCER-FERCAP打合せ及び調査 中 国
H26. 4. 6

～
H26. 4.11

先 方 負 担
（河南中医学院
第一付属病院）

助　教 二 見 恭 子
1.中間宿主貝の分布と感染率の調査
研究　2.デング熱を媒介する蚊の採
集調査

ケニア，モザンビーク，
マラウイ，ザンビア，
ジンバブエ，ケニア

H26. 4. 6
～

H26. 5.13

受託研究費等
収 入

教　授 橋 爪 真 弘
5th Asia-Pacific Conference on Public 
Health参加，発表および情報収集

韓 国
H26. 4.10

～
H26. 4.12

先 方 負 担
（ k o r e a  P u b l i c 
Health Association)

准教授 吉田　レイミント 研究準備および研究打合せ ベ ト ナ ム
H26. 4.13

～
H26. 4.19

寄 附 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト打合せ（タイ），マ
ラリアプロジェクト打合せ（イギリス），
マラリアワクチン開発打合せ（スイス）

タ イ
イ ギ リ ス
ス イ ス

H26. 4.15
～

H26. 5. 7

自 己 収 入
（交付金対象）

助　教 中 澤 秀 介
ワーゲニンゲン大学にて共同研究打
ち合わせ

オ ラ ン ダ
H26. 4.26

～
H26. 5. 3

科学研究費
補 助 金

教　授 橋 爪 真 弘
「気象情報をもとにした小児肺炎者
数予測モデルの検討」についての打
合せ

バングラデシュ
H26. 4.27

～
H26. 5. 1

科学研究費
補 助 金

教　授 皆 川 　 昇
ジンバブエ及びモザンビークにおけ
る新型蚊帳の現地試験

ジンバブエ
モザンビーク

H26. 5. 3
～

H26. 5.15

受託研究等
収 入

教　授 金 子 　 聰
スリランカ国非感染症疾患対策強化
プロジェクトに関する研究実施

スリランカ
H26. 5. 4

～
H26. 5.17

受託研究等
収 入

助　教 都 築 　 中 デング熱媒介蚊に関する調査研究 モザンビーク
H26. 5. 8

～
H26. 5.26

受託研究等
収 入

教　授 橋 爪 真 弘
衛星観測による環境情報を用いたコ
レラ流行予測モデルの開発のための
研究打ち合わせ

ケ ニ ア
H26. 5.11

～
H26. 5.18

科学研究費
補 助 金
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　　名

准教授 吉田　レイミント
NIHE，ニャチャンパスツールにて研
究所研究打合せ

ベ ト ナ ム
H26. 5.11

～
H26. 5.17

受 託 研 究
等 収 入

教　授 有 吉 紅 也
NIHE,ニャチャンパスツール研究所，
マヒドン大学にて研究打合せ

ベ ト ナ ム
タ イ

H26. 5.12
～

H26. 5.17

運 営 費
交 付 金

戦　略
職　員

安 波 道 郎
NIHE,ニャチャンパスツール研究所，
マヒドン大学にて研究打合せ

ベ ト ナ ム
タ イ

H26. 5.12
～

H26. 5.16

運 営 費
交 付 金

准教授 森　本　浩之輔
2014  annual meeting of American 
Thoracic Societyへ出席

ア メ リ カ
H26. 5.17

～
H26. 5.23

寄 付 金

助　教 鈴 木 　 基
2014  annual meeting of American 
Thoracic Societyへ出席

ア メ リ カ
H26. 5.17

～
H26. 5.23

寄 付 金

技　能
補佐員

川　島　恵美子
ケニア・ビタ地区フィールド調
査 と 解 析, 学 会 参 加（BEATING 
MARALIA 2014）

ケ ニ ア
H26. 5.19

～
H26. 7. 2

運 営 費
交 付 金

准教授 川 田 　 均
ケニア・ビタ地区フィールド調
査 と 解 析, 学 会 参 加（BEATING 
MARALIA 2014）

ケ ニ ア
H26. 5.19

～
H26. 7. 2

受 託 研 究
等 収 入

助　教 井 上 真 吾
黄熱病及びリフトバレー熱の迅速診
断キットの製造・品質検定のため

ケ ニ ア
H26. 5.20

～
H26.12.14

受 託 研 究
等 収 入

助　教 藤 井 仁 人
Multiplexアッセイ法開発に関する研
究実施と打合せ

ケ ニ ア
H26. 6. 1

～
H26. 6.30

先導的創造
科学技術開
発費補助金

教　授 平 山 謙 二
研究集会（医学研究のための倫理に
関する国際セミナー）に関する打合
せ

フィリピン
H26. 6. 2

～
H26. 6. 5

運 営 費
交 付 金

教　授 橋 爪 真 弘
衛生観測による環境情報を用いたコ
レラ流行予測モデルの開発に関する
研究打合せ

ケ ニ ア
H26. 6. 2

～
H26. 6.11

科 学 研 究
費 補 助 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

フィリピン大学マニラ校との学術交
流協定に関する打合せ

フィリピン
H26. 6. 2

～
H26. 6. 7

先 方 負 担
（フィリピン大学 )

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

FERCAP国際コース出席 中 国
H26. 6. 8

～
H26. 6.14

先 方 負 担
（中国首都
医科大学）

戦　略
職　員

齋 藤 信 夫
熱帯医学グローバルヘルス研究科設
置準備打合せ

フィリピン
H26. 6. 9

～
H26. 6.16

運 営 費
交 付 金

教　授 有 吉 紅 也 熱帯医学GH研究科設置準備打合せ フィリピン
H26. 6.11

～
H26. 6.14

運 営 費
交 付 金
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　　名

助　教 鈴 木 　 基 サンラザロ病院にて研究打合せ フィリピン
H26. 6.11

～
H26. 6.14

運 営 費
交 付 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

ディプロマーコースの打ち合わせ タ イ
H26. 6.15

～
H26. 6.16

先 方 負 担
（タマサート大学 )

准教授 吉田　レイミント
呼吸器感染症臨床検査及び研究打合
せ

ベ ト ナ ム
H26. 6.15

～
H26. 6.21

受託研究費等
収 入

助　教 鈴 木 　 基
khanh Hoan Health Serviceにて感染症
の研究打合せとデータ収集

ベ ト ナ ム
H26. 6.17

～
H26. 6.19

科学研究費
補 助 金

戦　略
職　員

安 波 道 郎
熱帯医学グローバルヘルス校設置準
備打合せ

ベ ト ナ ム
H26. 6.17

～
H26. 6.21

運 営 費
交 付 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

FERCAP打合せ 中 国
H26. 6.20

～
H26. 6.25

先 方 負 担
（中国首都
医科大学）

事　務
職　員

夫津木　芳　美 ケニア拠点事務打合せ ケ ニ ア
H26. 6.20

～
H26. 7. 6

運 営 費
交 付 金

教　授 橋 爪 真 弘
衛星観測による環境情報を用いたコ
レラ流行予測モデルの開発に関する
打合せ

スウェーデン
H26. 6.25

～
H26. 6.29

科学研究費
補 助 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト討論 タ イ
H26. 6.26

～
H26. 6.30

運営交付金

教　授 山 本 太 郎
中国のHIV感染リスクの評価と対策
構築に関する研究・現地調査

中 国
H26. 6.27

～
H26. 7.10

寄 附 金

助　教 市 川 智 生
中国のHIV感染リスクの評価と対策
構築に関する研究・現地調査

中 国
H26. 6.27

～
H26. 7.11

科学研究費
補 助 金

教　授 森 田 公 一 SATREPS事業打合せ ケ ニ ア
H26. 6.28

～
H26. 7.10

受託研究等
収 入

助　教 中 澤 秀 介
マラリアに関する現地調査および研
究打合せ

ベ ト ナ ム
H26. 6.29

～
H26. 7. 5

先 方 負 担
（琉球大学）

戦　略
職　員

齋 藤 信 夫
熱帯医学グローバルヘルス研究科設
置準備打合せ

フィリピン
H26. 6.30

～
H26. 7. 3

運 営 費
交 付 金

助　教 坂　口　美亜子
マラリア感染赤血球の三次元再構築
解析に関する研究打合せ

ア メ リ カ
H26. 7. 6

～
H26. 7.12

科学研究費
補 助 金
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　　名

准教授 吉田　レイミント
研究打合せ，呼吸器感染症臨床検査，
サンプル準備

ベ ト ナ ム
H26. 7. 6

～
H26. 7.12

受託研究費等
収 入

助　教 時　沢　亜佐子
下痢コンソ疫学的分析手法につい
て・急性下痢症の積極的動向調査に
ついて研究打合せ

ベ ト ナ ム
H26. 7.14

～
H26. 7.17

受託研究費等
収 入

助　教 竹　村　太地郎
感染性下痢症（コレラ菌）について
の研究打合せ，コレラ菌株に関する
情報収集と分与作業

ベ ト ナ ム
H26. 7.14

～
H26. 7.23

寄 附 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

FERCAP打合せ及びFERCAP調査 中 国
H26. 7.14

～
H26. 7.20

先方負担（中
国：上海交通大
学，FERCAP）

助　教 都 築 　 中
ベトナム南部ホーチミン市都市部に
おけるデング熱媒介蚊の採集調査

ベ ト ナ ム
H26. 7.15

～
H26. 7.29

受託研究費等
収 入

助　教
チャベス　サナブリア
ルイス  フェルナンド

疾病媒介蚊の生態学について研究調
査打合せ

ベネズエラ
H26. 7.16

～
H26. 8. 1

先方負担（ロ
ス・アンデス
大学理学部）

教　授 山 本 太 郎
保健・健康・衛星に関する分野にお
けるポストミレアム開発目標と指標
の提示（環境省）

ア メ リ カ
H26. 7.17

～
H26. 7.28

受託研究等
収 入

教　授 皆 川 　 昇
 1 .デング熱媒介蚊調査打合せ（ベトナム）  2 .新
型マラリア感染簡易検査についての調査準備（ケ
ニア） 3 . SATREPSキックオフシンポ（南アフリカ）

ベ ト ナ ム
ケ ニ ア
南アフリカ

H26. 7.17
～

H26. 8.25

受託研究費等
収 入

教　授 金 子 　 聰
スリランカ国非感染症疾患対策強化
プロジェクトに関する研究実施

スリランカ
H26. 7.20

～
H26. 7.31

受託研究等
収 入

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト討論，タイ薬用
植物打合せ

タ イ
H26. 7.20

～
H26. 8. 1

運 営 費
交 付 金

技　術
職　員

戸　田　みつる
黄熱病およびリフトバレー熱にかか
る早期警戒システム構築研究実施

ケ ニ ア
H26. 7.21

～
H26. 7.24

受託研究費等
収 入

教　授 有 吉 紅 也
熱帯医学グローバルヘルス研究科教
員採用面接および打合せ

イ ギ リ ス
H26. 7.22

～
H26. 7.28

運 営 費
交 付 金

技　術
職　員

柳 　 哲 雄
アジアにおける新種病原アメーバの
分布とゲノム多様性に関する研究の
ため

タ イ
H26. 7.23

～
H26. 8. 1

先 方 負 担
（東海大学）

教　授 濱　野　真二郎 フィールド調査に関する打合せ ケ ニ ア
H26.7.23

～
H26.8.2

戦 略 的 国 際
研究交流推進
事業費補助金 

教　授 安 田 二 朗 第16回国際ウイルス学会参加 カ ナ ダ
H26.7.25

～
H26.8.3

厚 生 労 働
科学研究費
補 助 金  
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　　名

助　教 坂 部 沙 織 第16回国際ウイルス学会参加と発表 カ ナ ダ
H26. 7.26

～
H26. 8. 3

科学研究費
補 助 金

産学官
連　携
研究員

髙 松 由 基 第16回国際ウイルス学会参加と発表 カ ナ ダ
H26. 7.26

～
H26. 8. 3

外 部 資 金
間 接 経 費 

助　教 中 澤 秀 介
長期残効型殺虫剤含浸蚊帳と空間忌
避剤を併用したマラリア防除トライ
アルの打合せおよび調査

マ ラ ウ イ
H26. 7.28

～
H26. 8. 7

科学研究費
補 助 金

准教授 川 田 　 均
長期残効型殺虫剤含浸蚊帳と空間忌
避剤を併用したマラリア防除トライ
アルの打合せおよび調査

マ ラ ウ イ
H26. 7.28

～
H26. 8. 7

受託研究等
収 入

助　教 都 築 　 中
SATREPSキックオフシンポジウムへ
の出席および研究打合せ

南アフリカ
H26. 8. 1

～
H26. 8.19

受託研究費等
収 入

教　授 橋 爪 真 弘
SATREPSキックオフシンポジウムへ
の出席および研究打合せ

南アフリカ
H26. 8. 2

～
H26. 8.10

受託研究費等
収 入

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

FERCAP打合せ及びFERCAP調査 中 国
H26. 8. 2

～
H26. 8. 9

先方負担（上
海交通大学，
F E R C A P ）

助　教 藤 井 仁 人
マルチプレックス法でのデング熱検
査法開発のための調査及び情報収集

スリランカ
H26. 8. 3

～
H26. 8. 9

先導的創造
科学技術開
発費補助金 

戦　略
職　員

齋 藤 信 夫
熱帯医学グローバルヘルス研究科設
置準備打合せ

フィリピン
H26. 8. 4

～
H26. 8. 7

運 営 費
交 付 金

教　授 平 山 謙 二 AHRIにて研究打合せのため エチオピア
H26. 8. 4

～
H26. 8. 7

先導的創造
科学技術開
発費補助金 

助　教 竹　村　太地郎
感染性下痢症（コレラ菌）について
の研究打合せ，第 8 回　細菌学若手
コロッセウム参加

日 本
H26. 8. 4

～
H26. 8. 9

寄 附 金

産学官
連　携
研究員

岩 下 華 子
ベトナム各地から採集したデング熱
媒介蚊のDNA解析とウイルス検出の
準備作業

ベ ト ナ ム
H26. 8. 4

～
H26. 8.23

受託研究費等
収 入

准教授 吉田　レイミント
研究打合せ（ベトナムプロジェクト，
コホート），データ解析，ARI研究の
ための臨床サンプル実験

ベ ト ナ ム
H26. 8. 7

～
H26. 8.16

受託研究費等
収 入

教　授 平 山 謙 二
ICOPA2014出席,及び研究の方向性に
関する打合せ

メ キ シ コ
H26. 8. 9

～
H26. 8.15

受託研究等
収 入  

教　授 金 子 　 修
熱帯熱マラリア原虫に関する研究打
合せ

ケ ニ ア
H26. 8. 8

～
H26. 8.19

受託研究費等
収 入
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　　名

助　教 麻 田 正 仁
13 t h  I n t e r n a t i o n a l  C o n g r e s s  o f 
Parasitology出席・発表（メキシコ），
研究打合せ及び情報収集（アメリカ）

メ キ シ コ
ア メ リ カ

H26. 8. 8
～

H26. 8.21

科学研究費
補 助 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト討論，タイ薬用
植物打合せ

タ イ
H26. 8.10

～
H26. 8.14

運 営 費
交 付 金

助　教 鈴 木 　 基 感染症の研究打合せ及びデータ収集 ベ ト ナ ム
H26. 8.12

～
H26. 8.14

科学研究費
補 助 金

助　教 市 川 智 生
Quarantine:History, Heritage, Place学会
参加のため

オーストラリア
H26. 8.12

～
H26. 8.16

私 費

産学官
連　携
研究員

レ　ニャット
ミ ン

小児呼吸器感染症の研究打合せ及び
検体収集

ベ ト ナ ム
H26. 8.12

～
H26. 8.26

受託研究費等
収 入

教　授 橋 爪 真 弘
SATREPSキックオフシンポジウムへ
の出席および研究打合せ

南アフリカ
H26. 8.16

～
H26. 8.23

受託研究費等
収 入

助　教 市 川 智 生 対日外交文書に関する研究打合せ 韓 国
H26. 8.17

～
H26. 8.18

科学研究費
補 助 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト打合せ及びタイ
薬用植物研究打合せ

タ イ
H26. 8.17

～
H26. 8.30

運 営 費
交 付 金

教　授 濱　野　真二郎 フィールド調査実施のため バングラデシュ
H26. 8.18

～
H26. 8.23

科学研究費
補 助 金

准教授 奥 村 順 子
WHOから緊急の疫学専門家の派遣
要請をうけ，本学がWHOのエボラ対
策チームに協力する目的での派遣

ス イ ス
H26. 8.20

～
H26.10.23

外 部 資 金
間 接 経 費

教　授 橋 爪 真 弘
International Society for Environmental 
Epidemiology (ISEE)に参加し情報収
集を行う

ア メ リ カ
H26. 8.23

～
H26. 8.29

科学研究費
補 助 金

産学官
連　携
研究員

岩 下 華 子 フィールド調査のため ラ オ ス
H26. 8.24

～
H26. 8.30

受託研究費等
収 入

戦　略
職　員

齋 藤 信 夫
熱帯医学グローバルヘルス研究科設
置準備打合せ

フィリピン
H26. 8.25

～
H26. 8.30

運 営 費
交 付 金

准教授 川 田 　 均
アクラ周辺フィールド調査及びウイ
ルス分離の実施

ガ ー ナ
H26. 8.30

～
H26. 9.18

受託研究費等
収 入

助　教 市 川 智 生 日独軍事・外交史史料調査 ド イ ツ
H26. 8.30

～
H26. 9.11

先 方 負 担
（東京大学）
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　　名

助　教 比　嘉　由紀子
アクラ周辺フィールド調査及びウイ
ルス分離の実施

ガ ー ナ
H26. 8.30

～
H26. 9.18

受 託 研 究
費 等 収 入

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

倫理調査委員会研修のため 韓 国
H26. 8.31

～
H26. 9. 2

先 方 負 担
（慶熙大学校）

教　授 皆 川 　 昇
ポロクワネにて現地視察及び意見交
換と南アフリカ公衆衛生会議への出
席

南アフリカ
H26. 8.31

～
H26. 9.12

受託研究費等
収 入

産学官
連　携
研究員

岩 下 華 子
ベトナム各地から採集したデング熱
媒介蚊のDNA解析とウイルス検出の
準備作業（ベトナム）

ベ ト ナ ム
H26. 8.31

～
H26. 9. 9

受託研究費等
収 入

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト打合せ及びタイ
薬用植物研究打合せ

タ イ
H26. 9. 3

～
H26. 9. 4

運 営 費
交 付 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

調査委員会出席のため 中 国
H26. 9. 5

～
H26. 9. 8

先 方 負 担
（上海子供病院）

助　教 坂　口　美亜子
国際顕微鏡学会に参加しポスター発
表を行う

チ ェ コ
H26. 9. 7

～
H26. 9.14

科学研究費
補 助 金

准教授 吉田　レイミント 熱帯医学校開設準備打合せ イ ギ リ ス
H26. 9. 8

～
H26. 9.12

運 営 費
交 付 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト打合せ及びタイ
薬用植物研究打合せ

タ イ
H26. 9. 9

～
H26. 9.13

運 営 費
交 付 金

助　教 矢 幡 一 英
25th Annual Molecular Parasitology 
Meeting 出席・発表及び研究打合せ・
情報収集のため

ア メ リ カ
H26. 9.11

～
H26. 9.22

科学研究費
補 助 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

調査委員会出席のため 中 国
H26. 9.14

～
H26. 9.17

先 方 負 担
（上海子供病院）

戦　略
職　員

齊 藤 信 夫 熱帯医学校に係る打合せのため フィリピン
H26. 9.16

～
H26. 9.19

運 営 費
交 付 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト打合せ及びタイ
薬用植物研究打合せのため

タ イ
H26. 9.18

～
H26. 9.20

運 営 費
交 付 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

Forum for Ethical Review Committees 
in Asia and Western Pacific Regionに出
席

モ ン ゴ ル
H26. 9.21

～
H26. 9.23

先 方 負 担
（AFRIMS）

教　授 濱　野　真二郎
英国熱帯医学系共同演者として成果
発表ならびに国際的なネットワーク
構築

イ ギ リ ス
H26. 9.22

～
H26.10. 3

戦 略 的 国 際
研究交流推進
事業費補助金 
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　　名

教　授 平 山 謙 二
デング出血熱についての研究打合せ
のため

ベ ト ナ ム
H26. 9.23

～
H26. 9.25

受託研究費等
収 入

准教授 川 田 　 均
ベトナムにおける害虫駆除入門講師
として参加

ベ ト ナ ム
H26. 9.23

～
H26. 9.25

受託研究等
収 入

外国人
研究員

テ ン プ ル ト ン
トーマス　ジェームス

2014 Frontier Forum on Research of 
Major Parasitic Diseases出席

中 国
H26. 9.23

～
H26. 9.27

先 方 負 担
（中国医科大学）

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト打合せ及びタイ
薬用植物研究打合せ

タ イ
H26. 9.24

～
H26.10. 5

運 営 費
交 付 金

プ　ロ
ジェクト
研究員

ラ ム 　 バ オ
ウ オ ッ ク

国際共同研究に関する打合せのため ケ ニ ア
H26. 9.24

～
H26.10.31

戦 略 的 国 際
研究交流推進
事業費補助金 

教　授 橋 爪 真 弘
「気象情報をもとにした小児肺炎患
者数予測モデルの検討」についての
打合せのため

バングラデシュ
H26. 9.29

～
H26.10. 4

科学研究費
補 助 金

准教授 吉田　レイミント
研究打合せ, データ解析，ARI研究の
ための臨床サンプル実験

ベ ト ナ ム
H26. 9.29

～
H26.10. 4

受託研究費等
収 入

助　教
シャー　モハマド
モ ニ ル

早期海外研修中の指導及び打合せの
ため

ケ ニ ア
H26. 9.29

～
H26.10.10

研 究 拠 点
形 成 費 等
補 助 金 

戦　略
職　員

齋 藤 信 夫 熱帯医学校に係る打合せのため フィリピン
H26. 9.30

～
H26.10. 3

運 営 費
交 付 金

助　教 鈴 木 　 基
カンホア病院にて感染症の研究打合
せとデータ収集

ベ ト ナ ム
H26. 9.30

～
H26.10. 4

運 営 費
交 付 金

産学官
連　携
研究員

岩 下 華 子
ベトナム各地から採集したデング熱
媒介蚊のDNA解析作業

ベ ト ナ ム
H26. 9.30

～
H26.11.28

受託研究費等
収 入

教　授 金 子 　 聰
アフリカにおける地域特性を考慮し
た乳幼児の健康改善モデル構築に関
する疫学研究に関する研究打合せ

ケ ニ ア
H26.10. 5

～
H26.10.13

科学研究費
補 助 金

助　教 比　嘉　由紀子
蚊タイプ標本の輸送・保管および博
物館所蔵蚊標本視察

ア メ リ カ
H26.10. 7

～
H26.10.18

私 費

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲プロジェクト打合せ，薬理学研
修

タ イ
H26.10. 8

～
H26.10.19

運 営 費
交 付 金

助　教 和 田 崇 之
研究打合せ，AMZWMC会議，高地
定住者における地域保健及び生活習
慣病研究のための現地調査

ネ パ ー ル
H26.10. 9

～
H26.10.25

運 営 費
交 付 金
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渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　　名

教　授 安 田 二 朗 第 3 回国際抗ウイルス学会出席 オ ラ ン ダ
H26.10.11

～
H26.10.16

科学研究費
補 助 金

教　授 橋 爪 真 弘
The 2014 water and Health Conference
に参加および情報収集

ア メ リ カ
H26.10.12

～
H26.10.16

科学研究費
補 助 金

教　授 山 本 太 郎
AMZWMC会議（ベトナム），高地定
住者における地域保健および生活習慣
病研究のための現地調査（ネパール）

ベ ト ナ ム
ネ パ ー ル

H26.10.14
～

H26.10.24

運 営 費
交 付 金

教　授 金 子 　 聰
開発途上国における静脈認証を用い
た地域保健医療情報システム構築に
向けての基礎研究に関する研究実施

ラ オ ス
H26.10.14

～
H26.10.21

科学研究費
補 助 金

助　教 都 築 　 中
長期派遣専門家（感染症分析）としてJICA南
アフリカにおける気候予測モデルをもとにした
感染症流行の早期警戒システムの構築への参加

南アフリカ
H26.10.17

～
H30.10.16

先 方 負 担
（ J I C A ）

戦　略
職　員

安 波 道 郎
The 64 th  Annual  Meet ing  of  the 
American Society of Human Geneticsに
出席, 発表

ア メ リ カ
H26.10.18

～
H26.10.23

科学研究費
補 助 金

助　教
シ ェ リ フ
モハマド　サマ

Wellcome Trust Advanced Course: Working with 
Parasite Database Resources19-24Octiber2014におい
て寄生虫学のデータベースについての講義と研修

イ ギ リ ス
H26.10.19

～
H26.10.26

先 方 負 担
（Wellcome Trust)

戦　略
職　員

齋 藤 信 夫 今後の協力関係についての会議 フィリピン
H26.10.21

～
H26.10.25

運 営 費
交 付 金

助教 鈴 木 　 基 サンラザロ病院にて研究打合せ フィリピン
H26.10.23

～
H26.10.25

運 営 費
交 付 金

助　教 鈴 木 　 基
国境なき医師団から派遣される疫学専門
家として，リベリアにおいて発生してい
るエボラアウトブレイクの制御活動

リ ベ リ ア
H26.10.27

～
H26.12. 7

先 方 負 担
（国境なき医師団）

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト打合せ タ イ
H26.10.30

～
H26.11. 1

運 営 費
交 付 金

教　授 金 子 　 聰
スリランカ国非感染症疾患対策強化
プロジェクトに関する研究実施と研
究打合せ

スリランカ
H26.10.31

～
H26.11.13

受託研究費等
収 入

助　教
チャベス　サナブリア
ルイス　フェルナンド

ASTMH 63rd Annual Meeting参加・発
表

ア メ リ カ
H26.11. 1

～
H26.11. 8

外 部 資 金
間 接 経 費

教　授 皆 川 　 昇 頭脳循環打合せ，ICIPE理事会出席 ケ ニ ア
H26.11. 1

～
H26.11.15

戦 略 的 国 際
研究交流推進
事業費補助金

助　教 藤 井 仁 人
Multiplexアッセイ法開発に関する研
究実施

ケ ニ ア
H26.11. 3

～
H26.11.30

先導的創造
科学技術開
発費補助金 
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渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　　名

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

Global Fellowship Program参加のため ア メ リ カ
H26.11. 7

～
H26.11.12

運 営 費
交 付 金

助　教 二 見 恭 子
中間宿主貝の分布と感染率の調査研
究

ケ ニ ア
H26.11. 7

～
H26.12.12

戦 略 的 国 際
研究交流推進
事業費補助金

教　授 森 田 公 一 デングウイルス研究打合せ フィリピン
H26.11.12

～
H26.11.15

受託研究費等
収 入
（ e - a s i a )

助　教 黒 崎 陽 平
国立保健医学研究所（INSERM）と
の研究打合せ

フ ラ ン ス
H26.11.13

～
H26.11.16

先 方 負 担
（INSERM)

技　術
職　員

柳 　 哲 雄
シャーガス病病原体クルーズ・ト
リパノソーマ原虫南米株の補充と
シャーガス病対策の研究打合せ

ア メ リ カ
H26.11.15

～
H26.12. 1

研究開発施
設共用等促
進費補助金

教　授 平 山 壽 哉 論文作成と今後の研究打合せ ア メ リ カ
H26.11.19

～
H26.11.24

自 己 収 入
（交付金対象）

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲プロジェクトの打合せ タ イ
H26.11.20

～
H26.11.21

運 営 費
交 付 金

教　授 平 山 謙 二
FERCAP2014に出席し，次年度のディ
プロマコースの打合せ及びアジア参
加者への広報

フィリピン
H26.11.21

～
H26.11.27

運 営 費
交 付 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

14th FERCAP International Conference 
and 1stPHREB National Conference出
席

フィリピン
H26.11.22

～
H26.11.25

運 営 費
交 付 金

講　師 上 村 春 樹
ケニアのマラリアとトリパノソーマ
についての研究打合せ

ケ ニ ア
H26.11.23

～
H26.12. 5

運 営 費
交 付 金

産学官
連　携
研究員

レ　ニャット
ミ ン

第15回APCCMIに出席，発表 マレーシア
H26.11.24

～
H26.11.30

受託研究費等
収 入

教　授 皆 川 　 昇 SAMEC MEETING出席と研究打合せ 南アフリカ
H26.11.24

～
H26.12. 6

受託研究費等
収 入

（SATREPS-JICA)

准教授 吉田　レイミント
ベトナムにおけるインフルエンザ研
究のため臨床検体準備と検査実験，
ベトナムプロジェクト会議

ベ ト ナ ム
H26.11.25

～
H26.11.29

受託研究費等
収 入

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲プロジェクトの打合せ タ イ
H26.11.26

～
H26.11.29

運 営 費
交 付 金

助　教
チャベス　サナブリア
ルイス　フェルナンド

学会参加発表 台 湾
H26.11.28

～
H26.12. 1

先 方 負 担（The 13th 
Asian-Pacific Congress 
for Parassiteic Zoonoses)
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研　究
機　関
研究員

キム　ユンヒ
2014Conference of International Society 
for Environmental Epidemiology Asia 
Chapter参加

中 国
H26.11.29

～
H26.12. 2

運 営 費
交 付 金

教　授 橋 爪 真 弘
ISEE-ACへ参加し発表，および情報
収集

中 国
H26.11.29

～
H26.12. 2

運 営 費
交 付 金

教　授 平 山 謙 二
The 17th A-IMBN Annual Conferenceに
出席し，次年度のディプロマコース
の打合せ及びアジア参加者への広報

フィリピン
H26.11.30

～
H26.12. 3

運 営 費
交 付 金

産学官
連　携
研究員

岩 下 華 子
ベトナム各地から採集したデング熱
媒介蚊のDNA解析作業

ベ ト ナ ム
H26.12. 2

～
H26.12.23

受託研究費等
収 入

准教授 川 田 　 均
長期残効型殺虫剤含浸蚊帳と空間忌
避剤を併用したマラリア防除トライ
アルの打合せと調査

マ ラ ウ イ
H26.12. 5

～
H26.12.27

科学研究費
補 助 金

助　教 中 澤 秀 介
長期残効型殺虫剤含浸蚊帳と空間忌
避剤を併用したマラリア防除トライ
アルの打合せと調査

マ ラ ウ イ
H26.12. 5

～
H26.12.27

受託研究等
収 入

教　授 橋 爪 真 弘
ロンドン大学において，気候変動研
究に関する打合せ

イ ギ リ ス
H26.12. 6

～
H26.12.11

先 方 負 担
（ロンドン大学）

研　究
機　関
研究員

キム　ユンヒ
ロンドン大学において，気候変動研
究に関する打合せ

イ ギ リ ス
H26.12. 6

～
H26.12.11

運 営 費
交 付 金

准教授 奥 村 順 子
乳幼児死亡の少数民族間における格
差に関する現地調査

ラ オ ス
H26.12. 6

～
H26.12.13

科学研究費
補 助 金

技　能
補佐員

小　川　真由美
ゲル解析のための研究室保存コレラ
菌よりDNA抽出作業

ベ ト ナ ム
H26.12. 6

～
H26.12.13

受託研究費等
収 入

戦　略
職　員

齋 藤 信 夫
サンラザロ病院と今後の協力関係に
ついての協議

フィリピン
H26.12. 7

～
H26.12.12

運 営 費
交 付 金

准教授 吉田　レイミント
研究打合せ, データ解析，ARI研究の
ための臨床検体準備と検査実験

ベ ト ナ ム
H26.12. 7

～
H26.12.13

受託研究費等
収 入

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト打合せ タ イ
H26.12.10

～
H27. 1. 5

運 営 費
交 付 金

技　術
職　員

戸　田　みつる
黄熱病のリフトバレー熱にかかる早
期警戒システムの構築の研究

ケ ニ ア
H26.12.23

～
H26.12.25

運 営 費
交 付 金

教　授 金 子 　 聰
トリパノソーマ血清診断法に関する
研究実施

ケ ニ ア
H27. 1. 4

～
H27. 1. 9

受託研究費等
収 入
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　　名

産学官
連　携
研究員

岩 下 華 子
ベトナム各地から採集したデング熱
媒介蚊のDNA解析作業

ベ ト ナ ム
H27. 1. 6

～
H27. 2.13

受託研究費等
収 入

教　授 皆 川 　 昇
NIHEとの第三期プロジェクトに向
けてのインターナルセミナー出席

ベ ト ナ ム
H27. 1. 8

～
H27. 1.14

受託研究費等
収 入

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト打合せ タ イ
H27. 1. 8

～
H27. 1.18

運 営 費
交 付 金

教　授 金 子 　 聰
「途上国におけるイノベーションを
促進する国際協力の戦略的推進」プ
ログラムの合同シンポジウム参加

エ ジ プ ト
H27. 1. 9

～
H27. 1.13

先導的創造
科学技術開
発費補助金

教　授 森 田 公 一
NIHE-NUセミナー出席並びにミー
ティング

ベ ト ナ ム
H27. 1.10

～
H27. 1.15

受託研究費等
収 入

産学官
連　携
研究員

レ　ニャット
ミ ン

小児呼吸器感染症の研究打合せおよ
び検体収集，インターナルセミナー
出席

ベ ト ナ ム
H27. 1.10

～
H27. 1.16

受託研究費等
収 入

准教授
グエン　フイ
テ ィ エ ン

NIHEとのインターナルセミナー参
加およびパスツール・ホーチミンシ
ティでのデング熱研究打合せ

ベ ト ナ ム
H27. 1.10

～
H27. 1.16

受託研究費等
収 入

教　授 橋 爪 真 弘
新興再興感染症についての共同研究
セミナー参加

ベ ト ナ ム
H27. 1.11

～
H27. 1.14

運 営 費
交 付 金

准教授 吉田　レイミント
論文博士研究者の「中部ベトナムに
おけるHIVウイルスの分子疫学」論
文作成に伴う研究指導

ベ ト ナ ム
H27. 1.11

～
H27. 1.17

受託研究費等
収 入

助　教 水 上 修 作
パスツール・ホーチミンシティでの
デング熱研究打合せ

ベ ト ナ ム
H27. 1.13

～
H27. 1.16

受託研究費等
収 入

助　教 井 上 真 吾
黄熱病及びリフトバレー熱の迅速診
断キットの製造・品質検定にかかる
研究実施

ケ ニ ア
H27. 1.17

～
H27. 4.25

受託研究費等
収 入

准教授 川 田 　 均
昆虫学的調査を主体としたメトフル
トリンデバイスの用法容量設定のた
めのフィールド試験実施

マ ラ ウ イ
H27. 1.19

～
H27. 3. 2

受託研究費等
収 入

助　教 二 見 恭 子
中間宿主貝の分布と感染率の調査研
究

ケ ニ ア
H27. 1.19

～
H27. 2. 7

戦 略 的 国 際
研究交流推進
事業費補助金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

Phramongkutklao HpspitalにてEthics参
加

タ イ
H27. 1.20

～
H27. 1.25

運 営 費
交 付 金

教　授 森 田 公 一
台湾EID・日米パネルミーティング
参加

台 湾
H27. 1.25

～
H27. 1.30

先 方 負 担
（日米医学協
力 研 究 会 ）
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　　名

教　授 平 山 謙 二
シャーガス病の薬剤治療反応性を規
定する原虫および宿主の遺伝要因解
析についての共同研究のため

ボ リ ビ ア
H27. 1.25

～
H27. 1.31

科学研究費
補 助 金

助　教 砂 原 俊 彦
ミャンマー主要感染症プロジェクトフェーズ
　2 のJICA短期専門家として，JICAミャンマー
事務所棟の訪問，及び研究協力を行うため"

ミャンマー
H27. 1.25

～
H27. 2. 6

先 方 負 担
（ J I C A )

戦　略
職　員

齋 藤 信 夫
サンラザロ病院と，今後の協力関係
についての協議

フィリピン
H27. 1.26

～
H27. 1.30

運 営 費
交 付 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクトデータ解析，紫
雲プロジェクトミーティング出席

タ イ
H27. 1.29

～
H27. 2.22

運 営 費
交 付 金

助　教 浦 田 秀 造
リーディング大学院生のBSL-4病原
体取扱いの指導及びトレーニングに
ついての打ち合わせ

南アフリカ
H27. 1.31

～
H27. 2.22

研究拠点形成
費 等 補 助 金

准教授 吉田　レイミント
研究打合せ，ARIサンプル処理及び
試験

ベ ト ナ ム
H27. 2. 2

～
H27. 2. 7

受託研究費等
収 入

教　授 森 田 公 一
SATREPS事業打合せ，蚊媒介性ウイ
ルスに関する研究打合せ

ケ ニ ア
H27. 2. 2

～
H27. 2. 7

受託研究費等
収 入， 科 学
研究費補助金

教　授 濱　野　真二郎
M e e t i n g  o n  D i a g n o s t i c  To o l s 
Schistosomiasis Control出席

ス イ ス
H27. 2. 3

～
H27. 2. 8

先 方 負 担
（ W H O ）

教　授 橋 爪 真 弘
BK21 Plus International Symposium for Environmental 
Health-Challenges and Perspectives in Environmenに
参加し，発表および情報収集を行うため

韓 国
H27. 2. 4

～
H27. 2. 6

先 方 負 担
（ソウル大学）

助　教 砂 原 俊 彦
第 7 回長崎大学ハノイ公開講座出
席，公開講座打合せ

ベ ト ナ ム
H27. 2. 6

～
H27. 2. 9

受託研究費等
収 入

教　授 安 田 二 朗 第 7 回長崎大学ハノイ公開講座参加 ベ ト ナ ム
H27. 2. 6

～
H27. 2. 9

受託研究費等
収 入

教　授 皆 川 　 昇
Pousada de juventude parque das nacoes
にて新しいデータ解析の手法の情報
収集

ポルトガル
H27. 2. 7

～
H27. 2.15

受託研究費等
収 入

教　授 平 山 謙 二
臨床開発学の漢方薬プロジェクトの
研究打合せ

タ イ
H27. 2. 7

～
H27. 2.11

運 営 費
交 付 金

助　教 二 見 恭 子
Pousada de juventude parque das nacoes
にて統計セミナー参加

ポルトガル
H27. 2. 8

～
H27. 2.14

学術研究助成
基 金 助 成 金

助　教 藤 井 仁 人
デング熱患者を同定するためのRNA
抽出法とRT-PCR法の指導

スリランカ
H27. 2. 8

～
H27. 2.19

先導的創造
科学技術開
発費補助金 
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　　名

助　教 余 　 福 勲 KEMRIにてELISA診断キットの評価 ケ ニ ア
H27. 2.11

～
H27. 2.27

受託研究費等
収 入

助　教 二 見 恭 子 アリモドキゾウムシの採集調査 ケ ニ ア
H27. 2.15

～
H27. 3.12

科学研究費
補 助 金

教　授 平 山 謙 二
日本学術会議G7アカデミー会合に出
席し学術講演をおこなう

ド イ ツ
H27. 2.21

～
H27. 2.26

先方負担（German 
National Academy of 
Sciences Leopoldina)

教　授 金 子 　 聰
スリランカ国非感染症対策強化プロ
ジェクトに関する研究実施

スリランカ
H27. 2.22

～
H27. 2.27

受託研究費等
収 入

教　授 平 山 壽 哉
パリ第 7 大学 Diderot校　Epigenetics 
and Cell Fate専門部にて共同研究打合
せ

フ ラ ン ス
H27. 2.23

～
H27. 3. 2

運 営 費
交 付 金

助　教
ラーソン　ピーター
シ ョ ー ン

長崎大学とロンドン衛生熱帯医学大
学院との教育研究ネットワーク構築
の準備

ガ ン ビ ア
H27. 2.24

～
H27. 3. 7

運 営 費
交 付 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト打合せ タ イ
H27. 2.26

～
H27. 3.15

運 営 費
交 付 金

助　教
チャベス　サナブリア
ルイス　フェルナンド

毒蛇咬傷についての研究打合せ コスタリカ
H27. 2.27

～
H27. 3. 8

運 営 費
交 付 金

助　教 早 坂 大 輔 毒蛇咬傷についての研究打合せ ケ ニ ア
H27. 2.28

～
H27. 3. 8

運 営 費
交 付 金

助　教 市 川 智 生
Postgraduate Forum of Medical History 
for East Asia2015参加

韓 国
H27. 3. 4

～
H27. 3. 7

科学研究費
補 助 金

教　授 平 山 謙 二
ベンズニダゾールによるシャーガス
病治療の問題点に関する協議

ス イ ス
H27. 3. 5

～
H27. 3. 7

科学研究費
補 助 金

助　教 佐 藤 　 光
熱帯医学臨床コース運営補助，ハグ
マイ病院職員との打合せ，会議出席

ベ ト ナ ム
H27. 3. 9

～
H27. 3.12

運 営 費
交 付 金

准教授 吉田　レイミント
論文博士研究者の「中部ベトナムに
おけるHIVウイルスの分子疫学」論
文作成に伴う研究指導

ベ ト ナ ム
H27. 3. 9

～
H27. 3.14

運 営 費
交 付 金

技　能
補佐員

小　川　真由美 コレラ菌のDNA抽出作業 ベ ト ナ ム
H27. 3.12

～
H27. 3.15

受託研究費等
収 入

教　授 皆 川 　 昇
国立感染症研究所とのデング熱連携
研究

ベ ト ナ ム
H27. 3.12

～
H27. 3.13

受託研究費等
収 入
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渡　　航　　者
渡　　　航　　　目　　　的 渡航先国 渡航期間 経費区分

職　名 氏　　　名

助　教 二 見 恭 子 長崎大採集サンプル回収作業 ザ ン ビ ア
H27. 3.13

～
H27. 3.14

受 託 研 究
等 収 入

教　授 皆 川 　 昇
国立感染症研究所とのデング熱連携
研究

ケ ニ ア
H27. 3.13

～
H27. 3.22

受 託 研 究
等 収 入

教　授 安 田 二 朗
ギニア共和国コクナリ国立病院におい
て，エボラウイルスに関しての指導およ
び現地研究者と共同で研究をおこなう

ギ ニ ア
H27. 3.15

～
H27. 3.26

受託研究等
収 入

助　教 黒 崎 陽 平
コナクリ国立病院において，エボラ
ウイルスに関しての指導および現地
研究者と共同で研究をおこなう

ギ ニ ア
H27. 3.15

～
H27. 3.24

受託研究等
収 入

助　教 比　嘉　由紀子
フィリピンにおける病原体媒介性ダ
ニ調査に関する打合せと予備調査

フィリピン
H27. 3.17

～
H27. 3.21

科学研究費
補 助 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト打合せ タ イ
H27. 3.19

～
H27. 3.21

運 営 費
交 付 金

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

Ethics Project打合せ ス イ ス
H27. 3.21

～
H27. 3.24

運 営 費
交 付 金

教　授 橋 爪 真 弘
Impact of Environmental Changes on 
Infectious Diseases2015にて研究発表
および情報収集

ス ペ イ ン
H27. 3.21

～
H27. 3.27

科学研究費
補 助 金

産学官
連　携
研究員

レ　ニャット
ミ ン

肺炎球菌研究における臨床検体の
DNA収集実験を行う

ベ ト ナ ム
H27. 3.21

～
H27. 3.30

受託研究費等
収 入

助　教 黒 崎 陽 平
第7回フィロウイルス国際シンポジ
ウム出席

ア メ リ カ
H27. 3.24

～
H27. 4. 1

自 己 収 入
（交付金対象） 

教　授
ローサボーン
チ ャ ン ト ラ

紫雲膏プロジェクト打合せ タ イ
H27. 3.24

～
H27. 3.29

運 営 費
交 付 金

教　授 平 山 謙 二
シャーガス病の薬剤治療反応性を規
定する原虫および宿主の遺伝要因解
析の最終打合せ

ボ リ ビ ア
H27. 3.24

～
H27. 3.31

科学研究費
補 助 金
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 9 ．外国人研究者の受け入れ

 9 ． 1 　平成26年度に受け入れた外国人研究者

分　野　等 氏　　　　　　　名 国　　籍 受入期間 経　　費 備　　考

ウ イ ル ス 学
Thi Nam Lien Nguyen 
ティ  ナム  リエン  グエン

ベ ト ナ ム
H26.5.7
 ～ H26.5.11

受託研究費等
収 入

Ngoc Quang Nguyen 
ンゴ  クァング  グエン

ベ ト ナ ム
H26.5.7
 ～ H26.5.11

受託研究費等
収 入

Le Thi Quynh Mai 
レ  ティ  クイ  マイ

ベ ト ナ ム
H26.5.7
 ～ H26.5.11

受託研究費等
収 入

Nguyen Thi Thu Thuy 
グエン  ティ  トゥ  サイ

ベ ト ナ ム
H26.5.7
 ～ H26.5.11

受託研究費等
収 入

Bui Thu Thuy 
ブイ  トゥ  ツァイ

ベ ト ナ ム
H26.7.11
 ～ H26.7.19

受託研究費等
収 入

Somboom Pradya 
ソンブーン  プラダ

タ イ
H27.2.17
 ～ H27.2.21

受託研究費等
収 入

Isra Wahid 
イスラ  ワヒド

インドネシア
H27.2.17
 ～ H27.2.21

受託研究費等
収 入

Muthugala Arachchige Vishvernath Muthugala スリランカ
H27.2.23
 ～ H28.2.20

先 方 負 担
（コロンボ医学研究所）

Arlene Garcia Bertuso 
アーリン  ガルシア  ベルツソ

フィリピン
H27.2.25
 ～ H27.2.28

受託研究費等
収 入

Basu Dev Pandey 
バス  デヴ  パンディ

ネ パ ー ル
H27.3.2
 ～ H27.3.22

科学研究費
補 助 金

新 興 感 染 症 学
UNIGWE UCHECHUKWU SONNY 
ウニグエ  ウチェチュク  ソニー

ナイジェリア
H26.9.1
 ～ H26.10.17

科学研究費
補 助 金

原 虫 学
Gitaka Jesse Njihisa 
ギタカ  ジェッセ  ジヒア

ケ ニ ア
H27.1.6
 ～ H27.2.20

受託研究費等
収 入

寄 生 虫 学
Musa Md Abu 
ムサ  モハマッド  アブ

バングラデシュ
H27.1.18
 ～ H27.1.21

科学研究費
補 助 金

Chadeka Evans Asena 
チャデカ  エヴァンス  アセナ

ケ ニ ア
H27.1.19
 ～ H27.1.21

運営費交付金

免 疫 遺 伝 学
Chitr SITTHI-AMORN 
チッ  シッチアモン タ イ

H26.5.6
 ～ H26.5.11

運営費交付金

Cristina Trres 
クリスティーナ  トレス

フィリピン
H26.5.7
 ～ H26.5.11

運営費交付金

KYUNGSUK SUH 
キュンスク  スー

韓 国
H26.9.12
 ～ H26.9.15

運営費交付金

JAMES MCCLUSKEY 
ジェームス  マクラスキー

オーストラリア
H26.9.13
 ～ H26.9.16

運営費交付金

Kesara Na Bangchang 
ケセラ  ナ  バンチャン

タ イ
H27.3.29
 ～ H27.4.2

運営費交付金

生 態 疫 学
Nzou Samson Muuo 
ンゾウ  サムソン  ムウオ

ケ ニ ア
H26.7.7
 ～ H26.7.27

受託研究等
収 入

WANJIHIA VIOLET WANJIKU 
ワンジャ  バイオレット  ワンジク

ケ ニ ア
H26.9.22
 ～ H26.10.2

科学研究費
補 助 金

WANGUI JOAN JOSEPHINE 
ワングィ  ジョアン  ジョセフィン

ケ ニ ア
H26.9.22
 ～ H26.10.25

先導的創造科学
技術開発費補助金
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分　野　等 氏　　　　　　　名 国　　籍 受入期間 経　　費 備　　考

Nzou Samson Muuo 
ンゾウ  サムソン  ムウオ

ケ ニ ア
H27.3.18
 ～ H27.3.28

受託研究等
収 入

国 際 保 健 学
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45） 有吉紅也：コレラ．今日の治療指針　医学書院，2014年12月　pp.201~202

46） 森本浩之輔：抗寄生虫薬．今日の処方　南江堂，2014年12月　pp.790~801

47） 森本浩之輔：抗寄生虫薬．今日の治療薬　南江堂，2014年12月　pp.123~130

48） 有吉紅也：一般内科外来で見逃してはいけない熱帯感染　神戸市医師会報　No.633　平成26

年度，2014年12月　pp.53~63

49） Imakawa K, Kusama K, Yasuda J : Early placentation and local immune regulation.

Reproduction in Domestic Ruminants VIII, 2014年12月　pp.375~386

50） Mondal D，Hamano S，Hasnain M.G，Satoskar AR : Challenges for management of post 

kala-azar dermal leishmaniasis and future directions.Research and Reports in Tropical Medicine 2014; 

5,2014年12月　pp.105~111

51） 濱野真二郎：アメーバ症．今日の治療指針2014，医学書院，2014年12月　p.255

52） 濱野真二郎：リンパ系糸状虫症．寄生虫症薬物治療の手引き　改訂8.0版，熱帯病治療薬研究

班，2014年12月　pp.62~63

53） 濱野真二郎：イヌ糸状虫症.寄生虫症薬物治療の手引き　改訂8.0版，熱帯病治療薬研究班，

2014年12月　p.68
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11　講　演　会

11． 1 　熱帯医学研究所における所外講師による講演

 1 ）Understanding Interactions in Complex trait: the malaria story
　　 Anavaj Sakuntabhai (Viral Genomics & Vaccination Unit and Functional Genetics of 

Infectious Diseases Unit, Institut Pasteu, Paris, France)
　　大学院セミナー，Large Seminar Room, Global Health Building 1F, Nagasaki University
　　2014年 3 月12日

 2 ）Introduction to research ethics : History and the need of ethical review system
　　Chitr Sitthi-amorn (Chulalongkorn University)
　　The 13th Nagasaki International Course on Research Ethics, Pompe Hall in Sakami, Japan
　　2014年 5 月 8 日
 3 ）Informed consent
　　Cristina Torres (FERCAP-Philippines)
　　 The 13th Nagasaki International Course on Research EthicsPompe Hall in Sakamoto Campus, 

Nagasaki University, Nagasaki, Japan
　　2014年 5 月 8 日
 4 ）Risks and benefits evaluation
　　Cristina Torres (FERCAP-Philippines)
　　 The 13th Nagasaki International Course on Research EthicsPompe Hall in Sakamoto Campus, 

Nagasaki University, Nagasaki, Japan
　　2014年 5 月 8 日
 5 ）Case Study 1 : Reporting and Plenary discussion
　　Cristina Torres

　　 The 13th Nagasaki International Course on Research EthicsPompe Hall in Sakamoto Campus, 
Nagasaki University, Nagasaki, Japan

　　2014年 5 月 8 日
 6 ）Ethical issues in epidemiological and social research
　　Cristina Torres (FERCAP-Philippines)
　　 The 13th Nagasaki International Course on Research Ethics,Pompe Hall in Sakamoto Campus, 

Nagasaki University, Nagasaki, Japan
　　2014年 5 月 8 日
 7 ）Ethical issues in pediatric research
　　Nao Tsuchida (National Center for Child Health and Development, Japan)
　　 The 13th Nagasaki International Course on Research EthicsPompe Hall in Sakamoto Campus, 

Nagasaki University, Nagasaki, Japan
　　2014年 5 月 8 日
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 8 ） Ethical issues in traditional medicine research 13th Nagasaki International Course on Research 
Ethics, 8-10 May 2014, Pompe Hall in Sakamoto Campus, Nagasaki University, Nagasaki, Japan

　　Kiichiro Tsutani (University of Tokyo, Japan)
　　 The 13th Nagasaki International Course on Research EthicsPompe Hall in Sakamoto Campus, 

Nagasaki University, Nagasaki, Japan
　　2014年 5 月 8 日
 9 ）Case Study 2: Reporting and Plenary discussion
　　Cristina Torres (FERCAP-Philippines)
　　 The 13th Nagasaki International Course on Research EthicsPompe Hall in Sakamoto Campus, 

Nagasaki University, Nagasaki, Japan
　　2014年 5 月 8 日
10）Ethical issues in international health research : consent, level of care, post trial benefit
　　Cristina Torres (FERCAP-Philippines)
　　 The 13th Nagasaki International Course on Research EthicsPompe Hall in Sakamoto Campus, 

Nagasaki University, Nagasaki, Japan
　　2014年 5 月 8 日
11）Plenary discussion
　　Cristina Torres

　　 The 13th Nagasaki International Course on Research EthicsPompe Hall in Sakamoto Campus, 
Nagasaki University, Nagasaki, Japan

　　2014年 5 月 8 日
12）Case Study 1: Reporting and Plenary discussion
　　Chitr Sitthi-amorn

　　 The 13th Nagasaki International Course on Research EthicsPompe Hall in Sakamoto Campus, 
Nagasaki University, Nagasaki, Japan

　　2014年 6 月 8 日
13）中部アフリカ・ガボンという国

　　小林正雄（在ガボン日本国大使）

　　特別講義長崎大学

　　2014年 6 月 9 日
14）Challenges when treating Cutaneous Leishmaniasis
　　Byron Arana (Head of Cutaneous Leishmaniasis Program, DNDi)
　　大学院セミナー Bauduin Lecture Hall, Ryojun Auditorium 2F
　　2014年 7 月10日

15） T cell recognition of microbial vitamin metabolites presented by the MHC-I-related molecule 
MR1

　　 James McCluskey (Department of Microbiology and Immunology, Peter Doherty Institute for 
Infection and Immunity, University of Melbourne, Australia)

　　大学院セミナー Bauduin Lecture Hall, Ryojun Auditorium 2F
　　2014年 9 月14日
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16）躍動するアフリカと日本の若者たち

　　日野博之

　　第 5 回国際連携セミナー長崎大学

　　2014年10月27日

17）Challenges and opportunities for the development of new treatments for leishmaniasis
　　 Simon L Croft (Professor of Parasitology, Faculty of Infectious and Tropical Diseases. London 

School of Hygiene and Tropical Medicine, London, UK)
　　大学院セミナー Conference room (No.120), Institute of Tropical Medicine, Nagasaki University
　　2014年10月29日
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11． 2 　熱帯医学研究所教員による講演

 1 ）Evolutionary origins of P.falciparum and P. vivax as human pathogens
　　Richard Culleton

　　シンポジウム，大阪大学微生物病研究所

　　2014年 1 月15日

 2 ）Prognostic prediction of re-shock during a patient’s first dengue shock episode
　　Nguyen Tien Huy

　　Asian-African Research Forum on Emerging and Reemerging Infections, Sendai
　　2014年 1 月20日

 3 ）感染症と人類－文明以前と文明以後

　　山本太郎

　　国立民族博物館共同研究会，国立民族学博物館

　　2014年 2 月 1 日
 4 ）抗酸菌感染症～動物とヒト，環境の理解を目指すOne Healthの一例

　　和田崇之

　　 第 2 回水文化・水環境シンポジウム　ジオコミュニケーション学構築をめざして，香川

大学

　　2014年 2 月 7 日
 5 ）1950年前後の琵琶湖周辺におけるマラリア流行の消長と環境変容

　　市川智生

　　 第 2 回水文化・水環境シンポジウム　ジオコミュニケーション学を構築をめざして，香

川大学

　　2014年 2 月 7 日
 6 ）感染症に関する課題について

　　有吉紅也

　　学術講演会，神戸市医師会館本館

　　2014年 2 月 8 日
 7 ）Collaborative research with Public Health England, Portn down.
　　安田二朗

　　 The 2nd Biosecurity Workshop : U.K.-Japan Collaboration to Counter Biological Threats, Keio 
University

　　2014年 2 月 8 日
 8 ）High-throughput screening of small-molecule chemical library for novel antimalarials
　　Nguyen Tien Huy and Kenji Hirayama

　　 U.S.-Japan Cooperative Medical Sciences Program Regional Conference on Emerging Infectious 
Diseases, Bangladesh

　　2014年 2 月 9 日
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 9 ）HIV抗体検査について

　　有吉紅也

　　長崎県医師会・HIV医療講習会，長崎県医師会館

　　2014年 2 月11日

10）HIV感染症の基礎知識

　　齊藤信夫

　　長崎県医師会・HIV医療講習会，長崎県医師会館

　　2014年 2 月11日

11）国際協力と国際保健　いま何を考えるべきか

　　山本太郎

　　総合リハビリテーション学研究科FD講演会，神戸学院大学

　　2014年 3 月 5 日
12）Vector outbreaks and control:population dynamics in changing environments?
　　Luis Fernando Chaves

　　Ecology Seminar, Odum School of Ecology, University of Georgia, Athens, GA, USA 
　　2014年 3 月 6 日
13）結核分子疫学研究の現在と未来

　　和田崇之

　　第19回国際結核セミナー，東京都港区　ヤクルトホール

　　2014年 3 月 6 日
14）Marrying quantitative whole genome sequencing to linkage analyses
　　Richard Culleton

　　シンポジウム，北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター・感染免疫部門

　　2014年 3 月 8 日
15）被災地における薬剤師の役割

　　奥村順子

　　宮城県災害医療従事者研修に於ける講義，宮城県庁

　　2014年 3 月21日

16）Ethical review of clinical trials and standards of SIDCER survey.
　　Karbwang J

　　 The Conference for GCP Platform Construction and Clinical Trials of New Drug and Medical 
Device, China

　　2014年 3 月21日

17）Spatial distribution and biology of dengue vectors, Aedes aegypti and Aedes albopictus.
　　Yukiko Higa

　　Public TalkSarawak Museum, Kuching Malaysia
　　2014年 3 月25日
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18）Development of molecular diagnostics for viral haemorrhagic fevers.
　　安田二朗

　　 1st Nagasaki University Market Place in London School of Hygiene and Tropical Medicine, 
London School of Hygiene and Tropical Medicine, London

　　2014年 3 月26日

19）一般医家が診る輸入感染症

　　森本浩之輔

　　伊勢崎感染症セミナー，伊勢崎市民病院  10階「大会議室」

　　2014年 3 月27日

20）High-throughput screening of small-molecule chemical library for novel antimalarials
　　Nguyen Tien Huy

　　The Japanese Society of Parasitology, 83th Annual Meeting. , Ehime
　　2014年 3 月27日

21）Case Study 2 : Reporting and Plenary discussion
　　Akiko Matsuyama (Ngasaki University)
　　 The 13th Nagasaki International Course on Research Ethics, Pompe Hall in Sakamoto Campus, 

Nagasaki University, Nagasaki, Japan
　　2014年 5 月 8 日
22） Ethical issues in international health research:Study design, informed consent, level of care, post 

trial benefit
　　Akiko Matsuyama (Nagasaki University)
　　 The 13th Nagasaki International Course on Research Ethic, Pompe Hall in Sakamoto Campus, 

Nagasaki University, Nagasaki, Japan
　　2014年 5 月 8 日
23）Plenary discussion
　　Akiko Matsuyama (Nagasaki University)
　　 The 13th Nagasaki International Course on Research Ethics, Pompe Hall in Sakamoto Campus, 

Nagasaki University, Nagasaki, Japan
　　2014年 5 月 8 日
24）Plenary discussion
　　Juntra Karbwang (Nagasaki Universit)
　　 The 13th Nagasaki International Course on Research Ethics, Pompe Hall in Sakamoto Campus, 

Nagasaki University, Nagasaki, Japan
　　2014年 5 月 8 日
25）Ethical issues in pharmacogenomics  research
　　Kenji Hirayama (Nagasaki University Japan)
　　 The 13th Nagasaki International Course on Research Ethics, Pompe Hall in Sakamoto Campus, 

Nagasaki University, Nagasaki, Japan
　　2014年 5 月 8 日
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26）赤血球をイボイボするマトリョーシカ生物～マラリア原虫の謎～

　　金子　修

　　サイエンスカフェ「マトリョーシカフェ 08」，お茶の秋月園  浜町店，長崎市

　　2014年 5 月23日

27）赤血球をイボイボするマトリョーシカ生物～マラリア原虫の謎～

　　金子　修

　　サイエンスカフェ「マトリョーシカフェ 09」，池田屋，長崎市

　　2014年 5 月24日

28）長崎大学のケニア等での活動と産官学連携の可能性

　　一瀬休生

　　日本人商工会の講演会インターナショナルハウス，ナイロビ，ケニア

　　2014年 5 月30日

29）グローバル健康環境：後悔にもいろいろあるけれど・・・

　　奥村順子

　　大阪大学グローバルコラボレーションセンターに於ける特別講演，大阪大学医学保健学科

　　2014年 7 月17日

30）気候変動の健康影響

　　橋爪真弘

　　特別講演，福岡県北九州市小倉北区　小倉パークサイドビル 9 F
　　2014年 7 月26日

31）気候変動の健康影響

　　橋爪真弘

　　特別講演，第508回北九州小児科医会，福岡県，北九州市

　　2014年 7 月26日

32）地球温暖化と健康影響

　　橋爪真弘

　　 特別講演，第70回佐賀小児科地方会，第193回日本小児科学会長崎地方会　合同地方会，

長崎大学医学部　良順会館

　　2014年 7 月27日

33）次々に登場する新しいウイルス感染症

　　安田二朗

　　第 9 回東京大学医科学研究所ラブラボ，東京大学

　　2014年 8 月 4 日
34）The research background for the development of IDEWS and plans of actions.
　　Minakawa N.

　　 SATREPS Infectious Diseases Early Warning System (IDEWS), KICK-OFF SYMPOSIUM DST 
Pretoria, Pretoria, South Africa

　　2014年 8 月 5 日
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35）エボラ出血熱

　　安田二朗

　　長崎大学病院カンファレンス，長崎大学

　　2014年 8 月14日

36）Luminex法を用いたアフリカにおける血清疫学調査

　　藤井仁人

　　講演（xSAMPLES Japan 2014 ~for Life Science Research~），ホテルレオパレス博多

　　2014年 8 月22日

37）エボラ出血熱とは何か？感染症研究者の戦い　一つひとつの命を守るために

　　安田二朗

　　長崎大学熱帯医学研究所緊急企画，長崎市

　　2014年 8 月26日

38） Combining classical genetics with quantitative whole genome sequencing: identifying the genes 
of interest in apicomplexan parasites

　　Richard Culleton

　　シンポジウム，北海道大学国際連携研究教育局

　　2014年 8 月28日

39）マラリアと貧困の複雑な関係を解く：測定と相関

　　Peter S. Larson

　　HDSSセミナー，長崎大学熱帯医学研究所

　　2014年 9 月 1 日
40）エボラ出血熱について

　　安田二朗

　　長崎県エボラ連絡会議，長崎市

　　2014年 9 月 2 日
41） 鳥インフルエンザと今後の研究においてBSL-4に期待される役割－未知なる脅威との戦

い－

　　安田二朗

　　長崎大学熱帯医学研究所全力講座第 2 回，長崎市

　　2014年 9 月 7 日
42）Colistin resistance in Acinetobacter baumannii
　　Dr. Ben Adler

　　セミナー，長崎大学熱帯医学研究所

　　2014年 9 月11日

43）西アフリカのエボラ出血熱アウトブレイクの現状と対応

　　安田二朗

　　長崎県職員 診療放射線技師等研修会，長崎市

　　2014年 9 月26日
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44） 様々な感染症と今後の研究において高度安全実験（BSL-4）施設に期待される役割－

BSL-4施設はいかに長崎，日本，世界を守れるか？

　　安田二朗

　　長崎大学熱帯医学研究所全力講座第 4 回，長崎市

　　2014年 9 月29日

45）7th Annual P3 Labolatory Training Seminar Maintenance and Operation of P3 Laboratory System
　　Amina Galata

　　 7th Annual P3 Labolatory Training Seminar，熱帯医学研究所ケニアプロジェクト拠点，ケ

ニア

　　2014年10月 7 日
46）私たちの関心とコラボの可能性

　　山本太郎

　　数理地理研究会，京都大学

　　2014年10月10日

47）デング熱の基礎と疫学

　　森田公一

　　四学会緊急セミナー，東京（ベルサーヌ汐留）

　　2014年10月13日

48）地球温暖化と熱帯感染症

　　橋爪真弘

　　 第46回日本小児感染症学会総会学術集会　イブニングセミナー，東京都新宿区，京王プ

ラザホテル

　　2014年10月18日

49）地球温暖化と熱帯感染症

　　橋爪真弘

　　第46回日本小児感染症学会総会・学術集会「イブニングセミナー 2 」，東京都，新宿区

　　2014年10月18日

50）西アフリカのエボラ出血熱アウトブレイクの現状と対応

　　安田二朗

　　第 4 回福岡市医師会感染症セミナー，福岡市

　　2014年10月24日

51） 長崎大学のケニアでの活動と産官学連携の可能性について（～九州から発信するグロー

バルな取り組み～）

　　一瀬休生

　　日本工学アカデミー九州支部と長崎大学の共催講演会，長崎大学，工学部

　　2014年10月30日
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52） Detection of Pre-Erythrocytic Stage Malaria Parasite DNA in Blood and Faeces of Sporozoite-
Infected Mice and Monkeys

　　Richard Culleton

　　学会，（独）国立国際医療研究センター

　　2014年11月 2 日
53）わが国への侵入が危惧されるフラビウイルス感染症

　　森田公一

　　教育講演，東京（国立感染症研究所・戸山研究庁舎）

　　2014年11月 8 日
54）Ebola outbreak in West Africa.
　　奥村順子

　　 防衛省陸上自衛隊中央即応集団　対特殊武器衛生隊に対する「感染症対策に資する研修」

講義，長崎大学熱帯医学研究所

　　2014年11月13日

55） Establishment of an early-warning system for infectious diseases in Southern Africa incorporating 
climate predictions. 

　　Hashizume M

　　Global Research Council (GRC) Africa Summit. Invited Speaker, Stellenbosch, South Africa
　　2014年11月23日

56）Human Microbiota: Missing Microbes
　　山本太郎

　　Workshop on Sanitation，統合地球環境学研究所

　　2014年11月29日

57）Night Soil and Sanitation in Modern Japan
　　市川智生

　　Workshop on Sanitation，統合地球環境学研究所

　　2014年11月29日

58）アジアのデング熱媒介蚊の分類

　　比嘉由紀子

　　 緊急公開シンポジウム「デング熱と蚊の分類と自然史標本」招待講演，東京都，日本学

術会議講堂

　　2014年12月 5 日
59）デング熱を媒介する熱帯シマカ 2 亜種の起源と進化

　　二見恭子

　　 緊急公開シンポジウム「デング熱と蚊の分類と自然史標本」招待講演，東京都，日本学

術会議講堂

　　2014年12月 5 日
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60）高病原性ウイルスの分子生物学的解析とその抗ウイルス戦略への応用

　　浦田秀造

　　 富山大学和漢医薬学総合研究所・長崎大学熱帯医学研究所　第 4 回交流セミナー，富山

大学

　　2014年12月 8 日
61）エボラ，デング熱に備える

　　山本太郎

　　健康危機管理研修，佐賀中部保健福祉事務所

　　2014年12月12日

62）黄砂と健康

　　橋爪真弘

　　特別講演　第92回長崎医学会総会，長崎県，長崎市

　　2014年12月13日

63）エボラ出血熱

　　安田二朗

　　第 4 回熱帯医学研修課程フォローアップ事業「リフレッシャー講座」，長崎大学

　　2014年12月14日

64）熱帯域における病原媒介性昆虫研究の現状

　　皆川　昇

　　緊急公開シンポジウム「デング熱と蚊の分類と自然史標本」，東京都，日本学術会議講堂

　　2014年12月15日

65）デング熱を媒介する熱帯シマカ 2 亜種の起源と進化

　　二見恭子

　　緊急公開シンポジウム「デング熱と蚊の分類と自然史標本」，東京都，日本学術会議講堂

　　2014年12月15日

66）デング，エボラを考える

　　山本太郎

　　行政フォーラム，人事院公務員研修所

　　2014年12月19日
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11． 3 　熱帯医学研究所主催の市民公開講座（平成26年度）

平成 26年８月 26 日開催
『エボラ出血熱とは何か？』

講演者：安田二朗
熱帯医学研究所 教授

平成 26年９月 21 日開催
『エボラ出血熱と今後の研究にお
いてBSL-4 に期待される役割』

講演者：高田礼人
北海道大学 教授

平成 26年９月３日開催
『SFTS，クリミア・コンゴ出血熱
と今後の研究において BSL-4 に
期待される役割』

講演者：森田公一
熱帯医学研究所 所長

平成 26年９月 29 日開催
『様々な感染症と今後の研究にお
いて高度安全実験施設 (BSL-4)
に期待される役割 /BSL-4 はいか
に長崎，日本，世界を守れるか？』

講演者：森田公一，安田二朗
�熱帯医学研究所 所長，教授

平成 26年９月 7日開催
『鳥インフルエンザと今後の研究に
おいてBSL-4に期待される役割』

講演者：安田二朗
熱帯医学研究所 教授

平成 26年 12 月３日開催
『求められる感染症対策－国内お
よび世界の経験をふまえて－』

講演者：尾身　茂
�独立行政法人
地域医療機能推進機構 理事長
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12　主要な研究設備

 1 　反射型蛍光顕微鏡 23　液体クロマトグラフ質量分析計

 2 　ウルトラミクロトーム 24　自動焦点維持装置付長時間観察システム

 3 　落射蛍光位相差顕微鏡 25　高感度ノンラベル・ゲノム定量解析システム

 4 　万能倒立顕微鏡 26　デジタルセルソーターシステム

 5 　走査電子顕微鏡装置 27　透過及び操作電子顕微鏡用デジタル画像出力装置

 6 　生態機能解析装置 28　多機能超遠心機

 7 　病理組織標本作製システム 29　マイクロ流路を応用した遺伝子発現解析装置

 8 　原虫遺伝子DNA解析システム 30　遺伝子解析システム

 9 　宿主・寄生体相互作用解析システム 31　共焦点レーザー顕微鏡システム

10　プラスミド自動分離調整システム 32　超解像顕微鏡システム

11　感染症病原性解析システム 33　高圧凍結装置

12　熱帯性病原体成分機能解析システム 34　自動細胞解析装置

13　多機能ぜん虫行動解析システム 35　DNAアナライザ

14　熱帯性ウイルス感染症診断試薬作成システム 36　生物ハイグレード正立顕微鏡

15　超遠心機 37　ION  PROTONシステム  Protom－Co12S2cp

16　核酸オリゴマー感染症治療薬開発システム 38　IT活用遠隔講義システム

17　生物顕微鏡 39　病原性ウィルス遺伝子及び蛋白質機能解析システム

18　細菌毒素活性測定解析システム 40　X線結晶構造解析システム

19　DNAシークエンサー 41　バイオハザード対策用ラボシステム

20　デジタル画像電子顕微鏡システム 42　次世代シーケンサーシステム

21　耐腐食構造棚式真空凍結乾燥装置 43　感染症診断検査分析システム

22　リアルタイム定量PCRシステム
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13　刊　行　物

 1 ）Tropical Medicine 

　当研究所が発行した機関誌で，熱帯医学の原著論文のほかに短報や総説などが掲載される。

本誌は長崎大学風土病紀要として昭和34年に創刊されたものであるが，昭和42年に研究所名が

改められたときにTropical Medicine（熱帯医学）と変更され，さらに平成元年からは英文のみ

の雑誌となった。毎年 4 号分を 1 巻として平成12年度には第42巻が発行されたが，平成13年度

から休刊中である。

 2 ）長崎大学熱帯医学研究所年次要覧

　昭和39年 3 月，当研究所の沿革および研究活動をまとめた最初の「長崎大学風土病研究所年

次要覧，昭和38年度」が刊行された。その後，昭和42年の研究所名改称に伴う標記表題への変

更はあったが，昭和45年度まで毎年刊行された。昭和46年度から54年度までの分はまとめて昭

和56年 3 月に発行された。昭和55年度から再び毎年発行されることになり現在に至っている。

平成25年度年次要覧は平成26年12月に発行された。

 3 ）長崎大学熱帯医学研究所概要Institute of Tropical Medicine, Nagasaki University 

　国内及び外国からの来訪者に対する当研究所の紹介パンフレットとして，長崎大学熱帯医学

研究所案内（A Guide to the Institute of Tropical Medicine, Nagasaki University）が昭和55年12月に

最初に発行された。その後一部改訂されたものが随時発行されてきた。平成元年10月には，当

研究所が共同利用研究所に改組されたのを機会に，標記のように表題を改めカラー印刷として

発行され，その後は毎年発行されることになった。平成 6 年度に研究所の機構が大部門制に改  

組されたのを機に，このパンフレットはB 5 判からA 4 判に改められ, また和文版と英語版を

別々に作成することになった。平成27年度版は，平成27年 7 月に発行された。

4 ）長崎大学熱帯医学研究所共同研究報告集

　この報告集は，当研究所が平成元年に全国共同利用研究所に改組されたのに伴い，毎年実施

される共同研究と研究集会の概要をまとめたものである。平成26年度の報告集は，平成27年 7　

月に発行された。
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